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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一楽章　不条理ルーレット









　ガタン、という音を立てて椅い子すを置く。

　ちぐはぐに、この上なく不安定に重ねて設置された大量の机や椅子が空き教室の入り口を塞ふさいでいる。

　それは、さながらバリケードのようだ。




「ふー、これで誰も入り込めない鉄壁の部室が完成したよ！」

「だ、誰も入り込めないのはいいとして、藤ふじ白しろ達たちも外に出れないと思うのは気のせいですか？　ま、まさか藤白を閉じ込めてあんなことやそんなことをするつもりじゃないですよねっ!?」




　そう言って自分の身体からだを守るように抱きすくめながら小さく震えているのは、藤白おとねちゃん。

　私が新しく創る部に入部すると約束してくれた、記念すべき部員第一号だった。

「はっ……！　確かにこのシチュエーションは妄想が膨らむね!?　閉ざされた空間に二人きり……ちょっと気になる女の子との距離は少しずつ縮まり、最後は……！　くーっ!!　想像するだけでご飯一杯は食べられちゃうよー!!」

「あんまり食べないんですねっ!?　普通の量ですよね!?　もっと食欲をそそられてたくさん食べちゃう、みたいな流れじゃないんですか!?　……はっ、ち、違いました！　藤ふじ白しろをヘンな想像に出演させないでもらえますかっ。出演料は二億ポイントですよっ？　藤白は安い女じゃないんですよ？　こ、高級ですよ!?　ブランドですよ!?」

　おとねちゃんの子供みたいな金額の感覚に、ちょっと笑ってしまう。

　笑われた事に気付いたのか、彼女はぷいっと頰ほおを膨らませて、窓の外の方を向いてしまった。




　ここ数日の間、放課後は毎日おとねちゃんと一緒に部室探しを敢行するのが日課になっていた。

　おとねちゃんのクラスまで迎えに行くと、最初は、

「無所属の子と仲がいいと思われると内申点に響きそうなので近寄らないでもらえますかー？　はぅわっ!?　ふ、藤白も同じく無所属なんでしたっ……！」

　とか、他の生徒がたくさんいるからか人見知りの部分を見せながらも恥ずかしがっていたのに、今日きようは、

「お、遅いですよっ。あの、待ってたわけではないですけど!!　遅いというのは、自らの愚かさに気付くのがとても遅いという意味ですっ」

　とか言われてしまった。

　愚かと言われてヘコんだみたいなフリをしてみると、慌てて泣きそうになっているのも可愛かわいらしかった。

「この広い教室が部室なら、これからどれだけ入部希望者が押し寄せてきても大安心だよねー！」

「ふ、藤白はそんなに人が増えなくたって、エルナがいればそれでいいんですけどっ……」

「えっ、結婚？」

「しないですっ！」

　私にとってはプロポーズにしか聞こえないセリフだったから、つい興奮して先走ってしまった。

　おとねちゃんにドン、と両手で思い切り押されてしまい、高く積まれたバリケードの前にぺたんと尻しり餅もちをつくような形になってしまう。

　どのタイミングで、

「何するんだよう～、このこの！」

　とじゃれつこうかなと心の中で興奮を高めていると、




「エルナ！　危ないりゅい!!」




　大声で叫びながら、微妙な生物が近づいてくる。

　……きっと例のアレだ。

　個性溢あふれすぎて誰も真ま似ねしようとしない語尾でおなじみの、入学したばかりの一年生に先生だと信用されず、捕まえてペットにしようと懸賞金を賭かけられ、でも実際捕まえたら全然可愛かわいくないからやっぱりいらない、と捨てられた事件でおなじみの自称好青年の教師、ビミィだ。

　ガラドシャガッシャーン！　と派手な音を立ててバリケードに体当たりし、思い切りそれを崩しながら部室になる予定の空き教室に突入してくる。

　……強固に作ったはずだったのに、バリケードはビミィの体当たり一撃で脆もろくも崩れ去ってしまった。




「あ───っ！　せっかくの私達たちの愛の巣がーっ!?」

「ま、全く、ちっとも、どう間違っても愛の巣なんかじゃないです！　は、蜂はちの巣にしますよっ!?」

　マシンガンを持つようなポーズで、おとねちゃんが顔を真まっ赤かにしていた。




「それどころじゃないりゅい！　エルナ、危ないところだりゅい!!」

「……危ない？　危ないのは長期間ビミィの姿を間近で見続ける事による美的感覚の狂いの大きさだよ……？　何が美しくて何が汚いのか、なんだか少しずつわからなくなっている私がいるんだよ……？」

「そんな真剣に告白されてもオイラはどうすればいいりゅい!?　とりあえず謝るべき!?　いや、断固オイラは悪くないと信じてるりゅい!!」




　すっかりバリケードが崩れてしまった跡を、おとねちゃんが溜ため息いきを吐つきながら仕方ないなぁ……とでも言いたげな態度で片付けはじめてくれている。




　思えば、このところ毎日この流れだったかもしれない。

　私が部室候補を勝手に占拠し、すぐに生徒会の生徒に見つかって怒られる。

　そしてバリケードを撤去されると、おとねちゃんが保護者のように頭を下げながら率先して片付ける。

　おとねちゃん曰いわく、

「生徒会にも逆らってはなりませんよ！　彼らは教師と繫つながり、時には賄わい賂ろを渡し、偽りの笑え顔がおで高い評価を獲得しようとするプロ中のプロ！　怒らせたら内申点に響いてきかねませんよ!?」

　ということらしい。

　生徒会の生徒の目の前で指をさして言うものだから彼らは憮ぶ然ぜんとしていたけど、それには全くもって気付いていないようだった。




　賢そうで実は天然すぎるおとねちゃん。

　心の底から……ラブユー……！




「エルナ、違うんだりゅい！　危ないところっていうのはこの創部申込書だりゅい！」

「えっ？　端末から生徒会に申込書を送信しまくったら片っ端から却下されて、あんまりしつこいせいかとうとう受信拒否されるようになったから仕方なく紙にプリントアウトしてビミィに持っていかせた申込書に何の問題があるの？」

「……今のセリフだけでも問題だらけだと思いますよ？」

　おとねちゃんは教室を片付ける手を止めずにそう言い放つ。

　彼女はかなりの綺き麗れい好きらしく、私達たちが（主に私が……）めちゃくちゃにする前の教室よりもずっとすっきりと片付いた状態まで掃除するため、生徒会には怒られても教師からはお咎とがめなし、むしろ褒められたりもするという状態だった。

　今日きようは生徒会に見つかる前にビミィがぶち壊しにしてくれたもんだから、まるで自主的に空き教室を掃除しているだけみたいになっている。

　おとねちゃんはその事実に気がついたのか、

「こ、これは内申点の向上が大いに期待できますよっ！　推薦でお嫁さんになれる勢いですよ!?」

　と、急に目を輝かせて、周囲をキョロキョロしながら、より一層片付けを頑張っていた。

　どこからか教師に目撃されるのを期待しているらしい。




「推薦で大学に行くんならわかるけど、お嫁さんって推薦枠あるのかりゅい……？」

「ビミィ、やめてあげて。おとねちゃんは夢見る乙女おとめなの。子供の心を忘れない穢けがれなき少女なの。サンタさんはまだいるって信じてる、無む垢くな一輪の花……そう、一輪の百ゆ合りなの!!」

「ち、ちゃんと聞こえてますからねっ!?　サンタクロースはパパだって知ってるし、花に例えるにしても百合だけはやめてください!?　変な誤解を生みかねませんよ!?」

　女の子同士が恋愛する事を『百合』と表現するという事を、おとねちゃんはちゃんと知識として持っていたらしい。

　それにしても、『サンタクロース』って言ったときの発音が良すぎて、私の耳にはもうほぼ別の言葉のように聞こえてしまった。




「え？　おとねちゃん今なんて？　……エルナ大好き？」

「藤ふじ白しろはそんな事一言も言ってないですよ!?　サンタクロースがどうやったらその言葉に変化を遂げたんですか!?　サンタに何があったんですか!?　トナカイに曳ひかれてどんな大事故に遭遇したんでしょうか!?　過程が知りたいところですっ！　変化を遂げるどころか、途中で明らかに別の何かにすり替わってますよ!?」

　おー、と感心したようにビミィが拍手している。

「エルナ相手に一歩も引かずにツッコんでいるりゅい……。じゃなくて！　危ないのはオイラのクビだりゅい!!」




「……危ないのは、ビミィの……顔……？」




「そんな悪意のある聞き間違いってある!?　顔じゃなくてクビだりゅい！　オイラの顔は危なくないりゅい、安全だりゅい！」

　顔が安全、っていうのもよくわからない主張だけど、相当必死なようなので渋々頷うなずいてあげることにする。

「とにかくコレを見るりゅい！」

　ビミィがぷるぷると震える手で突き返してくる創部申込書を受け取り、改めて見返してみることにする。

　ところどころ破やぶれてしまっている申込書はセロハンテープで補修してあるものの、どうにか原形を留とどめているかな？　というような状態に追いやられていた。




「これって生徒会の人たちがやったの!?　酷ひどいことするね！　私達たちの純粋な夢や想おもい、そして未来を詰め込んだ申込書なのにさっ！」

「いいえ、エルナ。生徒会のやる事は全すべて正義なのです。彼らは高い内申点を約束された存在ッ……。藤白は学園内で彼らを見かけたら深々とお辞儀をし、でも心の中では小さく舌打ちをし、その権力のおこぼれを僅わずかでも貰もらおうと尽力しているのです……！」

「生徒会にそこまでしてるりゅい!?　そもそも、この創部申込書にはエルナが言うような素敵なモノは一つも詰まっていなかったりゅい！　もう一度よく読み返してみて!?」




　えー？　とビミィに不満を表しながら、おとねちゃんと一緒になって申込書を眺めなおしてみる。




　あらかじめ用意された申込書なんかでは私達たちの創り上げたい部の良い部分が表現しきれないと思い、独自のフォーマットで書いてしまったのが悪かったんだろうか……？




「悪いところは特に見当たりませんね……？　エルナの描いた自画像と、藤ふじ白しろとビミィ先生の似顔絵も極上の完成度ですし……」




「これが極上!?　ミカグラ学園幼稚舎の子が目をつぶったまま落書きしてもこれよりはわかりやすい絵になるりゅい！　もし九く頭ず竜りゆう君が見たら、『牛乳が足りないからこんな絵を描いてしまうようなヤツに育つんだよっ……！』って怒りだすに違いないりゅい！」




　あのう、ビミィの九頭竜先輩に対するイメージって一体……？

　でも、おとねちゃんは最近変に私に甘いところがあるからその延長線上で褒めてくれているのかもしれないな。

「なるほど、要するに創部申込書にこの絵は必要なかった……。私の死後に評価されて数億円の価値がついてしまう名画かもしれないけれど、申込書には相応ふさわしくなかった……。ビミィはそう言いたいわけだね？」












「オイラとしては全然褒めてないのに自らで絵の価値を吊つり上げてきたりゅい!?　それで、おとねちゃんも『ガーン!!』みたいにショックを受けた顔をしてるのはおかしいよ!?　数億円の価値が出る絵だとは!!　みたいなリアクションを取る場面じゃないりゅい!!」




　今度はおとねちゃんも一緒になって、えー？　と不満を表す。

　全くビミィは文句ばっかりだよ！

　だからモテないし生徒から人気がないし存在感がないしおとねちゃんからは実はちょっと嫌われているし内緒にしてたけど私も朝起きてすぐにビミィの顔をみるとちょっとだけイラっとするんだよ！




「な、なんだかよくわからないけど今とってもダメージを受けたりゅい……。立ち直れないかもしれないりゅい……」




　まさか心の声が聞こえたわけでもないだろうけど、なにか伝わるものがあったのか、ビミィはとんでもなく凹へこんでいた。

　まあそれは放ほうっておいて、確認を続けていくことにする。




　創部申込書の大部分を占めているイラストはまだしも、その他は問題ないような気がする。

「部の名前が〝あとで考えます部〟なのは別にいいもんね……？　だってまだ決まってないんだもん」

「そうですね。部のコンセプトを説明するところに、『言葉で説明するのは難しいけど、とにかく一番楽しい部です!!　部費は究極に、たくさん、支給希望です!!』とエルナが書いたのもシンプルでわかりやすくて素晴らしいはずです。何度見ても落ち度は存在しませんね」

　おとねちゃんと二人で、ひとつひとつ丁寧にチェックを進めていく。

　ビミィは口をパクパクさせて何かを言いたそうにしていたけれど、あきらめた様子でうなだれていた。




「……オイラが何を言っても無駄なのはわかったりゅい。ただ、これだけは聞かせて……。創部を希望してお願いしている立場のはずなのに、なぜか〝創部条件〟とかいうとっても偉そうな項目があるんだけど、そこに書いてある内容は一体なんなんだりゅい……？」




　ビミィが指摘した箇所は、私も初耳だった。

　この申込書はイラストまで含めて間違いなく全部私が書いたはずなのに……確かに段々面倒くさくなって一分間で雑に書き上げたはずなのに、提出前に知らない間に書き足されていたらしい。

　足されていた項目の文字を見ると、明らかに私の筆跡とは違い、女の子らしい丸っこい可愛かわいい文字でこう書かれていた。





　創部条件その１　できるだけ人前での演奏はしない！

　創部条件その２　部費で藤ふじ白しろの服を買っても良いことにする！

　創部条件その３　藤白の人見知りが発動しても決して怒らない！






　なんか創部条件っていうよりは個人的なお願いみたいになってるよ……!?

　これを書き足したであろう犯人の方を恐る恐る見てみると、わかりやすく口笛を吹いて知らんぷりを決め込んでいるおとねちゃんの姿があった。




「な、内容的にはまったく正しい要求といえますが、書いたのは誰なんでしょうね!?　ふ、藤白にはさっぱり予想がつきませんよ……！」




「……おとねちゃん、試しにちょっとここに自分の名前を書いてみてくれる？」




　申込書を裏返し、ペンと一緒に手渡してみる。

　おとねちゃんは怪け訝げんそうにしながらもサラサラとペンを走らせて〝藤白おとね〟と自分の名前を書いてくれた。




「完全に筆跡が同じだりゅい!?　隠す気ゼロ!?」

「え!?　た、確かに藤白の字と似ていますね!?　偶然とは怖いものです。恐ろしいです！　もしかしたら、藤白を犯人に仕立て上げようとした何者かによる悪意ある行動かもしれませんね!!」

「うん、もうそれでいいよ……？」




　バレそうになっておとねちゃんは涙目になってるし、いくら言っても認めることはなさそうだったのでこれ以上は追及しないことにした。

　この創部申込書を笑え顔がおで受理し、部活を作ってもまるで問題ナッシング！　ということで受け付けてくれる生徒会がミカグラ学園にあるなら、私でも即刻生徒会の解散を提案したくなるかもしれない。




　生徒会長がどのようにして決まるのか知らないけど、そんな能天気な会長だったらさすがに先行きが暗すぎるよね……。

「これじゃ何度出したって申請が通るはずがないんだりゅい。そもそも、本来創部に必要な人数は三人。まずは正式じゃなくてもいいから、とりあえず仮で、特例で創部を認めてほしいというのも大分無理が……」

「そこはビミィが機転をきかせてさ、生徒に変装でもしてごまかすとかしてくれてもいいじゃん。名前はそうだなぁ……あ、美味くんでいいよ！」

「美味が苗みよう字じで、下の名前は、う～ん。……ないという設定にしましょう！」

「二人とも無む茶ちや苦く茶ちや言ってるりゅい！　考えるのが途中で面倒になったからって下の名前ナシはあんまりだりゅい！」




　そもそも、ビミィが生徒に変装というのも我ながら凄すごい発想だった。

　ビミィがミカグラ学園の制服を着て、長髪のカツラをつけている姿を想像してしまう。




「……び、微妙～……」




「今なんか失礼な事考えたりゅい!?　オイラを頭の中で、想像上でとても恥ずかしい目にあわせたりゅいね!?」

　ただでさえ恥ずかしい存在であるビミィに可哀かわい想そうなことをしてしまったと、今はとても反省してるよ？

　ほんとだよ……？




　申込書は無理して私達たちだけで書こうとせずに、シグレにアドバイスを貰もらいながら書道の腕前を生かしてもらってひみちゃんに清書してもらえたら……いや、できればアドバイスじゃなく内容そのものを考えてもらえたら……ううん、いっそ私が寝てる間に全部代わりに書いてもらえたら、もう少しどうにかできると思う。




　けど、人数が足りないのはごまかしようがなかった。

　おとねちゃんの方を見て、うーんと考え込んでしまう。

　なぜかちょっと頰ほおを赤らめて目をそらす彼女は何を思ったんだろうか。




　彼女一人に入部を決意してもらうのだって相当に時間がかかったのだ。

　同じようにあと一人探そうとしても、タイムオーバーになって二人仲良く退学になってしまうのがオチだろう。




「美味くんは見た目的にモザイクが必要なのでその存在をなかったことにするとして……。美味くんは好感度が最低値なので即座に頭の中から抹殺するとして、それにしても、何か、何か打開策はないでしょうか……？」

「お、おとねちゃんのオイラへの態度が悪化していく一方なのは気のせいかりゅい……？」




　悪化というよりは正常化といったほうが正しいと思うんだよね。

　創部までのプロセスを、以前ビミィに聞いた事があった。




　創部に必要なのは、三つの認印だ。




　一つ目が顧問になる教師・講師の認印。

　二つ目が、今引っかかっている生徒会の認印。

　そして最後の三つ目は……。




　その瞬間「はっ！」と、思いつく。




「最後に必要な認印は、このミカグラ学園で一番偉い人物。学園長によるもの！　本来の手順とは違うけど、もしそれが先に押してあったとしたら、生徒会もノーとは言いにくいんじゃないかな!?」

「なるほど、最高責任者に直じか談だん判ぱんというワケですね！　とてもいいと思います。藤ふじ白しろがどれだけいい子かという事も自然かつ巧妙に、けれど執しつ拗ようにアピールしていきたいですっ！」

「あの、おとねちゃん……目的を忘れてないよね？」




　学園長、という言葉を聞いてビミィの表情が一瞬曇った気がしたのが気にかかったけど、ちょっと悩んだ末に「アイディアとしては悪くないかもしれないりゅい」と言って乗ってきてくれた。




　このままじゃラチがあかないのだ！




「……じゃあ、早速だけど創部申込書をみんなの力を借りて書き上げよう！　でももうわかったよ、私達たちだけじゃ無理っ!!　シグレには、三〇秒以内にエルナちゃんのところに来てね（ハート）大切なお願いがあるの、ってメッセージ送ったから！」

「ほ、ほんとにもうすぐそこまで走ってくる音が響いてきてますよ!?　浮かれきった声でエルナの名前を呼びながら迫ってきてますよ!?　い、一体何者なんですか!?」




　何者というか、それがシグレだとしか言いようがなかった。

　きっと力になってくれる。

　……少しだけ気持ち悪いのを我慢すれば。

　さあ、いきなりだけど最終決戦と洒落しやれ込こんでみようじゃない？

　そこに周到さなんて微み塵じんもない。手持ちの武器は前向きさとやる気だけだ。でもそれで十分……ねっ、そうでしょ？





　　　＊






　学園長への直じか談だん判ぱんを決意してからの展開は早かった。

　シグレは私とおとねちゃんの要望をまとめる形で頭を抱えながらどうにか創部申込書の内容を完成させてくれた。




「はぁ、はぁっ……。無理難題が多すぎて困ったけど、体裁は整ったはずだよ。二人の言い分を遠回しにオブラートに包んで、滅め茶ちや苦く茶ちやな内容だけどなんだか説得力のある雰囲気に見せかける事に成功したはず……！」




　シグレは燃え尽きたようにへたり込んでいる。

　頭を使いすぎたのか、僅わずかな時間で少し老ふけたようにみえた。




「おっけー！　これをひみが清書すればいいんだよねっ？」




　ひみちゃんが、いつも持っているのとは違う小さな筆を構えて腕まくりをしていた。

　その隣でアシスタントのように紙を用意してくれているのは花か袋たいちゃんだ。端末にメッセージを送ったら、すぐに書道部から出張して助けにきてくれていた。




「子供みたいなのに、意外なことに字だけは大人っぽいと評判のひみちゃん！　任せた！」

「エ、エルナさん、そんな事言っちゃあ……！」

　花袋ちゃんが慌てたように、両手でひみちゃんの耳を押さえて塞ふさごうとしている。

　けれどその手の隙すき間まから私の言葉はしっかりと耳に届いてしまったようで、

「ぷくーっ!!」

　と、頰ほおを膨らませる音をなぜか自分で言いながら、ひみちゃんがわかりやすくヘソを曲げてしまっていた。




　ほんの冗談のつもりだったのに、とその膨らんだ頰を指で突っついて「ぷしゅ～」と空気を抜いてみるけれど、何度でも「ぷくーっ！」と言いながら頰を膨らませる。

　ひみは怒ってるよっ！　というアピールなんだろうけど、それが既にこの上なく子供っぽいような……？

　そんな事を指摘したら、またふてくされてしまうのかなぁ……？




「ひみ、子供っぽくないもん！　大人の色気あるもん！　人妻さんっぽいねって言われがちだもん！」

「ひ、人妻に連れられた子供っぽいの間違いかりゅい……？」

「違うもん！　こう見えて中味は実質三〇歳だもん！　趣味はママ友とランチだもん！」

「そんなに手をバタバタさせていじける三〇歳がいたらホラーだよ……」

　私がそう言うと、ひみちゃんは手の動きを止めて今度は本人が人妻っぽいと信じているらしいポーズをしはじめた。















「ひ、ひみ先輩、そのポーズは一体なんです……？」




　花か袋たいちゃんが怖々といった様子で聞いてみる。

　憧あこがれの先輩の奇行を目の前にして、現実逃避なのかその視線は遠くを見つめていた。

「もー、わかんないかなっ？　これはね、人妻さんが旦だん那なと寂しがる子供を家において、イケメン俳優がたくさん出演するミュージカルに行くためにバッチリとメイクをしている時のポーズだよっ！」

　最低だった。

　そしてポーズがとにかくわかりにくすぎた。




　ひ、ひみちゃんはやっぱり大人っぽいな～！　とみんなで囲んでなだめ続けること数十分……。

　なぜか人妻とそのママ友ごっこという謎なぞの遊びに付き合わされ、ビミィとシグレがママ友役を割り振られてすっかり二人の目が澱よどんできたところで、ようやくひみちゃんは気を取り直して創部申込書の清書に取り掛かってくれた。





　　　＊






「よ～っし！　できたよ～！　こんな感じでどうかなぁ」

　なぜか別室に行って書いてきてくれたひみちゃんから創部申込書を受け取り、その美麗さに感動しながら眺める。

「うわー、すごいすごい！　予想以上に字が上う手ますぎて、まるで機械が書いたみたいに見えちゃうよ！」

「先輩が書いたというよりも、パソコンで打ち込んでプリントアウトしたかのように整ってますね……!?」




　おとねちゃんと二人、感嘆の声をあげて見入ってしまう。

　非の打ちどころのない完かん璧ぺきな仕上がりだった。

　まるで明みん朝ちよう体たいのように完成度の高い出来栄え。

「いやあの、これは普通にプリンターで印刷してると思うりゅ……モガモゴッ!!」

　言いかけたビミィの口の中になぜか大量に押し込まれたのはピーマン。

　ビミィってそんなにピーマン好きだったっけ……？　なんか涙まで流して喜んでるようにみえるね？

「先生、おいしー？　そっかあ、美お味いしすぎて何も言えないかぁ～！　シグレさんの考えたメモに難しい漢字がたくさんありすぎて、全然読めなくて困っちゃったから花か袋たいちゃんに頼んでパソコンで打ち込んでもらったなんて事実はどこにもないんだよ～？　プリントアウトしたかのように錯覚するくらい綺き麗れいな字を書いてきただけだもんねっ」

　ビミィは色とりどりのピーマンを口の中いっぱいに入れたまま、こくこくと許しを求めるように頷うなずくばかりだった。

　花袋ちゃんの方をみると、ごまかすように視線を泳がせている。

「なんだかよくわかんないけど、助かったよー！　シグレもひみちゃんも花袋ちゃんもありがと、これならいける気がしてきた！　ここからは私達たちが頑張る番だね！」

　おとねちゃんも同意するように小さく微笑ほほえんで、みんなにぺこりと頭を下げていた。

　ルーキー戦でのヒーローインタビューのイメージが強かったらしい花袋ちゃんは、意外そうな表情を見せていたけど、ひみちゃんに促されて、

「思い描いた部、認められるといいですねっ」

　と、やさしく言って教室から送り出してくれた。

　無表情を装よそおっているけど、嬉うれしそうな様子をまるで隠し切れていないおとねちゃんが微笑ましい。

　私やビミィ以外と親しく話しているのを見かけたことがなかったからちょっとだけ心配もしたけど、どうやら杞き憂ゆうに終わりそうだった。




「……──エルナには素敵なお友達がたくさんいますね」




　おとねちゃんのその言葉が、とても不思議だった。

　だって……。

「何言ってるの？　今手て伝つだってくれたみんなは、もうおとねちゃんのお友達でもあるんだよ？」

「……えっ？　は、初耳ですよ!?　まだ会話の回数も少ないですし、いい選択肢を選んだ記憶もないのにもう友達ですか!?　友好度溜たまるの早すぎじゃないです？　ぬ、ヌルゲーですか!?」

「ゲームと現実がごっちゃになってるりゅい……」

　おとねちゃんの内面がいい子だから、たぶんそれが伝わったはず。

　話した時間や回数なんて関係ないよね。きっと。




「よーしよしよしよし!!　よしゃよしゃよしゃ～!!」

「え、エルナ、髪の毛をわしゃわしゃするのはやめてください！　藤ふじ白しろは犬や猫やパンダ的存在ではありませんよ？　動物に例えるならライオンや虎とらですよ？」

「それは無理があると思うんだ……」

　愛あい玩がん動物扱いするわけではないけど、嬉うれしさが隠し切れていないような表情が可愛かわいくて仕方がなくて、こうせずにはいられなかったのだ。

「エルナー、エルナー！」

　やめるように言いながらも目を細めて受け入れ態勢全開のおとねちゃんの髪を思う存分わしゃわしゃと撫なでていると、ビミィが声を掛けてきた。

「エ、エルナ、さっきから星せい鎖さが気づいて欲しそうに何度も何度も繰り返し通りかかってるりゅい……。もう次で五往復目だからいい加減反応してあげるりゅい」

　ビミィにそう言われるまで、本当に気が付かなかった。




　──星鎖先輩がわざとらしく咳せき払ばらいをしながらふぁさぁっ！　と髪の毛を大げさにかき上げて、私達たちのすぐ横を繰り返し通り過ぎていくのを。




（…………女神!?）

　なかなか反応できなかった私に業を煮やしたのか、通り過ぎるどころか私達の周りをぐるぐると歩き回っていた。

　普通に歩いたのでは気づかれないと思ったのか、階段を降りているように見えるパントマイムをしながらこっちを凝視しているのが怖かった。

　何が怖いって、そのパントマイムが「プロなの!?　この技でお給料をもらっているの!?」と言いたくなるくらいに上う手まかったのだ。

　星鎖先輩が一人、あの広いお屋敷でパントマイムの練習をしているところを想像してしまい、否定するようにブルブルと首を振る。

「違う違うっ！　女神はお休みの日に一人で部へ屋やにこもってパントマイムの修行なんてしないんだから！」

　頭の中で展開される星鎖先輩らしくない姿を消し去るように叫ぶと、自分が認識されたらしいと気づいた女神が咳払いをしようとして失敗し、




「……くふん！」

　とかいう謎なぞの萌もえ系咳払いを発していた。咳払いというより、わざとらしすぎてもうなんかそういう単語みたいに、新種の挨あい拶さつの言葉みたいになっていた。

「星鎖先輩！　くふん!!」

「くふん、りゅい!!」

「くふ……ん？　そういう挨拶があるんですか？　藤ふじ白しろは全く知りませんでした。今後は積極的に使っていこうと思います」












　片手をあげながら「くふん！」と口々に挨あい拶さつする私達たちに、「ええ……くふん」と極めて冷静に挨拶として返してくる先輩はさすがの対応力だった。

　星せい鎖さ先輩がちょっとだけ恥ずかしそうな顔になっているのには、気づかないフリをするのがたぶん大人というものだろう。

　それにしても、偶然遭遇するにしても珍しい場所だった。

　学園長室は普段生徒たちが使うエリアから離れたところにあるらしく、そもそもこの辺り一帯の人通り自体が少ない。

　どうしてだろうと不思議に思っていると、その疑問に答えるように、




「シグレさんからメッセージを貰もらってきたの。お婆ばあ様さま……学園長に創部の直じか談だん判ぱんに行くそうね？　あの人は少し変わり者で、端末のマップに表示される学園長室はダミーなの」




「ダミー？　なんでそんな……？　はっ……!?　もしかして権力者だから命を狙ねらわれている的な!?」

　暗殺者に狙われる、凛りんとした筋肉ムキムキの学園長をイメージして、思わず腐……じゃない、乙女おとめ心がときめいてしまう。

　珍しい能力がたくさん存在するミカグラ学園の学園長ともなると、それを利用しようと近づいてくる悪者がたくさんいてもおかしくない……のかな!?

　なんかワクワクするね!?　ありがちすぎて週刊少年コミック誌で連載されてすぐに打ち切りになりそうな内容でワクワクとドキドキ感に溢あふれてるね!?




「そういうのじゃなくて、とにかく飽きっぽくて頻繁に学園長室を引越すから、なんなら毎日自分で机を運んで誰にも言わずに勝手に引越すから、マップの更新が間に合っていないだけだりゅい……」




　私のときめきをあっさりと打ち砕くように、ビミィが現実を教えてくれた。

　なら、星せい鎖さ先輩もダミーだなんて紛まぎらわしい言い方しないでほしいよ。

　まさか敬愛する女神に対してそんな事を言えるわけがないので、代わりにビミィの小さな腕をとって思いっきりしっぺをしてみた。

「ぐわああああああっ!!　りゅい!!　オイラのサイズ感を考えたらそんな全力でのしっぺはおかしいと気づくはずだりゅい!?」

「例えるなら、小枝に対して特大のチェーンソーを持ち出すような残酷さがありましたね？　『ぺちっ』という可愛かわいい音じゃなくて、『ゴリッ』というしっぺの効果音は初めて聞きました……」

　のたうち回るビミィを眺めながら、おとねちゃんが何やら感慨深そうにそう言っていた。







「く、くふん！　くふんっ!!」




　置き去りにされるような形で放置された星鎖先輩が、また謎なぞの萌もえ咳せき払ばらいを連発する。

　録音して繰り返し聞きたい……！

　朝食を食べながら、デザートメニューとしてぽちっと再生したい……！

　心の栄養がたっぷり含まれていそうだよ……！

　という欲求を抑え込みながら、端末についている録音機能を起動するのをどうにか自制する。

「ついてきてちょうだい。……学園長室まで案内するわ」

　学園長、という言葉を発する瞬間だけ、先輩の声色が一段階トーンダウンしたような気がするのは気のせいだろうか。

「…………？」

　おとねちゃんも私と同じような印象を受けたらしく、二人で首をかしげて顔を見合わせてしまう。

　先に歩き始めた星せい鎖さ先輩が振り返り、

「行くわよ？」

　と視線だけで促してきた。

「まぁ、行けばわかると思うりゅい……」

　ビミィもちょっとだけ元気をなくしたようにそう言って、しっぺを食くらった腕をぺろぺろと舐なめながら飛んでいってしまう。

　別にいいんだけどさ、「オイラは人間だりゅい！」とか言い張る癖に行動が愛あい玩がん動物っぽさ丸出しなのやめてほしいよね……。

　自分の傷口をぺろぺろって舐めて許されるのは犬や猫のような癒いやし系けいの生物だけであって、ビミィがそれをやる事は有罪だと思うのだ。

　もしおまわりさんがこの場を通りかかったとしたら、

「あ、現行犯逮捕ね!!　懲役一〇年くらいね!!」

　ってなると思うのだ。

　逮捕状には『可愛かわいさ偽造の疑い』とか書かれてると思うのだ。

「二人とも何してるりゅい！　置いて行くよ～!?」

「うん、置いていって？　悪いけど刑務所には……牢ろう獄ごくへは一人で行ってくれるかな？」

「え!?　話が全然見えないりゅい!?」




　そんな風に騒ぎながら、星鎖先輩の後ろにぴたっと張り付くようにして歩いていく。

　先輩は居い心地ごこち悪そうにしながらも、あえて私に何も言わないつもりらしい。

　その代わりに、

「……先輩がおっしゃっていた〝ついてきて〟、というのは、お化けのようにとり憑つくのとは違うと藤ふじ白しろは思うんですけど……。先輩が〝憑ついてきて〟と言ったんだとしたら、学園生活からホラーへの急すぎる進路変更に戸惑いを隠し切れないですよ？」

　おとねちゃんが人の気配のない廊下に怯おびえるようにしながら私の制服の裾すそをぎゅっと強く握っていた。

　先頭を星鎖先輩が歩き、ハァハァと息を荒らげながらその背中にぴったりと張り付くように私。

　そのすぐ後ろに続くのはホラーな空気を怖がっているおとねちゃん。

　頭上を飛んでいるのは、本気で痛くなってきたのか、赤く腫はれた腕をぺろぺろと舐なめる速度が尋常じゃないレベルで激しくなってきたビミィである。

　ロールプレイングゲームのパーティだとしたら、この隊列は敵を寄せ付けない無敵の並びかもしれない。





　　ゴブリン「な、何だあれ？　危ねぇヤツらだな……。近づくのやめとこうぜ」

　　オーク　「おう……。なんかおかしな病気に感染したのかもな……」






　本当なら豪快な叫び声と共に冒険者に襲いかかってくるはずのモンスターも、ひそひそと噂うわさ話ばなしをしながら遠ざかっていきそうだった。

　とはいえ、今からこの隊列を……歩き方を変えよう！　とも言い出しにくい。

　誰もが頭の中にハテナマークを浮かべながら、ヘンテコなパーティは星せい鎖さ先輩の先導する廊下を歩き続けていた。

「それにしても、随分と複雑な道順ですね……？　藤ふじ白しろはもうどうやってここまで来たかわからなくなってしまいました。もし今この瞬間にここに置いてけぼりにされたら、二度と帰れないかもしれませんよ……。藤白、廊下で夜な夜なすすり泣く幽霊２号になるかもしれませんよ……」

「その夜な夜な廊下に出るって噂になった幽霊、私の事だからね!?　夜に暗い廊下を出歩いてた子に寝袋の中で寝てた私が踏んづけられて、痛いわ情けないわですすり泣いてた声が幽霊と思われて噂になったヤツだからね!?」

　教室でその幽霊の話題が出るたびになんとも言えない気持ちになったけど、自分から名乗り出るのは屈辱的だったんだ……。

　でも、おとねちゃんが言うように複雑な道を辿たどってきたのは事実だった。

　端末を見ると、エリアにセキュリティがかかっているのかマップが表示されなくなっている。

　ミカグラ学園の敷地内にこんな場所があったなんて……。

　広大すぎて、卒業まで毎日探検したとしても全すべての場所を回り切れないような気さえしてくる。





　　　＊






「ついたわ。今はこの部へ屋やが学園長室……」

　そう呟つぶやいて急に立ち止まった先輩の背中に激突するフリをして両手で抱きしめながら、

「うわ───！　急に場違いな大きな扉!!　こんなに大きな扉って必要!?　学園長って巨人なの!?　進撃していくような人なの!?」

　突如として現れた大扉を見上げて驚きの声をあげてしまう。

　その姿を見たことはないけれど、この扉の大きさだと『学園長は身長五メートルを超す巨人！』とかでもないと辻つじ褄つまが合わない。

「あのね、学園長は……まあ、本人に会ってみればわかるりゅい……。星せい鎖さ」

　ビミィが呼びかけると、星鎖先輩はわかっているというように頷うなずいて端末を扉の横についているセンサーに押し当てた。

「……な、なるほどっ！　学園長室ともなると藤ふじ白しろ達たちのような一般生徒では勝手には入れないのですね？　先輩のような血縁者は別ということですか」

　おとねちゃんが感心したように観察している。

　……けれど、星鎖先輩の端末を用いてもその大きな扉が開く様子はなかった。

「…………！　…………っ!!」

　ガシッ、ガシィッ!!　と破壊的な音を立て、先輩はイラつきを隠さず、力任せに何度も端末をセンサーに押し当て……いや、ぶつけている。

　その甲か斐いあってか、ようやくセンサーから〝ぴぴっ！〟という電子音が鳴り響いた。

「ふぃ～、これでようやく念願の学園長とご対面だねっ！　直じか談だん判ぱんなら任せてよ！　小さい頃は〝直談判のエルナ〟という異名をつけられていたほどだよ!?」

「そんな異名の子供、嫌すぎるりゅい……」

　誕生日やクリスマスはもちろん、お年玉の金額まで両親に直談判をする子供だった。具体的には五歳の頃から直談判するような子供だった。

　クリスマスには『サタンさんへの要求』という紙を渡し、プレゼントは高額なものがいいと直談判するような子供だった。

　サンタとサタンを完全に間違っているような子供だった。

　プレゼントを貰もらったら「サタンさんありがとう！」と窓を開けて夜空に向かってお礼を叫び、一宮いちのみや家の一人娘は悪魔を崇拝するヤバい子だとご近所で噂うわさがたったりもした。




「……扉、開く様子がありませんね？　押しても引いてもビクともしません」

　星鎖先輩が一歩下がったのを見て、おずおずと前に出たおとねちゃんが扉を開けようと懸命に試していた。

「おかしいわね……？　私の端末は学園内のすべての場所へのアクセスキーになっているはずなのだけど」

　それってセキュリティ的にどうなの……？

　先輩がそれを悪用するなんて思わないけど、もしかしたら校舎の中でうたた寝しちゃって、寝ぼけて他の人の部へ屋やに入ってしまうかもしれないじゃないか！




　鍵かぎを開けたら一年生の妹系女子が着替えていて、

「きゃあああああ!?　こんな恥ずかしい姿を見られてしまったらもう責任とってもらうしかないですよっ、先輩っ……！」

　なんて涙目で、頰ほおを赤らめて言ってくれるかもしれないじゃないか。




「せ、星せい鎖さ先輩、何も言わずに私の端末と交換しませんか!?　悪用しませんから!!　決してやましい事には使用しませんので！」

「なぜ……？　嫌だけど……？　というか表情が既にやましいのは気のせいかしら？」

　やましい表情って一体どんなのだろう……？　今は鏡を見たくないな……とか思っていると、突然学園長室の扉からノイズが走った。




　重厚な扉全体に光の波が走り、眩まぶしさに思わず目を閉じてしまう。

　そして次に目を開いた時には、

「と、扉が消えて……どこか外に繫つながってますね？　……っと、違いました。これは映像ですか！」

　扉全面に映像が投影されているようで、広大なお花畑の様子が映し出されていた。

　おとねちゃんが錯覚したのも無理はない。その映像は異様なまでにリアルで、どういう仕組みなのかわからないけれど花の香りはもちろんのこと、流れてくる風まで感じとることができた。

　刹せつ那な、その窓のような映像から、私達たちに向かって直線的な突風が吹き寄せる。

「ぎゃあああああ！　りゅい!!」

　小さな体たい軀くでは耐え切れなかったらしいビミィが飛ばされていく声をあっさりと無視しながらその風の出どころを確かめる。




「……ようこそいらっしゃいました。ボクが学園長です」




　耳に運ばれてきたのは、青年男性のものと思われるイケボ。

　学園長、という肩書を聞いた途端、おとねちゃんがその場でジャンプしてそのまま土下座を決める。

「が、学園長様ですか!!　新入生の藤ふじ白しろおとねでありますっ！　靴を舐なめろと言われれば努力しますし、パンを買ってこいと言われれば今すぐダッシュさせていただきますっ!!」

「必死すぎない!?　そこまでして内申点を求めていくの!?　私には理解不能だよ!?」

「しーっ！　エルナは黙っていてくださいっ！　もし本当に靴を舐めろと言われたらその様子を隠しカメラで収めて脅迫の材料にしますし、パンを買ってこいと言われたら賞味期限の切れたヤツを探してくるつもりなんですよ？　藤白の企たくらみがバレたら大変なことになりますっ！」

　おとねちゃんは権力というものに何か恨みでもあるんだろうか……？　大声で喚わめきたてているので学園長にもバレバレのはずだけど、彼は特にリアクションしている様子がなかった。

「リアクションっていうか、姿自体が見えないね……？」

　学園長を名乗るイケメンボイスの声の出どころには、小さな丸椅い子すが置いてあるだけ。お花畑の中に椅子がポツンと置かれている様子はなんだか不思議だった。




「ボクはここにいますよ？　さあ、目をこらしてしっかり見てください」

　優しい声色は、まるで音楽を奏かなでるかのように優雅に。




　キョロキョロと見回してみるけれど、どう聞いても声は丸椅子の上から出ている。

　星せい鎖さ先輩に助けを求めようと振り向いてみたけれど、「私は関かかわりたくないわ……」と言わんばかりに肩をすくめてそっぽを向かれてしまった。

　先輩の家族の事なんだから先頭をきってこのシュールすぎる光景を解決してほしいんだけど……。

　土下座しながら腰につけた端末をいじり、「学園長が問題発言をしたらすぐ録音する準備ができていますよ！」とこちらに向かってグッと親指を出しているおとねちゃんを見て途方に暮れてしまう。

　こちら側のそんな感情はお構いなしに、学園長の声は丸椅子から聞こえ続けていた。




「ふふっ、あなた達たちの瞳ひとみにボクの姿はどんな風に映っていますか？」




　ぷぅ～ん……という聞き覚えのある音と共に、確かにそこから声がしている。

　よくよく凝視してみると、丸椅子の上には小さなハエが止まっていた。ああ、さっきのはこいつが飛んでた音か……。

　どうでもいいけどね、と思いながら一人で納得していると、




「この扉の中に存在するボクの姿は、あなたの前世を映し出す鏡なのです。さあ……ボクの姿が、どんな風に映っていますか……？」




　学園長の声は完全にそのハエから聞こえてきてしまっていた。




「……へっ？」




　目をごしごしと激しくこすってからもう一度見てみる。




　ハエだ。




　ふう～っ……と大きく深呼吸してから再び見てみる。




　……ハエだ。




　夢かな？　私は夢を見てるのかな？　と自分のほっぺたを思いっきりパァーン！　と引ひっ叩ぱたいてからしつこく見てみる。




「やっぱりハエだっ!?!?　なに!?　それじゃ私の前世はハエってこと？　シグレは小さい頃から、私の事を白雪姫の生まれ変わりだって言ってくれてたよ!?」

「いいえ、ボクの姿がハエに見えるのなら前世はハエなのです」

　学園長……ハエが、両手を擦りあわせながら優しく告げてくる。

「あっ、でも羽に白い雪みたいな模様のあるハエだね!?　百歩譲って、白雪姫じゃないかもしれないけど白雪バエかなぁ!?　ハエの中でもランクの高いやつかな!?」

「エルナ、それって結局ハエはハエですけどいいんですか……？」

　おとねちゃんがジト目で問いかけてきた。

　でもでも仕方ないじゃん！　ハエに見えちゃうのは確かなんだから、その中で少しでも悪わる足あ搔がきしたいじゃない!?

　私の瞳ひとみに映るのは、お花畑の中に置かれた丸椅い子すにとまっているハエ……。




　はっ、他の人の前世は!?

　私以外のみんなは学園長がどう見えてるんだろう？

「ねえ、おとねちゃんにはどう見えて……」

「ガッキーです」

　食くい気味で答えてきた。ガッキー……？

　芸能人には全然詳しくないけど、確か女優の……？

「あの、ガッキーってまだ生き……」

「が、ガッキーですっ!!　しかもデビュー直後のチョコレート菓子のＣＭの時のです！　キュートなダンスしてる時のやつですっ！」

　細かすぎた。前世のはずなのに要望がピンポイントだった。

　目に見えるものを振り払うかのように、頭を抱えてガタガタと震えているおとねちゃんの目には本当にガッキーが見えているのかな……？

「ねえねえ、そのガッキーはどんな服着てるの？」

「ふ、服ですか？　うーんと、裸ですね……。白っぽい模様があります」

　模様ですって……？　あの美女の裸体には実はそんな秘密が隠されて……!?

「それは興奮するね!!　私の目玉と交換してほしいくらいだよ！　で、何か喋しやべったりはしてるの？　それとも学園長の声しか聞こえてこないものなの？」

「ぷぅ～ん……って言ってます」

「えっ？」

「……ぷ、ぷぅ～んって音立てて飛んでます……」




　──ハエじゃん!!!!!!!!




「ち、違いますよ!?　ガッキーです！　彼女の口癖が確かぷぅ～ん……だったはずです！　決めゼリフ的なものだったはずですっ！」

「そんな変な口癖の子、どんなに顔が可愛かわいくても人気でないよ!?」

　なんだ、おとねちゃんも私と同じものが見えてるんじゃん！　前世ハエじゃん！　ハエ仲間じゃん!!

　……嫌な仲間だった。

　二人でわーわー騒いでいると、見かねた様子の星せい鎖さ先輩が歩み寄ってきた。

　……かと思えば無表情のまま、ぽーんとお花畑に向かってビミィを放ほうり投げる。

「りゅいっ!?」

　咄とつ嗟さにどうする事もできなかったのか、ビミィは身体からだごとお花畑の中に飛び込んでいく……はずが。

　扉に映し出されていたお花畑の風景は光と共に霧散し、そこには開け放たれた学園長室の重厚な扉があった。

　ビミィはその扉の中。真まっ赤かなカーペットが敷かれた豪ごう華か絢けん爛らんな部へ屋やに着地……墜落していた。

　さっきまでのリアルな光景はどういう仕組みなのか綺き麗れいさっぱり消失してしまっている。




「あまりこの子たちで遊ばないであげてください。学園長」




　怜れい悧りに、無感情に。

　女神はそれだけ言い放って、学園長室には入らずに踵きびすを返していった。

　リノリウムの床に響き渡る足音は、どこか足早で。ここから少しでも早く立ち去りたいという意思が感じ取れてしまう。

「星せい鎖さ、先輩……？」

　身内のはずの学園長先生に会っていかなくていいんだろうか、と思ってしまう。

　同じ学園内にいるんだからいつでも会えるのかもしれないけど、それにしたって……。

　お花畑から吹き寄せていた風もすっかり消えて、辺りは静寂に包まれていた。

「まぁ、星鎖があんな態度になる理由はすぐにわかるはずだりゅい……」

　ビミィが意味深なことを呟つぶやきながら、ふわふわと飛び上がった。それによって、学園長室の天てん井じようの高さがわかる。

　扉も十分すぎる程に大きかったけど、部へ屋やの中はそれ以上だった。

　部屋というより、空間……？

　何畳あるのかわからない程広大な場所。

　星のように輝きながら浮かび上がる球体タイプの光たちは、よく見ると学園内の映像を映し出していた。

　教室内や廊下はもちろん、部室や空き教室まで。

　流石さすがに個人の私室は映していないようだったので、ホッとすると同時にちょっとガッカリする。

「女の子の部屋を覗のぞき見みできる場所だったら、毎日ここに通い詰めるところだったよ！」

「生徒のプライバシーに関かかわると思われる映像には、自動的にモザイクがかかるシステムだりゅい」

「モザイク!?　それはそれで逆に興奮するね!?」

「へ、変態ですか……!?」

　おとねちゃんが完全に引いてしまっていた。

　いけないいけない、ちょっと飛ばしすぎたかな!?　少しずつ私のこの感じに慣れてもらわないとね……！

　ジワジワと、段々とアウトがセーフに感じてしまうように……ふふふ。

　私との距離を保ちながら、おとねちゃんも学園長室に足を踏み入れていた。

　それと同時に、バタンと大きな音を立てて扉が勝手に閉じる。

　それに合わせてかどうか、空中投影されていた光が収束するようにグルグルと空間を高速で周回し、やがて一つの場所で重なった。

　眩まばゆさに目を細めていると、その光が消えた場所に一人の青年が座っていた。

　無機質な流線型の机に片かた肘ひじを立てるようにして、笑え顔がおでこちらを窺うかがっている。

「と、とんでもないイケメンが座ってます……？　エルナ、離れてくださいっ。不自然に容姿の整った大人の男性というものは隙すきあらばイケナイお勉強を教えてこようとしてくるって本に載っていましたよ!?」

　おとねちゃんは一体どんな本を読んでいるんだろう……？

　今度詳しく聞いてみたいところだけど、今はその時ではないだろう。

　映像を投影した光は消え去り、壁の全面に設けられた窓から入ってくる夕焼けのオレンジだけが部へ屋やを照らしていた。

　それを暗いと感じたのか、独創的な形の椅い子すに腰かけている青年は指をパチリと鳴らす。

「指で!?　この部屋って指で照明がつくの!?　私もやってみたい！　へい!!　へい!!」

「エルナ、指でパッチンって音鳴らすのヘタクソすぎないかりゅい……？」

　綺き麗れいに指パッチンしているつもりだったけど、『かすっ！　かすっ!!』という掠かすれたような音しか鳴っていなかった。

　おかしいな、あれっあれっ……と苦心して挑戦していると、




「──やれやれ。星せい鎖さは反抗期が長いな。六歳の頃からずっとだ」




　青年が立ち上がり、こちらへ歩み寄りながら大げさな手振りで語りかけてきた。

　この声色、さっきのハエと同じ声……？　この人が、学園長だっていうの？

　おとねちゃんと顔を見合わせてしまう。

　学園長は星鎖先輩のおばあさんだと聞いていた。

　あるいは、このセキュリティからするとそれさえもダミーの情報だったのだろうか。












　それにしても、中学生かと思うような見た目をしているのに声はイケボ……どこかアンバランスさがある事が気になっていた。

「……六歳の頃からって、物心ついた頃からなので反抗期というよりは純粋に嫌われている可能性がありますよね？」

　おとねちゃんが核心を突くような発言をしてしまっていた。

　きっと悪気はないのだ、うん……。

　その言葉に反応してかどうか、青年はちょっとだけ困ったような表情になって、おとねちゃんへと一直線に向かう。

「えっ？　あの、あの……？」

　後ずさりするおとねちゃんを追うようにして、扉に背中を押し付けて逃げ場を失った彼女を摑つかまえるかのように壁にドンと手をついて言う。




「壁ドンっ!!　壁ドンっ!!　ドォ─────ンッッッッ!!!!　どうだ小娘よ!!　ときめいたか!?　ボクに身を任せたくなったか!?」




「はあ……？」

　壁に力強く手を押し付ける度に「壁ドンっ！」と叫び散らした青年は、なぜか満足げに不敵な笑えみを浮かべていた。

　おとねちゃんは身体からだに手は一切触れられていない事に安心しながらも、状況が吞のみ込こめずにただただ茫ぼう然ぜんとしている。

「学園長、壁ドンを間違って覚えていると思いますりゅい」

「げっ、やっぱりこの人学園長なんだ……」

　嫌そうに言った私の言葉にピクッと反応した学園長は、

「げっ……とはなんだドン!!　ボクが学園長だと何か問題あるのかドン!!　ビミィ先生、壁ドンはこういうものだとインターネットで見たのだドン!!　ボクは何かを間違ったことなどないのだドンッ!!」

　語尾に〝ドン〟と付けながら、その都度おとねちゃんを追い詰めるようなポーズで壁ドンを繰り返していた。

　なんだこの人……？

「おかしいわね……？　この姿にこの壁ドン、女子生徒はメロメロのはずなのに……」

　気のせいだろうか、そう小声で独りごちた口調が女性らしいそれだったような印象を受けるのは。

　とはいえ、妙に貫録があるのは事実だった。

　ぐぉっほん!!　とこれまた派手な咳せき払ばらいをしながら、壁から手を放し元いた場所へ戻っていく。

　椅い子すに腰かけるのかと思いきや、行儀悪く机に座って足を組んでしまう。

　全すべての行動が仰々しいのに、どこか現実味がないというか、存在が軽いような錯覚を覚えるのはなんでだろう……？

「それで、ボクに何か用事があるんだろう？　この学園のトップ!!　一番偉くて凄すごいこのボクにっ!!」

「なにこの人……？　無理」

「キミ、聞こえているぞっ!?　無理とはなんだ!?　この世に無理などということはないのだ！　あきらめたらそこで人生終了だぞ!?」

　学園長は自分の顎あごをたぷたぷといじりながら、どこかで聞いたようなセリフを言った。しかし、名言を吐いたようなドヤ顔をしている。

　──いや、やっぱり無理。

　おとねちゃんに同意を求めようと彼女の方を見やると、ぴしっと背筋を伸ばして直立の姿勢をとっていた。

　この人が学園長だってわかった途端の変わり身の早さったらわかりやすすぎない!?

　権力に弱ッ!?




「はい、藤ふじ白しろはあきらめませんっ！　バスケ、やりたいですっ!!」




　なんなのこのノリ？　私がついていけないって、置き去りにされるって相当だよ!?

　おとねちゃんは瞳ひとみをキラキラと輝かせて、〝学園長に絶対服従です！〟みたいな顔をしていた。

　今ならどんな理不尽な命令をされても従うんじゃないだろうか？

　……そう思ったらなんかちょっと興奮してきたのは私だけ？

　おとねちゃんが権力に屈してあんなことやこんなことをさせられてしまう空想に思いをはせながら、はっ！　と思い出す。




「そうだ！　私達たちはただ遊びに来たわけじゃなかったよ！　私もおとねちゃんみたいに学園長を尊敬してるフリしなきゃ！　本音を言えばちょっと近寄りたくないタイプの人だけど、我慢してゴマすっていかないと!!」

　創部申込書を取り出して、声に出して決意表明する。

「キミ、だから聞こえてるからなー!?　そして彼女のこの態度は尊敬しているフリだったのか!?　ちょっとだけ傷ついたぞ!?」

　学園長はすっかり自分に従順な生徒だと思い込んでいたらしいおとねちゃんを指さしてわなわなと震えている。

　おとねちゃんも演技がバレたと知るや否いなや、小さく舌打ちして、

「か、考えてみれば学園長が一生徒の内申点に関かかわるわけがないですよね。損をしました。まだ名前がバレていないので、何を言っても藤ふじ白しろに悪影響はないはずです。学園長、私の名前は一宮いちのみやエル～ナといいます！　舌打ちをして悪態をついたのは一宮エル～ナです！　趣味は学級崩壊に加担することです！」

　と、とんでもない事を言ってくれていた。

「名前ちょっと伸ばしてるけど、それってモデルが完全に私じゃない!?　しかも趣味の設定が完全におかしくない!?」





　趣味：学級崩壊






　全すべて妄想に過ぎないけれど、例えば、いつか私が結婚適齢期を迎え、そんな柄では絶対にないけれど、お見合いをしたとしよう。

「それじゃ、後はお若い二人に任せて……おほほ」

　妄想の中に、なぜか女装した赤あか間ま君が世話焼きおばさんの役として出演していた。

　演劇部のクセにセリフが棒ぼう読みで半笑いなのはなんでだろうなと思いながら、お見合いの舞台である料亭でお見合いの相手と二人きりの状況にされてしまう。

　気まずい静寂の中、個室に微かすかに響き渡るのは料亭の庭から聞こえてくる『カコーン』というししおどしの上品な音だけ。

　そうなったら、当然のように相手の男性はこう聞いてくるだろう。

「あの、エルナさんのご趣味は……？」

　そしたら、私は上品に口元を片手で隠しながら微笑ほほえんで答えるのだ。




「えっと……学級崩壊を少々……」




「そんなの絶対お見合い成功しないでしょ!?　素敵なご趣味ですね、って言われて健全な交際がスタートしたりはしないでしょ!?　婚期を逃して寂しい老後を過ごすことが確定しちゃうでしょ───!?」

　妄想の世界を脱出して、頭を抱えて叫んでしまった。

　学園長とビミィはもちろん、おとねちゃんまで『急にお見合いとか、何言ってるんだコイツ』みたいな顔で私を見つめている。

　いや、おとねちゃんだけはその顔したらダメでしょ……？

　全ての元凶でしょ!?

　勝手に妄想の世界を歩いてきたのは確かに私かもしれないけど！

　学級崩壊っていうワードからの妄想にしてはブっ飛びすぎているという自覚も多少はあるけども！

「……この部へ屋やにいる全員が全員、漏れなくおかしいりゅい……」

　ビミィに言われると反論したくなってしまうけど、確かにその通りかもしれなかった。

　壁ドンを異次元に勘違いしたイケボの学園長、権力に弱すぎる新入生、そして妄想でお見合いを繰り広げる千年に一人とまで言われた美少女……。

「エルナの自己評価の高さには、もうなんだか感心しそうになる瞬間があるりゅい」

　学園長は私の様子を不可解そのもの、という表情で眺めながらも、基本的にはにこやかに歓迎ムードを表してくれているようだった。

　ちょっと変な人ではあるけど、星せい鎖さ先輩やビミィが匂におわせたような〝積極的な関かかわりを避けたい人物〟という印象は感じられない。




　それにしても、これだけの個性の強さにもかかわらず、このなんともいえない存在感の欠如はなんなんだろう……？




　確かにそこにいるはずなのに、まるで本当はどこにもいない……みたいな。

　とにかく軽い気がするのだ。

「どうかしたかい？　ちなみにボクは恋人ができたら常に一緒にいたいタイプの男だ。トイレの中にも手を繫つないで入っていきたいタイプの愛情深い人間だ」




　──いや、重かった。とてつもなく重たすぎた。違う意味でだけど。




　とにかく、本来の目的を見失ってはいけない。

　みんなが協力してくれてようやく完成したこの創部申込書を手に、ここまで直訴しにきたんだから！

　おとねちゃんは空気を察してくれたのか、神妙な顔つきになって視線で応援してくれる。

　言葉なんてなくても、彼女がそこにいてくれるだけで背中を押されているようで救われる思いだった。

「どうやら何か言いたげだね？　話があるなら聞こうじゃないか。ただしボクもこう見えてそんなに暇ではないからね。三時間以内に短く、シンプルにまとめてくれよ？」

「わかりました！　必ずや三分以内に……って三時間ですか!?　大作映画を一本見るよりも長い時間だね!?　日が暮れるね!?」

　与えられた時間が膨大すぎた。暇を持て余していて話相手が欲しかったのかもしれない。学園長は尊大な態度をとりつつも、どこか嬉うれしそうにいそいそとお茶まで用意しようとしてくれている。

　流石さすがにそれは、とビミィが代わりにお茶の用意を始めている。

「なにっ、三時間でも足りないか？　じゃあ明日も時間をとるから朝六時からボクのところへ来てくれたまえ。仕方ないな、夜まで時間を空けておこう。授業？　そんなものは構わんさ!!」




「あの、暇すぎなんですか……？」

　明日も来るのかな？　とウキウキしているみたいなのはキュートだったけど、早朝から眠い目をこすって話したいような内容でもないのだ。

　私の緊張を解くために学園長なりのおちゃめな冗談を言っただけかと思いきや、すぐに端末を取り出してどこかに電話をかけて、

「ボクだ。明日の予定はすべてキャンセルしておいてくれ。ここ数年で最も楽しみな予定ができたのだ」

　と、明日も来るだなんてまだ一言も言っていないのに予定を空けてしまっていた。しかもここ最近なかったレベルで楽しみにしてるらしい……。どれだけ娯楽に乏しいの、学園長っていう仕事は……。

　呆あきれてしまいながら、「ふん！」と決意の吐息を鼻から吹き出す。




「私もこのミカグラ学園に入学して、楽しみなことができました。それを実現するために、仲間と一緒にここに来ました」




　おとねちゃんとビミィを促して、私の両脇に立ってもらう。

　仲間、と言われて気恥ずかしそうな顔をするおとねちゃんに、つい笑え顔がおが溢あふれてしまう。

「ほう、楽しみなこと！　ボクと会話をするのが学園に入っての楽しみとは！　ふふ、いいだろう。思う存分実現するといいぞ！」

「いいえ、違います。どちらかと言えばそれは楽しみというより苦しみに分類されます」

　おとねちゃんが食くい気味で即答してくれてた。

　言い過ぎだった。学園長、ちょっと落ち込んでた。

　このままいくとまた話が脇道どころかあらぬ方向へと逆走していきそうなので、たたみかけるようにして熱く喋しやべり続けることにする。

「ただ、まだその仲間の人数が足りなくて……。私の力不足です」

「そうかそうか、その足りない仲間にボクがなればいいということだな？　ボクの力が必要というわけだな？」

　学園長が自分の都合のいいように勝手な解釈をしているので、

「いいえ、全く違います。力が必要なのは確かですが、藤ふじ白しろたちが欲しいのは学園長の認印だけです。それを貰もらったら学園長はポイです……。え、エルナ!?　むごごごごっ!!」

　おとねちゃんが残酷な真実を突き付けてしまっていた。

　もう手遅れだと思いながら、慌てて両手で彼女の口を塞ふさぐ。

　学園長もアホではないようで、それを聞いて「おや……？」という表情を見せる。

　──マズイ!!

　今怒らせたら創部申込書を受け取ってもらうどころじゃなくなっちゃう……？

　こういう時にごまかすのは得意……じゃないけどこれまでの人生で何度も経験してきた事だよ！

　ごまかしてごまかして、ごまかしながらどうにかここまでやってきた人生だったよ！




　まずはごまかしたい相手の容姿を見る。

　性別や年齢によって、するべき対応が異なるのは当然のことなのだ！




『性別は男性……年齢は定さだかじゃないけど、イケボの青年に見える！』




　次に相手の性格を推測する。これは重要だ。相手の性格によって、ごまかし方も変わってくる。




『性格は……相当なバカ!!　女神の親類っていうのは何かの間違いとしか思えないレベルのバカ！』

「……ボクの事を憐あわれんだ目で見ている気がするのだが、何か失礼なことを考えていないかね!?」

　ジト目で見られてしまっていた。

　ごまかすどころか状況が悪化しているじゃないか！

　どうにかご機嫌をとろうと、肩でもお揉もみしましょうか、と手をニギニギしながら近寄ってみる。

「ま、待ちたまえ!!　あまりボクに近づいてはっ……」

　学園長はなぜか大量の汗をかいて取り乱している。

　……あれ？　でも確かに顔から汗がこぼれ落ちたはずなのに、床には水滴がついていない……？




「まあまあ、そんな事言わずに!!　一度落ち着いてリラックスしましょう！　ね!!」




　言いながら、学園長の肩にポンと手を置こうとする。

　けれど、

「うえっ!?」

　確かに寄りかかるようにして肩に置いたはずの手は何の物体にも触れることなく、学園長の身体からだがあるはずの場所をすり抜けて床に転んでしまった。

「あぁ……。だからボクに近づいてはいけないと言っただろう……」

　学園長は片手で目元を抑えるようにして溜ため息いきを吐ついている。その間も、私の身体は学園長をすり抜けるような形になっていた。

「エルナ!!　エルナの顔がちょうど学園長のその……よ、良くない部分をすり抜けて出てしまっていますよ!?　だ、だめです！　そこで首を振っては!!　おかしな感じになります!!」

「おとねちゃん、顔真まっ赤かにして何を言ってるの……？」

　不思議に思ってその場で首を動かし、上下左右を確認すると、

「学園長の股こ間かんから私の顔が飛び出してるように見えるよ!?　助けて!!　ビミィ私の頭を引っ張って!!」

「嫌だりゅい!!　なんか学園長の、その……良くないところに触れるようで気色悪いんだりゅい!!」

　学園長のちょうど股間部分から私の顔が「こんにちは!!」と登場している状態だった。

　どうしよう、どうしよう、と首をブルブル横に振るたびに、おとねちゃんが、

「や、やめてくださいっ！　不潔です！　良くないです！」

　と、あわあわと悲鳴を上げていた。

　私からはわからないけど、確かにおとねちゃんからこちらを見ると悲鳴を上げたくなる光景なんだろう……。

「ボクの身体には良くないところなどないぞ!?　傷つくからそれ以上はやめるんだ！　ボクが泣いてしまう前に、今すぐやめるんだ!!」

　泣いてしまう前に、とは言ってるけど既にちょっと泣いているみたいだった。

　大人なのに簡単に泣いていた。

　助けて、と喚わめいておいてあれだけど、別に動きを封じられたワケではない事を思い出してすっくと起き上がる。

　学園長の身体は、やはりどこも実体がなく透き通っていた。

「ほへー！　何これ何これ！　面白い」

「ボクの心臓がある辺りに手を突き刺すのはやめたまえ！　恐ろしい生徒だな!?」

　背後から学園長の胸元に勢いよく手を突き刺して、心臓を摑つかむ真ま似ねをして遊んでみる。

　それを見て自分も試してみたくなったのか、おとねちゃんもおずおずと遠慮がちに歩み寄ってきて、

「とうっ!!　えいっ!!」

「おいキミ、ボクの首をかき切るようにチョップをするのはやめたまえ！　お、往復チョップか!?　だんだん楽しくなってくるのはやめてくれたまえ!!」

　学園長……を名乗る〝その場に投影された映像〟は、涙目で反抗している。

　そう、これは映像だ。

　この部へ屋やの扉がそうだったように、現実と見み紛まがう程にリアルな映像。

　妙に存在感が希薄に感じたのは、そのせいだったのか。

　ビミィを見るとやっぱり最初から知っていたようで、深い深い溜ため息いきをついていた。




「それで、ボクに話があるんだろう？　聞こうじゃないか」




　学園長……らしい映像は、何事もなかったかのように椅い子すに座って足を組み、そう言ってのけていた。

　ここまで白々しいという言葉が似合う状況が他にあっただろうか……？

　映像ですが何か問題でも？　という態度でタバコを吹かすマネをしている学園長にイラつきながらおとねちゃんの方を見ると、彼女は部屋の隅っこ、ある一点を凝視していた。

「んん……？　上う手まくカモフラージュされてるけど、あそこに誰かいるよね……？」

　私の呟つぶやきに、おとねちゃんがこくこくと頷うなずいてくれた。

「オイラは何も知らないりゅい。あれが本当の学園長で、あそこでキーボードをカタカタと叩たたいてこの映像を動かして喋しやべらせているだなんて知らないんだりゅい……」

　ビミィがヘタクソな口笛をぴゅーぴゅー吹きながら、真実を語ってくれた。

「ビミィ君!!　そういう態度を取るとその姿から戻れなくなるぞ！」

　学園長が、ふぅ～っ！　とタバコの煙をビミィの顔に吹きかけるマネをしながら言った。

　タバコなんて吸っていないので、ただ「ふぅ～っ!!」と吐息を吹きつけただけになっていた。見た目が少し幼いこともあって、迫力はゼロだ。

　それなのにビミィはというと、

「わっぷっぷ!!　やめてくださいりゅい！　煙たいりゅい～！　げっほっほ！」

　とノッてあげていた。

「大人になるって、大変な事なんですね……。藤ふじ白しろも将来あれができるようになるでしょうか……？」

　おとねちゃんが妙な心配をしている。

　社会に出ての上下関係の過酷さというものに怯おびえてしまったらしい。

　私も、ビミィのこんな卑屈な姿は見たくなかったよ……。

　それはそれとして、今注目すべきは大人の厳しさなんかじゃなく、ビミィが吐露してくれたように部へ屋やの隅っこに隠れるようにして激しいスピードでキーボードを打だ鍵けんし続けている人物だ。

　こちらに背を向けてはいるけれど、その後ろ姿はどう見ても……。




「お婆ばあさん……だよね？　じゃあ、あれが星せい鎖さ先輩のお祖ば母あ様で、このミカグラ学園の学園長……？」




「……そういうことになるわ。星鎖がお世話になっているみたいだね。どうだい、あの子は可愛かわいいだろう？　あたしによく似てさ」

　こちらに正体が割れても映像が代わりに喋しやべるというスタンスは変えるつもりがないようで、お婆さんは黙ったままこちらを振り向くこともなく、キーボードを打ち込み続けていた。




　投影されたイケメンの口調が唐突に変わったわけで、こちら側としては違和感しかない。

「なんかオネエっぽい喋り方になりましたね……？」

　おとねちゃんがぼそっと呟つぶやく声に反応したのか、お婆さん……学園長本体の手が激しくキーボードへ叩たたきつけられる。

　それに呼応するように、映像が〝ガタッ！〟という音を立てて憤いきどおるように椅い子すから立ち上がっていた。

「それだけの動きをするためにあんなに激しいタイピングが必要なの!?　それ欠陥品じゃない!?　普通に喋った方が明らかに早くない!?」

　思わず学園長本体の方を向いて突っ込みを入れてしまう。

「キミ、話すときは相手の顔を見ながら話しなさい！　失礼じゃないか！」

　そう言ってくるのは映像の方だ。

　いやいや、それはこっちのセリフだよ!?　学園長、私に背中向けちゃってますし！　イケメンの顔を見ながら話そうにも、これが映像だってわかった後だからなんだかやりにくいし！

「エルナ、学園長の言うことは正しいりゅい！　相手の目を見て話さないと何も伝わらないりゅいよ」

　ビミィが目をそらしながら言っていた。

「そうですよっ。学園長先生のおっしゃる事はすべて正義なのです。全すべての民は学園長の前にひれ伏すのです」

　おとねちゃんは変なモードに入ってしまっている。

　この子が将来おかしな道に進まないか心配になってきたよ……？

「ふんっ、そっちの二人はなかなかよくわかっているじゃないか！　よしよし、飴あめ玉だまをあげようね」

　映像の彼が喋しやべり、学園長本体が背中を向けたままこっちへと飴を放ほうり投げている。

「映像がイケメンなのに、やることなすこと全すべてお婆ばあさんだからなんかもう……」

　拾い上げた飴がハッカ味である事に不満そうなおとねちゃんがビミィの口に無理やり飴をねじこんでいるのを横目に見ながら、あきらめ半分にこの微妙な感情の行き場を探す。

　星せい鎖さ先輩と似ているどころかかけ離れているようなおかしな人だけど、それでも学園長である事はどうやら間違いないのだ。




　だとしたら、私のやるべきことは一つしかなかった。




　部へ屋やの隅にいる学園長本体ではなく、投影された映像の前に立つ。

　背筋を伸ばして、まっすぐに前を見据えて。

　映像の彼はしばらく探るような目つきをしていたけれど、黙って耳を傾けてくれるようだった。

　ビミィもおとねちゃんも、いよいよという雰囲気を感じとったのか真剣な顔つきになっている……というのは気のせいで、ビミィはハッカ味の飴が苦手なのか苦く悶もんの表情を浮かべていて、おとねちゃんはそれを見て笑いをこらえていた。

　緊張感のカケラもないなぁ……けど、これが私たちの自然体だよね、と思い直して私も肩の力を抜くことにした。




「私は……私達たちは、新しい部を創部したいと思っています！　ただ、それには人数が……どうしても、時間も足りなくて」




「なるほどね。それで直じか談だん判ぱんしにきたってわけ。確かに、あたしにはそれを認める権限がある」

　静せい謐ひつに張りつめた部屋の中に、キーボードのタイプ音と優しい声だけが響き渡っていた。

「ならっ……！　藤ふじ白しろ達の創部を認めてもらえますか……？」

　力強く一歩踏み込むようにして、おとねちゃんが悲痛に叫ぶように言った。

　……おとねちゃんが私と創る部に、いつの間にかここまで思い入れを持ってくれていた事に感動してしまう。

　心のどこかで、無理して誘ってしまったのではないか、まだおとねちゃんには躊躇ためらいがあるんじゃないかって思ってた。

　でも、そんなことを考えること自体、失礼だったのかもしれないな。




「ふむ……。で、一体どんな部にしたいんだい？　既にミカグラ学園には無数の部活が存在している。そのどれかに所属するんじゃだめなのかい？　既存の場所に馴な染じめないから友達同士で新しい部を創って逃げ込む……もしもそんな理由なら、あたしは認可する気はないんだ」




　投影された映像は、わざと突き放すような言い回しで……でも、決して冷たいわけではない。私たちの事を思いやって言ってくれているであろう表現で指摘してくれた。

　言われて、考え………ううん、考える時間なんてまるで不要だった。

　逃避なんかじゃないって言い切れるもん。

　既存の部じゃダメなんだ。

　最初から、一歩目から創り上げる私達たちの部だから、どうしてもやりたいんだ！




「エルナ、びしっと言ってやってください！　私達の部活の名前を！　高らかに宣言してやってください！」




　おとねちゃんが、ピッと親指を立ててＧＯサインを出してくれる。

　ビミィはなぜか敬礼してキメ顔をしていた。腹立つわ……。

　今そんな場面じゃないから殴らないけど、我慢するけど、どうにかしてやりたいわ……！

　大きく息を吸い込んで、創部申込書を映像の彼の眼前で自信満々に広げる。




「その名も……エルナちゃんをちやほやしちゃえ部ですっっっっ─────!!!!」




　決まった……。

　完全に決まった……この斬ざん新しんさ、類たぐい稀まれなオリジナリティはさすがの学園長も一発でノックアウトっ……！




　認めざるをえない……。

　特例扱いでの創部……！

　ざわ……！　ざわ……！




　シーンと静まり返る部へ屋やで、私はただ勝利の余韻に浸ひたっていた。




　この感情の名は、きっと達成感というモノだろうか……？　お酒を飲んだこともないのに「酔うとはこういう事か」と実感してしまったりしている。

　あとは、ただ学園長が感涙し「どうか認印を押させてくだせえ!!　そして部費は例外的に高額のポイントを支給させてくだせえ！」と首こうべを垂れるのを待つだけだった。




「──何そのワケわかんないの？　絶対ダメでしょ」




　うんうん、そうだろうそうだろう！　創部を認め……えっ!?




「え。ああ！　すぐに創部を認めない生徒会がダメってことですね!?　まあまあ、彼らも偉大な学園長から見たらまだ子供！　判断を間違うこともありますよ！　この部の凄すごみや可能性がわからないひよっこってことですよー！」

　またまたご冗談を、というように映像の彼の頭をぽんぽんと叩たたこうとする。もちろん、その行動はスカッと外れて手が頭にめり込むようにしてグロい光景になってしまっていた。

「違う違う、そういうのじゃなくて。なんですっけ？　エルナちゃんをちやほやしちゃえ部……？　あのね、ミカグラ学園は文化部のみ存在を認めているの。その部に何の文化があるの？　そもそも、コンセプトというものが伝わってこな……あら？」

　途中まで言いかけて、唐突に言葉を止める。

「……う？」

　結構ガチなお説教に驚いて首をすくめながら、部屋の隅にいる学園長をチラ見する。

　学園長はキーボードの前から離れ、壁に掛けられた一枚の肖像画の下に引き寄せられるように移動していた。

　後ろ姿しか見せなかった学園長の素顔は、優しそうな普通のお婆ばあさんだった。

　姿形に星せい鎖さ先輩の面影はどこにも見えない。

　腰が曲がっているせいかとても小さく見える。

　……けど、優しそうな瞳ひとみだけは、とてもよく似ていると思った。

「エルナ、あれなら勝てますっ！　い、今なら認印を奪取して学園長を亡き者にできますよ!?」

「おとねちゃん、すごい発想するりゅいね!?　まさかの発言にオイラはちょっと怖くなってしまったりゅい！」

「じ、冗談ですよ。シャレの通じない、生徒のことを信頼できない、遊び心も余裕もない先生は生徒から嫌われますよ？　あ、もしかしてもう嫌われてる感じでしたか？」

「おとねちゃん、怖いりゅい……」

　まだビミィに対しては人見知りが発動してしまうことがあるのか、黒おとねちゃんがひょっこりと顔をのぞかせてしまっていた。

　どうせまた後で一人で泣きながら反省するんだろうな……。

　おとねちゃんの暴言にさすがの学園長も怒り狂っているかな、と思いきや、こちらのやり取りなどまるで聞いていなかったようで感慨深げに肖像画を眺め続けていた。

　そして、うんうん、と深く頷うなずく。




「よく見えないね……」

　映像の彼がそう言うと、学園長がメガネを取り出してかけていた。

「今まで見えてなかったの!?　やたら肖像画を凝視してると思ったら、見えないから目を細めたりして工夫してるだけだったよ!?」

「そして、学園長本体がメガネをかけたら映像の彼も同時にメガネをかけましたよ……？　げ、芸が細かいです」

　学園長とシンクロするように、すちゃっとメガネを華麗に取り出してかける彼を見て、おとねちゃんが感心している。

「学園長が老ろう眼がん鏡きようだからって、お揃そろいにするのはどうかと思うけどりゅい……」

　ビミィの言う通り、よく見ると老眼鏡をかけていた。イケメンがなぜ……？

　実にシュールだった。

　それにしても、徹底して自分では声を発さないつもりだろうか。

　声にコンプレックスでもあるんだろうか。

　めっちゃ声が高かったりするんだろうか。

　いや、もしかしたら喋しやべると容姿からは想像できないくらいテンションが高くなっちゃったりするのかもしれない。




「ミカグラ学園の学園長で──────す!!　フゥ!!　よろ！　しくよろ！　オゥフ！　ドゥフフ!!　さんきゅー！」




　そんなノリで、拳こぶしを突き出してきてゴツンと合わせあう外国人っぽい挨あい拶さつを強要してきたりするのかもしれない。

　合わせるのにっ！　私頑張ってそのノリに合わせるのに！　「ＹＯ！　ＹＯ！」とか突然ラップ合戦がはじまったとしてもそこは上う手まいこと対応していくのに！　バカそうなヤツは大体友達なのに！

「そ、そんな学園長は嫌です……。登校拒否になりそうです……」

　うん、私も嫌だけどね。

　おとねちゃんの心底嫌そうな声に、心の中で同調する。




「先生、創部申込書をここに」




　映像の彼が、ビミィに向かって言った。

　そういえばビミィって先生だったっけ……。

　私の専任講師っていうポジションだったっけ……？

　こっそり『マスコット気取りモンスター』というあだ名をつけていたからすっかり忘れていた。

「そんなあだ名つけられてたりゅい!?　ビミィっていう呼び名より大分長いね!?」

　憤慨しながら、私の手にある申込書を奪うように取って学園長の下へと運んでいく。

　ツッコんだりパシらされたり忙しそうだった。

　大変だな、ビミィも。

「エルナの担当になった時点で、ミカグラ学園がまるでブラック企業みたいに変化したような気がするりゅい……」

　そんなことはないよ。ホワイトだ。

　純白だ。

　女の子の下着は純白が一番だ。（関係ない）

　学園長が、ビミィから受け取った創部申込書を一いち瞥べつする。

　そして、恐らくこの部へ屋やに入ってから初めてだろう、こちらを向いて私と目を合わせてくれた。

　やっぱり、星せい鎖さ先輩に瞳ひとみの色が似てるな……。

　ぼんやりとそんな事を考えていると、




「一宮いちのみや……。そう、あなたが……。星鎖が私のところに連れてきた理由がわかった気がするわ」




　学園長……のセリフを、また映像の彼が口にしていた。

　せっかくシリアスっぽい事を言っているのにそう聞こえなくなるので、いい加減普通に喋しやべってはくれないかと要求したいんだけど、きっとその願いは叶かなわないんだろうなとあきらめて、続く言葉をおとなしく待つことにした。

「ここに飾られている肖像画に見覚えはないかしら？」

　イケボで「かしら？」とか言われても困るんだけど、それは我慢する。

　学園長に瞳ひとみで促されて、肖像画の下まで歩いていった。

　後ろには、おとねちゃんもおずおずとついてきている。

「わあ、綺き麗れいな人……。はっ！　もしかして若かりし頃の学園長とかですか!?　ず、随分と変形しましたね……じゃない、変化球的な年の重ね方をしましたね!?」

「エルナ、違うと思いますよ！　もし藤ふじ白しろもお婆ばあさんになったらこうも変わってしまうのなら、早い段階で自らの人生に終止符を打ちます！　あっ、〝終止符を打つ〟って言葉、生きている間に一度は使ってみたいな、言えたらもう悔いはないかもと思っていたんです！　でも言ってみたら悔いはかなりありますね!?　どうしましょう」

「知らないりゅい……」

　自分たちの事ながら言いたい放題だった。すぐに部へ屋やを追い出されても文句は言えない。

　でも学園長は怒った様子もなく、淡々と次の言葉を紡ごうとしていた。

「ねぇビミィ、もしかして耳もちょっと悪いのかな……？」

「しっ、もう黙るりゅい！」

　もう一度、肖像画をじっくりと見つめてみた。

　確かに、既視感がある気がした。

　なにしろ、私は一度みた可愛かわいい子は忘れないのだ。

　きっと、どこかで会っているに違いないのだ。















「ここに飾られている肖像画に描かれているのはね、あなたの……一宮いちのみやのご先祖。このミカグラ学園の敷地に結界を張った人物なの」

　学園長は、肖像画に描かれている少女の髪を撫なでるように絵に手を這はわせて言った。

「エルナの……ご先祖様ですか？」

　おとねちゃんが、しきりに私の顔と見比べている。

「品の良さが違いませんか。大きな隔たりがありませんか。藤ふじ白しろが見るに、ジャンプして飛び越えようとしたら思いのほか溝が大きすぎて落下してしまう程度の間隔がありますよ？」

　言われて、つい照れ笑いしながらおとねちゃんの背中をばんばん叩たたく。

「もー！　そんなに褒められたら恥ずかしいよ。私ってそんなに上品かな？　そんなに姫っぽいかな？　私という存在を漢字二文字で表現するなら〝上品〟かな!?」

「エルナを漢字二文字で表現したら〝爆弾〟だりゅい」

　まさかの危険物ッ……!?

　免許がないと取り扱っちゃいけないタイプのやつですか!?

　ちっちっちっ、とおとねちゃんが顔の前で指を横に振り、真顔で肖像画を指さす。

「とても品があります。姫っぽいです」

　そしてその指を今度は私に向けて言う。当然真顔のままでだ。

「まるで品がないです。そして賊っぽいです」

「賊!?　海賊とか山賊のヤツ!?　おとねちゃん、私のことそんな風に見てたなんてっ……」

　私が割とがっつりとショックを受けていると、流石さすがに言い過ぎたと思ってくれたのか言葉を探しながら、

「ぞ、ぞくと言ってもそっちの〝賊〟じゃなかったです！　〝族〟でした！　か、家族とかのやつですよ!?」

　慌ててフォローを入れてくれた。

　お、おとねちゃんっ……!!

　私のことをそこまで思ってくれていたなんて。

　そうだよね、共に寝袋で寝た仲だもんね！

　ジーンと来て、思わず目め尻じりを拭ぬぐってしまう。

「〝族〟……蛮族とか暴走族とかのやつでもあるりゅい」

「ビミィは黙ってて。できれば息もしないで」

「それ死んでしまうりゅい!?」

　せっかく人が感動してるというのに、空気の読めないやつだ。

　それにしても、と肖像画に描かれた少女と目線を合わせてみる。

　両親が住む自宅にも、絶対にこんな肖像画や写真はなかったと思う。

　もしあったら、自分のご先祖様に萌もえるという『先祖萌え』というジャンルに目覚めていたはずだ。

　もちろん祖母達たちの住む田舎いなかでも見かけた記憶はなかった。




「でも、なんでだろ？　確かにどこかで……見た、というよりは実際に会ったような気がする。いつか、どこかで」




　とても不可思議で、言葉ではどうにも説明しにくい感覚。でも、その手の温ぬくもりさえ、私は知っていると思った。

「あっ、そうか！　ひみちゃんとの単発対抗戦の時。扉にお札が貼はり巡らされた部へ屋やの中で……！」

　暗転する意識の中、確かに私に手を差し伸べてくれた少女がいた。

　この肖像画に描かれているのは、彼女だ。




　──あの時能力に目覚めるきっかけを与えてくれたのは、私のご先祖様だった……？




「ひゃあああああ！　先祖萌え！　学園長、今すぐそのパソコンを貸してくださいな！　イラスト投稿サイトや小説家になっちゃおうよ的なサイトにいって『先祖萌え』タグをクリックするという大切な使命が！　私にはできてしまいましたので!!　今夜は眠れそうにないや！」

「早速爆弾に火がついたりゅい……」

　ふらふらと夢遊病のように学園長のパソコンを目指しながら、ふと気が付く。

　あれ、でもこの学園に結界を張ったのは巫み女こさんって聞いた事があったような。

　でも、肖像画の彼女も、あの時会った少女も巫女服なんて着ていない。

　ちぇっ、と舌打ちしてしまう。

「なんだよもー！　もったいないわー！　巫女さんが巫女服着てなくてどうするの!?　本来着ているべきものを着ていないんだから恥ずかしいことなんだよ？　言ってみれば、裸で肖像画に描かれているのと変わらないんだよ!?　そう思うとちょっと興奮してきたよ!?　それはそれでアリかもって気持ちが傾いてきたよね!?」

　私の興奮しきった発言を聞き終えてから、学園長は大きな溜ため息いきをついて、

「一宮いちのみや……そう、あなたが……。ハァ……」

　あからさまに落胆の色を滲にじませていた。

　わかりやすいくらいに肩を落としている。

　さっきと全く同じセリフを言われた気がするけど、さっきとはまるで異なる感情で言われているようだ。

　完全にガッカリされてるよ!?　「コイツが一宮いちのみやの末まつ裔えいなの？　マジすか」みたいな空気を全身でガンガン浴びているよ!?　空気抵抗凄すごいよ!?　吹き飛ばされそうだよ!?

　でも、足を踏ん張るようにしながら。

　学園長と隣り合わせになって肖像画を見上げている今、もう一度だけちゃんと言おうと思った。

　頭の中をフル回転させる。

「さっきの『エルナちゃんをちやほやしちゃえ部』というのは仮の名前なんです。ほんの冗談だったんです。出来心だったんです！」

　突如真しん摯しな態度で喋しやべる私を見て、おとねちゃんとビミィが「そうなの!?」という顔をしている。




「そう……。それで、あなたたちの本当に創りたい部って？」




　学園長……本人が、再びこちらを向いてくれていた。

　その背後には、映像の彼が守護霊のように笑え顔がおで立ち尽くしている。

　その彼の表情が、学園長の今の感情を、本心を表しているのかもしれないな、と小さな期待を込めて叫ぶように言う。




「エルナちゃんをちやほやしちゃえ部……略して、〝放課後楽園部〟です!!!!!!」




「どこをどう略したらそうなるんだりゅい……？」

　おとねちゃんが入ってくれると言ってくれた瞬間から、ずっと暖めてきた部の名前。

　なんだか気恥ずかしくて創部申込書に書くことは最後までできなかったけれど。

「放課後にみんなで集まって、楽園みたいな場所を一緒に創り上げて共有する。一人一人を楽曲だとしたら、その音楽が連なりあって、全体として一つの組曲になるように。……そう。放課後楽園部は──『ミカグラ学園組曲』を奏かなでるための部です!!」

　思いの丈を、ぶちまけた。

　おとねちゃんにもこんなコンセプトは話していなかったから、大きな瞳ひとみをぱちくりさせて驚いている。

　ビミィも目を見張っているようだった。

「……違う意味で、爆弾を爆発させたようだりゅいね」

　そう言って、ウインクしようとしていた。

　できないのに無理しているのか、両目をバッチリつむってしまっていて全然ウインクになっていなかったけれど。

「は！　藤ふじ白しろは気づいてしまいました！　放課後楽園部の〝楽園〟は〝楽縁〟として出会いを……縁を楽しむという意味も内包していて、〝楽円〟として輪をつくって互いに成長しあうという意味合いもあるんですね!?」

「えっ、う、うん……？　そうかも……？」

　そんな事までは全く考えていなかったけど、おとねちゃんが感動してくれているようだったから黙って受け入れることにする。

　奥深そうに見える方がカッコいいからね、はい。

　学園長はしばらく私の瞳ひとみの奥にあるものを確認するかのようにじっと見つめていた。

　やっぱりダメかな……？

　バクン……バクンと、自分の心臓の音が跳ねるように鳴っているのがわかる。

　全すべてが見透かされているような錯覚すら覚える。

　……でも、見透かされたとして、見通されたとして。

　そこにあるのは、創部への確かな想おもいのはずだった。

　何も困ることなんてない。




　……どれだけの時間、そうしていただろう。

　おとねちゃんも、息をのんで成り行きを見守ってくれていた。

　一人じゃない。二人だ。

　……あ、忘れかけてたけどビミィもいた。二人と一匹だ。

　それは、ほんの一瞬だったのかもしれない。

　長く感じただけで、一呼吸ほどの僅わずかな時間しか経たっていなかったのかもしれない。

　学園長は、ほぅ、と息を吐いてから、無言のままで創部申込書の……その一部分を、書き換えていた。

　そして、書き終えると同時に懐ふところから認印を取り出したかと思うと、ペッタンとあっさりそれを押してくれた。

「星せい鎖さから、この子をよろしくとあたしにメッセージが届いたんだ。あの子が頼み事をするなんて、明日は雪でも降るのかね？」

　映像の彼にそう喋しやべらせながら、学園長が創部を許諾するハンコを押した申込書を見せてくれる。

「学園長が書き換えていたのは……部の名称、りゅいね」

　元々書かれていた『エルナちゃんをちやほやしちゃえ部』に×印がつけられ、代わりにそこには達筆な文字で確かにこう書かれていた。




『放課後楽園部』




　あまりのことにすぐにおとねちゃんと顔を見合わせて、喜びを爆発させる。

「やったあああああああああああっっ!!　おとねちゃん、これで寝袋卒業だよっ!!」

「よ、喜ぶのはそこですか？　でも……うん！　嬉うれしいですっ」

　抱き合って喜ぶだけではこの感情の爆発は収まらずに、おとねちゃんの腰のあたりを持ってブンブンと回転して振り回す。

「わーい……うえっ。最高です……おえっ」

「エ、エルナ！　おとねちゃんが目に見えて酔ってるりゅいよ!?　吐きかけてるようにしか見えないよ!?」

「違うよ！　おとねちゃんはね〝わーい！　上へっ！　更なる上へっ！　最高です！　オーイエーッ！〟って言ってるんだよ？　歓喜の雄叫おたけびをあげているんだよ？」

　全くわかってないな。

　こんなにテンションが上がってる時に酔うなんてありえないじゃないか。

　ビミィの言葉は軽く聞き流して、回転速度をどんどん増していく。

　おとねちゃんの口元も緩んでいるみたいだ。

　今にも昇天しそうです、という至福の表情に違いない。

　うんうん、私にはわかるよ！

「あくまでも人数が揃そろうまでは仮に創部を認めるということだからね。喜ぶのは先にとっておくといい。まだスタート地点を発見しただけに過ぎない。その場所に辿たどりつけてもいないんだよ」

　釘くぎを刺すように言われてしまうけれど、スタート地点を設置してもらえて、走り出すのを認められた、というだけで喜ぶ理由としてはこの上なく大きかった。

「女神……星せい鎖さ先輩、ありがとうございますっ！」

　あとでお礼のメッセージを送ろう。

　んにゃ、それじゃ気持ちが伝わらない！

　長文になりすぎて超大作のメッセージになってしまいかねない。

　直接会ってお礼を言おう！　そう心に誓った。

「うっ……エルナ……そろそろ止めてもらっても……ぶえっ……いいでしょうか……？」

「おっと、ごめんごめん！　気分よく回しすぎてたよー！」

　おとねちゃんをグルグル振り回し続けて、最後はもうジャイアントスイング状態になっていたのをようやく止める。

　ヨタヨタと覚おぼ束つかない足取りで部へ屋やを出ていったけど、どうしたのかな……？　あ、喜びの表情をあんまり見せたくないとかかな!?　恥ずかしがりやさんなんだから、もう～！

「おぇっ……うおぇ～っ!!」

　部へ屋やの外から、嗚咽おえつのような声が聞こえてきた。

「うんうん、号泣だね……？　抑えきれない想おもいを存分に吐き出しているところだね？　わかるわかる。泣き出したいくらいだもんね、気持ちは私も同じだよっ」

「絶対違うと思うりゅい。どう聞いてもこれは想いを吐き出すというよりは別の何かを吐いて……」

　ビミィが喋しやべっている途中で、それを止めるようにおとねちゃんが戻ってきた。

　顔色が真まっ青さおだった。

　人は感極まるとこうなるのか……エルナちゃんひとつお利口になったよ☆

「先生、それ以上何か言ったらセクハラ教師という濡ぬれ衣ぎぬを着せてこの学園から追放しますよ」

「おとねちゃんを思ってのことなのに脅迫を受けたりゅい!?」

　理不尽だ……とビミィが落ち込んでいるのを横目に、まだ多少ふらつきながら歩み寄ってくる。

「藤ふじ白しろは、藤白は……創部が決まったエルナの喜びに水を差したくないのです……」

　言いながら、ふんわりとした笑え顔がおを向けてくれた。

　水を差すとか、何のことを言っているのかサッパリだったけど私を気づかってくれているらしいのが嬉うれしかった。

　今度は振り回すことなく、ただ彼女の両手を握って喜びをわかちあった。

　おとねちゃんと向き合うことで、またじんわりと実感が湧わいてくる。

　それを微笑ほほえましそうに見守りながら、学園長は再び部屋の隅に隠れるように座り込んでしまう。

「よっこらせ」

　!?!?!?

　今喋ったよ!?　学園長本人が声を出したよ!?

　至って普通のお婆ばあさんの声だったよ!?　ノーマル婆さんだったよ!?

　一般的婆さんボイスだったよ!?　全国のご老人を集めて声の平均値をとったらコレ！　みたいななんの特徴もない、無個性な平均点婆さんだったよ!?

　……学園長は声を発したつもりがないようで、何事もなかったかのようにキーボードをカタカタと打ち映像のイケメンを動かしている。

「部屋の隅、落ち着くんでしょうか……？」

　おとねちゃんがどこか心配そうに呟つぶやく。

　老人の引きこもりっていうのもあるのかな……？

　その姿を隠すように、遮るような場所に立った映像の男は、その姿が学園長である、という設定を今更思い出したのか、

「ボクは星せい鎖さに勝手な期待を抱いて、色々なものを押し付けようとしていたんだ。そこの先生まで監視役のようにひっ付けて、ね」

　口調を唐突に戻しながら、ビミィを指すように顎あごをしゃくってみせた。

「りゅい……」

　ビミィはどこか気まずそうに俯うつむいている。

　私の前に星鎖先輩の専任講師を務めていたというのは聞いていたけれど、学園長命令だったというのは初耳だった。

「星鎖はね、ずっとああではなかったんだ」

　それは、悲しくてもどかしい話だった。

　星鎖先輩が無邪気な女の子だった過去の話。〝今の先輩〟しか知らない私にとっては、絵空事のようで……。

　ファンタジーのようでさえあって。

　ただ、星鎖先輩のことを話す彼の……学園長のその声は、慈愛に満みち溢あふれていた。

　きっと先輩を傷つけるつもりなど、どこにもなかったのだろう。

　いつだったか、お母かあさんが私に話してくれたことを思い出す。




「あのね、身内に期待しない人間なんていないの。どんな家庭だって、規模の違いこそあれきっとそれは同じ。あっ、エルナには全く期待してないけどね!?　お母さんのケーキを勝手に食べた日から何の期待も抱いてないけどねっ!?」

「お母さん、根に持ちすぎでしょ……？　ごめん……」




　思い出したはいいものの、何の参考にもならなかった。

　ウチは例外すぎた。思い出さなきゃよかった！

　ただ、学園長が星鎖先輩に抱いていた想おもいは、理解できる気がした。

　何か言わなくちゃ、と思いながら、言葉に詰まってしまう。

　それはおとねちゃんも同じみたいだった。

「ただね、あの子は変わった。それはきっと、キミに出会ってから。キミが入学して、星鎖の傍そばにいるようになってからだよ」

　その前なら、ボクにメッセージを送ってくるなんていう事も、ここに顔を出すような事も考えられなかったのだから、と付け加えて。

「そんな、私は何もしてない……」

　私はただ星鎖先輩を女神だなんて勝手に崇あがめて、まとわりついていただけだ。

　邪魔に思われることはあっても、学園長の言うような影響を与えているだなんて考えられなかった。




　その私の言葉を柔らかく否定するように、学園長は……学園長とリンクする映像の彼は、微笑ほほえんだ。




「星せい鎖さの心を動かせるとしたら、きっとキミのような子なんだろうと思う。あの子のこと、頼んだよ。よかったら、傍そばにいてあげてくれ。傍に居続けてあげてくれ。……ボクができなかった事を、キミに託したい」




　それは、優しくて悲しい言葉だと思った。

　現在の先輩と学園長の距離が、私には想像できないくらいに離れてしまっていることを表しているのだと。

　一歩ずつ歩み寄る程度では、到底届かない長い距離があるのだと。

　元には、戻れないのかな？

　そんなのって……あんまりだよ。

「私に先輩の心を動かすなんて、大それたことができるとは思いません。でも、もしも。もしもそれが叶かなったとして……あなたも、学園長も、星鎖先輩の傍かたわらにいてあげて欲しいです。できなかった、だなんて過去形にせずに。託すだなんて情けない事を言わずにです」

　だって、学園長は先輩の家族なのだから。どんなに線が離れたとしても、決して切れることはないのだから。

　どこかで、必ず繫つながっているはずなのだから。

「キミは、面白い子だな。星鎖が気に入るのもわかる気がするよ」

　映像の彼は、涙を流していた。

　学園長本人は部へ屋やの隅で俯うつむいているからその様子を窺うかがう事はできない。

　けど、きっと同じように……。

　私は、その涙を肯定の返事と受け止めた。




「──でも、あれですよね!?　傍にいてあげてって頼まれたということは、先輩をもらってくれって意味ですもんね!?　私の好きにしていいってことですもんね!?」




　全すべてが、上う手まく繫がっていけばいい。

　ひとつひとつのメロディが連なりあって、愉快な学園組曲が完成するように。

　それには、まず音を鳴らすところからだ。

　最初の一音は、際限なく明るい音がいいだろう。

　悲しい音から始まる物語なんて、柄じゃないもんね。




　そして、そんなかっこいいっぽい事ばかり口にするのも柄じゃない。

　なんか全身がかゆくなってくるのだ。

「それには、まず音を鳴らすところからだ……。最初の一音は、際限なく明るい音がいいだろう……きりっ！」

「おとねちゃん、ディスりすぎでしょ!?　そして心が読めるの？　読心術の使い手なの？　ちなみに私の中学生の時の担任（口癖：四捨五入というシステムは世界の敵である）は独身術の使い手だったよ!?」

「エルナは思ってることがわかりやすく顔に出るんですよ」

　なるほど……。いや、それにしても一字一句顔に浮かび上がりでもしないとそこまで細かくわからなくない!?

　こわい、私こわいです!!

「まったく！　まったくです!!　ふんっ！」

　おとねちゃんは私の事をからかいながらも、ちょっとだけふくれっ面でジト目になっていた。

　他人のことは言えないよ。

　おとねちゃんこそ、感情が顔に出るタイプでしょう……？

「もしかして、星せい鎖さ先輩と私の関係に……嫉しつ妬と？　まさかだけどやきもち的な？　的な的なっ!?」

　ウザい絡からみ方で聞いてみるけど、むすっとしちゃって何も答えてはくれなかった。

　ぷーっと膨れたほっぺたを指でつついて強制的に空気を放出させてあげる。

　けど、その度におとねちゃんは頰ほおを膨らませなおすというループだった。

　ひみちゃんの時も思ったけど、なにこの楽しすぎる遊び。

　殿様がやるやつだ。権力を握った偉い人がやるタイプのやつだよ！

「冗談です。藤ふじ白しろは冗談のプロなのでまんまと騙だまされたようですね。冗談のゴールド免許所持者ですので、素人しろうとにはそうそう見抜けないですよ」

　冗談のゴールド免許ってなんだろう……？

　教習所に通うんだろうか……？




『正しい冗談の言い方』




　みたいな教科書が配られ、教習を受けた後は「じゃあ実際に冗談を言ってみましょうか」みたいに言われて実践テストが行われるんだろうか。

　合格か不合格かは誰が決めるんだろうか。

　冗談の通じなそうな教官にあたったらどうするんだろうか。

「そんなのは冗談じゃない！　お前、そんなんで運転して死にてぇのか!?」

　みたいに怒られるんだろうか。

　教官、それはちょっと運転と冗談がごっちゃになってはいないだろうか。

　そしてこの妄想のゴールは一体どこだろうか……。

　私が妄想ワールドにトリップしていることなど知らないおとねちゃんは、小首を傾かしげて不思議そうな顔をしていた。




「星せい鎖さはエルナに出会って、確かに変わりつつあるりゅい。ただ、彼女と対等のステージに上がらないと……その心は揺らぐことはあっても、本当の意味で動かすことはできないのかもしれないりゅい」




　ビミィが、自分の姿かたちをド忘れしたとしか思えないくらいにキメ顔をつくって真剣な事を言っていた。

「対等……エステとか……？　ミカグラ学園の敷地内に確かあったよね……？」

　美という面で女神と対等になるには、自分の力だけでは不可能だ。

　エステ三ざん昧まいしかない。

「そ、そういう面で対等になるんじゃなく、やっぱり対抗戦の実力でというのが藤ふじ白しろとしてはわかりやすいと思います。でも、エステに行くなら藤白もご一緒したいです」

　言いながら、おとねちゃんは早速端末で学園内のエステのポイント費用はいくらくらいなのか調べ始めていた。謎なぞの行動力だ。

　おとねちゃん、女子だね！

「オイラもそう思うりゅい、おとねちゃん」

「えっ、ビミィもエステに行きたいの……？　ムダじゃない……？」

「そっちじゃないりゅい！　対抗戦の実力で星鎖と対等に、の方だりゅい！」

　びっくりした。ビミィがエステの受付で施せ術じゆつ師しさんに困惑顔をされているところまで想像しちゃったよ。

　無意味です、とはエステの人も言えないもんね……。

「対抗戦、か。今の星鎖は、あのシステムを良く思っていない。憎んでいるとさえ言えるかもしれない。だが、もう一度対抗戦のステージに立って、以前のように楽しんで戦うことができたなら……あるいは」




　学園長……の言葉を代弁する映像の彼は、そう言いながらビミィを見る。

　そして、本当に何気なく。

　限りなく軽い調子でこう続けた。

「その子の、一宮いちのみやエルナさんに眠っているはずの才能を……星せい鎖さを本気にさせるレベルまで引き出す手て伝つだいをしてあげてよ。先生のその姿も、必要とあらば久方ぶりに解除する事を許そうじゃないか」

　その言葉を耳にした時のビミィの反応は、録画しておけば良かったと思うほどに劇的で、衝撃的で、刺激的だった。

「…………!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?」

　驚きすぎて声も出ない、とはまさにこのことだろうか。

　学園長が言っていることの意味が私にはよく理解できなかったけど、ビミィ当人にとってはとても重大な内容だったのだろうと推測できる。

　尋常じゃない勢いで汗をかき、ここは一面真っ白な雪国か？　と思うくらいに小刻みに震えまくっていた。怪しいおクスリにでも手を出したのかと疑うくらいの症状だ。

「学園長、本当ですかりゅい……？　もしそれが叶かなうなら、一体何年ぶりにこの姿から解放されることになるのか……？」

　感無量、といった様子だった。

　ちょっと涙目でさえある。

　この姿から解放って、まるで今のビミィの姿が仮のものだとでも言うかのような。

　おとねちゃんも状況を摑つかみかねているようで、私にその意味を問うように制服の袖そでを引っ張ってきた。あの、私にも何がなにやらさっぱりなんだけどね……。

「もちろん、ずっとというわけではないよ。必要な時に限るけれど、ね」

　映像の彼がそう言うと、学園長がおもむろにビミィに向けて手をかざしていた。

　刹せつ那な、その手に収束するように光の粒が集まりだす。

「これは……学園長の能力、なのでしょうか？」

　媒体となるアイテムが何なのか、判断はできない。

　けれど、それがミカグラ学園だからこその能力の発動であることを、私もおとねちゃんも同じ能力者として頭ではなく肌で理解して……わかってしまった。

「りゅいっ……！」

　ビミィが眩まぶしそうに目を細める。

　光の粒は目を見開いていられないくらいの眩しさを放つまでに大きくなり、私も思わず手で光を遮る。

　おとねちゃんは私を盾にするように後ろに隠れていた。

　世界が真っ白になってしまったのではないかと錯覚するくらいに、光は膨大なエネルギーをもって視界を覆い尽くした。

　瞼まぶたを突き抜けて網膜に到達するのでは、とビクビクしてしまうくらいに強く。

「わああああああああああああ!!」

　そう叫んだ声は、確かにビミィのものだった……はずなのに、叫ぶ声の後半から声色が変化していったように聞こえていた。

「よっしゃ……。地に足がつく感覚。姿に合わせたキャラクターにならなくてはという呪のろいじみた強迫観念もなくなってるな」

　喋しやべっているのは、映像の彼……？　いや、何か違う気がした。

　眩まばゆさがようやく収まり、目を開いて周囲を見回すと……。




「あれ？　ビミィが消えた……？　それに、学園長の仮の姿が、投影されていたイケメンが……」

「実体化してますよね？　これって。藤ふじ白しろの目がおかしくなってしまったんでしょうか？」

　おとねちゃんが目をゴシゴシと何度もこすっている。

　あれほど乏しかった存在感が、今は確かにそこにいるという確証を持てるまでになっていた。

「うん、いる!!　触れるし！　ほら、おとねちゃんも試してごらんよー！」

　促してみると、怖々といった様子でおとねちゃんもイケメンのお尻しりをガシガシと叩たたいていた。

「そんな、初めてみる動物に触るときみたくビクビクしなくてもオイラは嚙かみついたりしないぜ……？」

　面倒くさそうに髪の毛をかき上げながら、彼が言った。

「オイラ……？　もしかして、ビミィ……なの？」

　さっき学園長とビミィとの間で交わされていた意味深な会話。

　そして、ビミィの姿が今ここにはいなくなったこと。

　このイケメンがビミィなのだとしたら、真実の姿なのだとしたら……全すべての辻つじ褄つまが合ってしまう。

　学園長はというと、一仕事終えた、という雰囲気で元いた場所……部へ屋やの隅へ帰って行ってしまっていた。




「ビミィっていう呼び方……まあいいか。実はそんなに抵抗なくなってきたとこだ。そう、──ビミィだよ。これがオイラの本当の姿さ」




　……痛いくらいの静寂が、部屋を包み込んでいた。

　そしてそれをぶち壊したのは、




「「えああああああああっ!?」」

　私とおとねちゃんの驚きに満ち満ちた絶叫だった。

　にわかには受け入れにくい現実だ。

　あのビミィが……あの微妙の極みだった、微妙という言葉を辞書で引いたらビミィの写真が印刷されていてもおかしくない存在だった生物が、こんなイケメンだったなんて!?

「学園長が困った人で、オイラの姿を気に入ったらしくてさ。身体からだを貸してくれって言い張られて、半強制的にあの微妙な姿に変身させられてたんだ……。オイラも悲しいかな雇われの身だし。上司には逆らえなかったんだ」

　恨みがましく学園長の方を見やりながら、自分の身体の色々な部分に触れて動きを確かめつつ事情を説明してくれた。

　学園長は部へ屋やの隅で、その表情を窺うかがうことはできない。

　けれど、キーボードに触れてそれぞれの端末にメッセージを送ってきた。

『だって影武者としてその姿を借りたかったんだもの。コピーだけさせてもらったって、同じ見た目の人が学園に二人いたらおかしいでしょう？』

　確かにそれはそうかもしれないけど……。












　悪びれる態度のないそのメッセージに、ビミィはがっくりと肩を落としていた。

「姿のことは……わかりたくないですがわかったことにします。ですが、先生の性格まで激変していませんか……？　同一人物だとは思えないほどですよ」

　混乱を隠し切れないようで、おとねちゃんはうろたえながらも早口でまくしたてていた。リミットを超えて動揺すると早口になるタイプの子なのかもしれない。

　それがさ、とビミィは頰ほおをかきながら話しはじめる。

「あの姿になっているとなんというか、自我が崩壊するっていうか……。オイラだけどオイラじゃない、みたいな感覚だったんだよな。もちろん、記憶はそっくりそのままあるからエルナの事も全部覚えてるよ。楽しかったのは間違いないんだ」

　にこりと爽さわやかにはにかんで、ビミィはそう言った。




「ビミィじゃない！　こんなの私の知ってる気持ち悪いビミィじゃないよ？　ちっとも微妙じゃないしなんなの？　顔を見ると思わず神様の残酷さを思ってしまう感じもなくなってるしなんなの!?」

「落ち着いてエルナ。オイラのあの姿の事をどう思ってたのか吐露するのはもうやめてくれ……。この姿だと打たれ強さがなくなってるみたいでさ、心に結構来るんだわ」

　喋しやべり方も完全にイケメンのそれだ。

　マジでか……。

　こんな講師が私の専任だっていうのなら、全校生徒に向けて自慢できるだろう。

「今までは全校生徒に向けて恥じていたのに……」

「恥じていたのかりゅい!?　って、なんでこの語尾を無意識に言っちゃうんだ……？　おかしいな、もうクセになってるのか？　沁しみついちゃってるっていうのか？　勘弁してくれ……」

　やれやれ、というポーズまで今のビミィの姿だと変にサマになっていた。

「と、と、と、とりあえず出ましょうか、二人とも。学園長もほら、こうおっしゃっていますよ……？」

　おとねちゃんに促されて端末を見ると、また学園長から新しいメッセージが届いていた。

『ああ、新しい影武者の姿が欲しくなってきたなぁ……。そこの二人も、なかなか惹ひかれるものがあるわね……』

　学園長はギラついた目で観察するように、こちらの全身を舐なめまわすように見ていた。

「そ、そうだねおとねちゃん！　これから放課後楽園部の活動で忙しくなるし！　急いでいこうかっ！　ね!!」

　言い訳するようにまくしたててから、おとねちゃんとビミィの手を引っ張って部へ屋やを飛び出す。……学園長は、イタズラっぽく舌を出してそれを見送ってくれていた。





　　　＊






「はぁ、はぁー……！　あせったよ……。私たちもビミィみたいに陰惨な姿に変化させられるかもしれないところだったね」

「藤ふじ白しろ、あんな姿にさせられるくらいなら自害します」

　ぜいぜいと息を切らせて、学園長室から離れた廊下で呼吸を整えることにする。

「二人とも、人に気を使うということをもう少し学ぶべきだな……？　オイラはあの姿、割と可愛かわいいと思うんだけどな」

　結構な勢いで逃げるように走ってきたのに、一人だけけろっとして立っているのはビミィだ。

　いつの間にチューインガムを嚙かんでいたのか、口元でぷくっと小さく風船を膨らませていた。

　なんにしても、創部は認められたのだ。




　──放課後楽園部。




　別にこの学園に自分の居場所がないだなんてそんなネガティヴな事を考えたことはなかったけど、こうして所属が決まると、自分の帰るべき場所ができる事で身体からだの内側から沸々とパワーみたいなものが湧わき出てくるような気がした。

　その自分たちだけの、大切な場所をもっと充実させるために。

　これからの対抗戦には、そういったモチベーションもプラスされることになるのだ。

「よーし!!　放課後楽園部の部室はジュース飲み放題のドリンクバーあり、各種マンガやＤＶＤを取りそろえたリラックスできる空間にするぞー！」

「それ、部室というよりはもうマンガ喫茶じゃないです……？　楽園ではありますけど」

　シャワールームと足湯も完備してください、と要望を付け足しながらおとねちゃんが言った。

　言われた通りマンガ喫茶感がかなり強いけど、快適な空間を想像したらそうなってしまったんだから仕方ないのだ。

　いつもならビミィが「そんな私的な趣味の入り過ぎた部室はダメだりゅい！　りゅりゅいのりゅい～!!」とか唾つばを飛ばしながら注意してくるはずなのに、今のビミィはおとなしいものだった。

「んー、マスコット形態のオイラでもそんな鬱うつ陶とうしいツッコミ方はしないだろ？　もっと爽さわやかに注意してたろ」

　心底不満そうな顔をしてビミィが呟つぶやく。

　もしかするとあの姿の時の記憶は彼の中で美化されているんだろうか……？

　いつも一緒にいたけど、二十四時間ずっと微妙だったはずだ。

　爽さわやかな瞬間なんてなかったはずだ。

「炭酸飲料を飲んだ時はどんな人でも爽やかになるというのが私の持論なんだけど、ビミィはその時でさえも爽やかさがなかったよ！　シュワー！　というよりはジュウ……ウワァ……！　みたいな感じだったよ」

「そのウワァ……！　っていうのはうめき声じゃないの!?　オイラはそんなんだったりゅい!?　はっ、またテンションがおかしくなって語尾が……！」

　人間化してコミカルさの薄れた喋しやべり方なのに、喋る内容はそのままビミィっぽさ全開だったりするので、こっちが混乱してしまいそうだった。

　いつか慣れる日が来るのかな？　とはいっても、おとねちゃんは完全に人見知りしているようだった。

「藤ふじ白しろの中でせっかく友好度が９まで上がってきていたのに、その姿になったことでリセットされてしまいました。また地道に積み上げていくしかないようです」

「ちなみに、その友好度って最大値は10なの……？　９までって、結構いいところまできてたんだね」

「いいえ、最大値は１０００です」

　たかっ!?　最大値高いね!?　リセットされたといっても誤差の範囲でしかないよね!?

　おとねちゃんの男性に対する人見知りレベルの高さをを甘く見積もりすぎてた……。

　今も極力私の陰に隠れるようにして歩いている。

「オイラはこれまで通りエルナの傍そばについているわけだから、おとねちゃんにも馴なれてもらわないとやりにくそうだ」

　言いながら、ビミィが手際よく端末をいじっている。

　これまで通りっていうことは、毎朝起こしにくるの……？

　その姿で……？

　歯磨きも手て伝つだってくれるの……？

　時には添い寝もしてくれるの……？

　シャワールームに着替えも運んでくれるの……？

「エルナは先生にそんなことまでさせてたんですか!?」

　おとねちゃんが赤面して驚いてるけど、だってあのビミィだよ？

　羞しゆう恥ち心なんて発揮しようもなかったというか。

「限度はあるけど、できるだけこれまで通りにはするさ……。っと、出た。ほら、今部室として借りられるスペースを調べたぜ」

　部室候補を調べるために端末をいじっていたらしく、いくつもの部へ屋やを投影してくれる。

　私の希望に沿うような部屋に絞ってくれたのか、どこも豪華だけど、

「どこも借りるためのポイントが高すぎない!?　ちなみに今、我らが放課後楽園部に支給されているポイントは……？」

「見てください、エルナ。これじゃ広い部室は無理ですよ」

　おとねちゃんが調べてくれた数字は、創部の準備資金としてはまるで心もとない数字だった。

　最低限、活動がスタートできる程度の部費しか支給がされないらしい。

「なにこの、初めて憧あこがれの一人暮らしを計画して家賃の高さに絶望する新社会人みたいな気持ち……。せめて、せめてお風呂とトイレは別の部屋にしよう？」

　一気に狭まる選択肢にしょんぼりしてしまう。

「いや、部室なんだからお風呂もトイレもいらないと思うんだけど。校舎にいくらでもあるしさ」

　ビミィが冷静に言いながら、投影した豪華な部室を次々に閉じて現実的なポイントで借りられる部室を見せてくれる。

「えー……。本当はお城がいいんだよ？　そこを曲げて、仕方なしに妥協して一部屋だけでいいって言ってるんだよ!?」

　私が駄だ々だっ子このように手足をバタバタさせながらそう喚わめくのを横目に、

「ここはどう？　部室は広いしお風呂もトイレもある。けど、壁が激薄で全すべての音が丸聞こえだってさ」

「隣がひみちゃんの部屋だったりするならそこでいい。ううん、絶対にそこがいいよ！」

　ビミィが提案してくれた部室はミカグラパレス……略してミカパレスという、名前だけはパレス（宮殿）を冠する場所だった。

　おとねちゃんが冷たい視線を投げかけてくるので、冗談冗談、と受け流しておく。

　本当は冗談でもなんでもなく、ひみちゃんの隣だったら壁にずっと耳をくっつけて生活する勢いだった。

　ひみちゃんがシャワーを浴びる音をおかずに白飯を食べる勢いだった。

　ひみちゃんが不在の間にこっそり壁を壊して、いつの間にか同居する流れに持ち込む勢いだった。

「どれも犯罪の匂においがぷんぷんします……というか、最後のは完全に捕まるやつです」

　そうかなぁ？　女子同士だしセーフじゃない？　という態度をとってみたけど、おとねちゃんは黙って親指を立てて「アウト！」のポーズを示していた。

　えー、と納得いかないながらも、一緒に部室候補の映像を見ていく。

　これからの放課後の活動を想像して、二人ともどんどん笑え顔がおになっていくのがわかった。

　堪こらえようと思ってもつい漏れ出てしまう笑えみだった。

「本当は部室の広さなんてどうでもよかったのかもしれない……。おとねちゃんと一緒に活動できるんだから、どんな場所でも……ねっ」

「エルナ……！」

　キリッとした表情で言う私におとねちゃんが感動しているところに、

「あ、安くて広い部室あったぜ～？」

　ビミィが密ひそかに探してくれていたらしく、格安で広い部室を投影してくれた。

「なにこれ広い！　やっぱ部室は余裕のある広さじゃなくちゃね！　広さ、重要っ！　うんうん！」

「エ、エルナ……？」

　すぐに手のひらを返した私に、おとねちゃんがショックを受けていた。

　この子はくるくると表情が変わる様子が実に愛らしい。

　ちょっとだけ校舎棟や他の施設から距離の離れた建物にある部室だったけど、なにしろ私たちは音楽をやるんだ。

　ちょっと辺へん鄙ぴな場所にあるくらいの方が都合がよかった。

　シンプルだけど広さは十分で、何より部室に光がたくさん射さし込こんでいて明るいのが魅力的。文句なし。

「文句なし、なんだけど……格安なのもわかるけど、それでもさ。私の所持ポイント事情からするとちょっときびしーかも」

　一般的に、新たに創部する場合は立ち上げる生徒……部長が個人のポイントを最初に投入して部の活動費に充あてるものらしいと聞いたことがある。

　自慢じゃないけど私の所持ポイントはほぼゼロ！　明日のご飯も満足に食べられない状況！　喉のどが渇いたら水道水一択っ！　水道水にお世話になりすぎて、どこの水道が一番お水が冷たくておいしいかというのも知り尽くした女、一宮いちのみやエルナ！

　……我ながら情けなくなってくるよ？

「その事なら大丈夫です。藤ふじ白しろは成績優秀なのでポイントには余裕がありますから。どんと任せておいてください」

　おとねちゃんが胸をはって言ってくれた。

　そしてこうも続ける。

「もちろん、部長さんはエルナがいいです。部に寄付をするからといって、藤白はそんな地位は要求したりしないですよ」

「あ、念のため。ミカグラ学園では部長や代表を務めると評価に繫つながるんだ。内申点にもかなり加点されるだろうね」

「……藤白が部長さんをやりましょう！　もう大丈夫です、大船に乗ったつもりでいてください！　大役、見事務めてみせますよ！」

　ビミィが漏らした情報に思いっきり食くいついたおとねちゃんは、あっさりと地位を要求していた。急にやる気満々だった。

「だめ！　いくらおとねちゃんでも部長の座は譲れないから！　放課後楽園部にいつか入部してくる後輩ちゃんに部長の権力を振りかざしてセクハラするのが私の夢なんだからね───────！」

　どうしようもない夢で、この上なくしょうもない理由を絶叫していた。

　いつもなら突っ込んでくれるはずのビミィは人間の姿を取り戻して落ち着いたのか、「そんなことしたら廃部になんぞー」と割とどうでもよさそうに呟つぶやいているだけだ。

　こんなの、こんなのビミィじゃない！　いつもなら小さい身体からだを一回転させて「セクハラしたら廃部！　はい、ブー！　だりゅい!!」とノリノリで寒い事を言いながらぺちんと叩たたいてきてくれるはずだった。

「なんかオイラ、段々死にたくなってきたな……」

　自らに対するイメージに絶望したのか、ビミィが壁に手をついて寄りかかっていた。

　ショックすぎて立ってもいられないらしい。

「そ、それは冗談でしたっ！　部長さんはエルナが相応ふさわしいです。藤ふじ白しろはそれを支えていきたいですっ。背中を押していきたいです！　例え前に障害物があったとしてもです！」

「二人ならどんな障害も手を取り合って乗り越えられるね、おとねちゃん！」

「例え前に大きな崖がけがあったとしてもです！」

「それは背中を押されたら私だけ真っ逆さまに落ちるよね、おとねちゃん!?」

　ひとしきり笑い合いながら、いつの間にか手を繫つないでビミィの端末から投影されている私達たちの部室を眺めていた。

　この場所で、どんな楽しいことが起こるだろう？　どうやって自分たちの色に染め上げていこう？

　物ひとつ置かれていない部室は、さながら真まっ新さらなキャンバスのようだった。

　緩やかに回転して全体像を見せてくれるその映像に、想像は膨らむばかりで。




「じゃ、部長はエルナ。部室はこの場所で決定かな。申し込んでおくぜ」




　ビミィが言いながら、端末を操作してその場で部室を抑えてくれる。

　そして口元でぷくーっと風船のように膨らませたガムをぱんっと割っていた。




　その音が、私達の、放課後楽園部がスタートする号砲のように、高らかに響き渡った。






第二楽章　放課後楽園部









「うおおおおおお…………っ!!」




　部室の床に寝転がり、ゴロゴロと回転して部へ屋やの端から端まで横断していた。

　制服が汚れるとか、下着が見えそうとか、おとねちゃんに正気を疑われているとか、そんなのは些さ細さいな事なのだ。

　私は！　今！　とても気分が高揚しているっ!!　誰でも生きていたら一度は経験したことがあるはずだ。

　ゴロゴロ転がらずにはいられない瞬間というものを。

「ふ、藤ふじ白しろの人生にはそんな瞬間なかったです。きっとこれからもないと思いますけど」

　困惑を隠し切れない様子で、おとねちゃんが端末を片手に私の回転具合を見守っていた。

「おとねちゃん、端から端まで何ゴロゴロだった!?　ちゃんと測ってくれたかな!?」

「何ゴロゴロっていう単位は完かん璧ぺきに初耳ですけど……。30ゴロゴロくらいでしょうか」

「ワーオ！　30ゴロゴーロ？　リアリー!?」

「そのウザいキャラの封印を求めますっ！」

　埃ほこりのついてしまった制服を叩たたきながら、てへへと照れ笑いする。

　なにしろ、念願の自分たちの部室を手に入れたのだ。

　それはキャラもおかしくなろうというものだった。

　ただ部室の広さを計測するだけではおさまらず、自らの全身を使用してごろりんと回転しまくっていた。




「ほら、おとねちゃんも遠慮せずに一緒に！　初めての共同作業です！」と誘ってみたけれど、「遠慮してないですよ！　単独作業でお願いしますっ」と拒否されてしまった……。ちぇー。

　おとねちゃんにポイント面で頼り切るわけにもいかず、まだ二人の寝袋を運び入れただけの殺風景な部室。

　だけど、私にはどんな絶景よりも素敵な場所に見えていた。

「それは言いすぎじゃないかな？　早いとこ対抗戦で結果残してオイラにガムでも買ってくれよ」

　ビミィが備え付けの棚の上に行儀悪く座って足をブラブラさせていた。

　今までも私の頭の上で同じような格好をしていたけど、人間化しただけで随分印象が変わるものだ。

　微妙な自称マスコットだと思ってたけど、あの姿だからこそ許せることもあったのか、と今更ながら思ったりする。

　でもまあ、部室に置く家具やらは少しずつ揃そろえていけばいい……なんて殊勝な事を考える私ではない！

　一挙に手に入れる大作戦を、実は既に密ひそかに決行していた。

　あとは結果を待つばかりである。




「広いのは嬉うれしいけど、お掃除は大変ですね。じ、自分たちの部室だと思えばちっとも苦にはなりませんがっ」

　おとねちゃんがホウキを持って手際よく部室の掃除をしている。

　ミカグラ学園の共有施設……みんなが使用する場所は、卒業生から構成されるプロのお掃除屋さん達たちが日々綺き麗れいにしてくれている。

　けど、各自の部へ屋やや部室は生徒それぞれが自己責任で清掃しなくてはならなかった。

　もちろん、ここはミカグラ学園だ。

　ポイントに余裕さえあればそれで掃除を頼む事もできる。演劇部にお世話になっていた頃も何度かお掃除屋さんが入って働いているのを見かけた。

　でも、我らが放課後楽園部には当然そんな贅ぜい沢たくはできない……。ならば自分たちでやるしかないのである。




「エルナも手て伝つだってくれな？　オイラはもうクッタクタだぜ」

　ビミィには専用のエプロンと、頭には三角巾まで強制的につけ、働いてもらっていた。

「こんなのにポイント使わないで、掃除機を借りれば良かったとは思わないか？」

「何言ってるのビミィ！　〝病は気から〟って言うでしょ？　それと同じで、掃除はエプロンと三角巾からだよ！」

　そりゃ初耳だ……、と首をすくめたビミィは、チリトリを構えながら座り込んでしまっている。

「ずっと思っていたんですが、エルナは何をしてるんですか？」

　おとねちゃんがビミィの構えたチリトリにゴミを押し込みながら聞いてくる。

　それを聞かれるととても辛つらいものがある。

　私は掃除が恐ろしく苦手なのだ。自宅の部屋でも、物が散乱しきってお母かあさんが限界を感じて勝手に掃除してくれて、それをまたすぐに散らかして……という負の繰り返しが巻き起こっていた。

「私はね！　監督役だよ！　野球をやるにもサッカーをするにも監督って絶対必要だし重要な役割でしょ？　勝つか負けるかは監督次第だったりするわけでしょう？　お掃除も同じで、キレイになるか汚くなるかは監督次第なんだよ」

　冷や汗をかきながら、練りに練って考えて用意しておいた言い訳をマシンガンのように早口で撃ち放った。

「スポーツと掃除は違うでしょモゴモガモガ!?　何するりゅい!?」

　冷めたトーンで論破しようとしてくるビミィの口を、さっき床掃除に使われたばかりの雑巾で塞ふさいでやった。

　咄とつ嗟さに語尾が復活してしまって勝手に自己嫌悪に陥おちいっているらしく、「うおおおぉ！」と叫びながら部室内を走り回りはじめた。

「先生、雑巾を口にはりつけたまま走っていて斬ざん新しんなファッションの人みたいになっていますね……？　流は行やりますかね……？」

　おとねちゃんが端末でその様子を写真に撮りながらブツブツと呟つぶやいている。

　そんな写真、一体何に使うつもりなの……？

　あとでビミィを脅迫……？　内申点上げろ的な脅迫する気なの……？

　掃除に何の貢献もできていないことはどうにか上う手まくごまかしきれた気がするので、監督という立場を満喫……じゃない、役割を全うするために働いてみよう。

　手始めに窓の枠に指を滑らせて、汚れがつくかどうかを確かめてみる。




「おとねさん、見てごらんなさいな。まだこんなに汚れがありますよ？　これでもお掃除をしたつもり？」

　嫌いや味みな言い方でおとねちゃんに汚れのついた指を見せつける。

「それ、監督というよりはお姑しゆうとめさんじゃ……？　新妻に嫌がらせをするやつじゃないですか……？」




　おとねちゃんに全くもって反論のしようがない指摘をされてしまった。

　でもっ……でも、もう後戻りはできない。

　この路線でいくしかないんだ！　やり通すしかないんだ！

「そんなんじゃウチの嫁には相応ふさわしくありませんことよ？」

「べ、別に藤ふじ白しろは嫁とかじゃないですし」

　嫁という単語にポッと頰ほおを赤らめながら、おとねちゃんが弱めに否定してきた。

　失敗した!!　おとねちゃんの分もエプロン買っておくんだったよ！　新妻っぽさを演出するために必ひつ須すのアイテムだったよ！

　もう当初の目的を見失いつつあった。

　私たちは何してたんだっけか……？

　ホウキもチリトリも放ほうり投げられてるけど、部室を見渡してみればピカピカ……とは言えないまでも、お客さんを迎え入れられるくらいには掃除が済んでいた。

　ビミィはこの姿になっても、「仕方ないな」って態度はとるけど前と変わらず私のお願いを聞いてくれるイイやつだ。

　一生懸命お手て伝つだいしてくれた。

　広い部室には、いくらでも物を置くスペースがある。

　あとは、〝到着〟するのを体育座りして待機するだけだった。

　私が体育座りしているのを見て、ビミィは何も言わずに同じように体育座りして隣に座り込んでくれている。

　おとねちゃんはといえば、体育座りしようとしてそのままゆっくりと横に倒れて……というのを何度も繰り返していた。

　無言の部室に、おとねちゃんの試行錯誤の音だけが響く。

「……ふ、藤ふじ白しろは体育座りが世界で一番苦手なんです。体育座り苦手選手権があったらチャンピオン間違いなしです」

「どんなチャンピオンだよ。どこで開催されるのそれ。出たい人いるの？　選手権のために練習を積み重ねるの？　むしろ練習したら体育座りできるようになっちゃうから逆効果なの？」

　ビミィが矢継早に口撃を繰り出していた。

　語尾に〝りゅい〟がないからちょっと冷たく感じるような……？

　あの語尾には温かみを足す効果があったっていうの!?　ただ恥ずかしいだけの語尾じゃなかったっていうの!?

「よ、四年に一度の開催周期です！　優勝トロフィーは体育座りしている人の像です！　リビングに飾るとかっこいいです」

「その開催周期ってオリンピックと同じようなブランド感出そうとしてるの!?　図ずう々ずうしいね!?　あとそんな像が友達の家のリビングにあったら見て見ぬフリするからね!?　わー、すごいなー！　とは決してならないからね!?」

　おとねちゃんが唇をとがらせて主張するので、私もついムキになってしまう。

　いけないいけない、ここは大人にならないと……。

　なんたって私は！　この放課後楽園部の部長さんなんだからね！　寛大なところを見せないと。大きな愛で包み込まないと！




「よーしよし、おとねちゃん！　そうだねそうだね、リビングにそんなかっこいい像が飾ってあったら羨せん望ぼうの的だもんねー？　尊敬されまくってクラスのカリスマ的存在になっちゃうもんねー？　よーちよち!!　いい子いい子!!」

「ば、バカにしてるんですかっ!?」




　おとねちゃんの怒りが爆発していた。

　けど、彼女は怒り方も可愛かわいいので怖さが全然ない……。

　あれれー？　私の中での精一杯のおもてなしをしたつもりなのに、おかしいな……？

　部長ってなかなか難しいね……。





　　　＊






　ガタガタガタドタン!!

　そんなこんなでしばらくが経たつと部室の扉の外から、激しい物音が聞こえてきていた。

　なんだかわからないけれど、扉を開けて入ってくればいいのに無理やり扉に穴でも開けようとしているような勢いだ。

　体育座りしている三人……約一名はあきらめて女の子座りをしているけど部室にいるみんなで、ようやくお客さんが来たか、とホッとしたような表情を浮かべあう。




　ドタバタガタドゴン!!　ドッゴ───────ン!!




「わー!?　部室が破壊される!?　ビミィ、ドア開けてあげてっ！」

　ヤケになったような物音がいい加減恐ろしくなって、いつものようにビミィを使いっパシリにする。

「うわぁんっ!!　エルナちゃんたすけてぇ!!」

　ドゴドゴドッガァーン!!　という音に隠れるように聞こえてきたのは、あれは間違いなく……。

「うお～っ、このプリティな声の主はひみちゃんだ!?　ビミィ、邪魔だからそこどいて！　あと、みんなにビミィの姿の事を説明するのが面倒だからその姿になった経緯とか色々を紙に書いてまとめておいて！　コピーしてそれ配布するから！」

「扱いがひどすぎるりゅい!?　はっ、でもこれがいつも通りの日常だったっけ……？　オイラの毎日はこんな灰色に染められていたっけか……？」

　私に吹き飛ばされた衝撃のせいか、目を回しながらビミィが混乱している。

　おとねちゃんはそれを慰めに近づいたのかと思いきや、

「はい、先生。紙とペンです。あわせて２００ポイントになります。助け起こす必要があるならコミコミで１２０００ポイントですが」

「本当にオイラに書けと!?　紙とペンは有料なのかりゅい!?　そして助けるのはそんなに高値に設定するほど嫌なの!?」

　私に倣ったつもりなのかどうか、これでもかと言わんばかりにいじりまくっていた。

　……ビミィに慣れてきた証拠ともいえそうなので、そんなに悪い事ではないと思おう、うん。

　有料なのは冗談です、と言いながら紙とペンを渡していたけど、おとねちゃんの目は笑ってなかった。




　あれは本気だ……。

　ポイント、取れるものなら取る気だったに違いないよっ……。




　そうしている間にも、ドアの外からはひみちゃんがわーわー言う声と、何かが扉に激突する音が轟とどろいている。

「はいはーい！　今開けますよっ……って、ええっ!?」

　部室の扉を開けると、目を疑う光景が広がっていた。

　何かの間違いじゃないかと、何度も何度も目をこすった。

　一度扉を閉めて、深呼吸してからもう一度扉を開け直してみたりもした。

「同じだ!?」




　もう一度扉を閉めて、夢なら覚めてくれと自分のほっぺたを叩たたいてみたりもした。でも再びドアを開けたら……。

「どう足あ搔がいても現実だね!?」

　説明すると、ひみちゃんがなぜか大木にぶら下がっている……のかな？　それを助けようと奮闘しているのは、

「ひみ先輩、暴れないでくださいよー！」

　必死の形ぎよう相そうで大木が倒れるのを阻止している花か袋たいちゃんだった。

　大木の根っこの部分を花袋ちゃんがフラフラと踏ん張りながらどうにか持ち……それでも普通一人で持てる重さではないので、ドコドコと扉に大木が激突したのが、音の発生源らしかった。

　それにしても、大木にぶら下がって泣きそうになっているひみちゃんは一体……。

　そんなに高さがあるわけでもないんだから、ぴょんと降りたらいいのに。

「ひゃあああああ！　エルナちゃん、レスキュー隊を呼んでよぉ～！　それかヒーローっぽい人を召喚してよぉ！」

「ヒーローっぽい人って!?　顔がヒーローっぽいだけでそんなに力がない人でもいいの!?　ヒーローっぽさを重視するの!?」

　とりあえず両手で大木に摑つかまっていて無抵抗なひみちゃんをつんつんしたりこっそり髪の毛の匂においをクンカクンカかいだりと思う存分楽しんでみる。

「今できることは今すぐやらないと後悔する！　だから私、やるよ!!」

「やらないでください！　みなさん早く手て伝つだって！　折れるぅ……」

　花か袋たいちゃんの声がだんだん弱々しくなっていった。

　どうやら一人で持ちこたえるのは限界に近いらしい。

　いやあの、そのまま床に置いちゃっても多分平気だと思うけどね……？　ひみちゃんが床と大木の間に挟まったら危ないけどさ。

「よいしょ、っと！」

　ひみちゃんを小脇に抱えるようにして持ち上げ、床に下ろす。

　ちゃんとご飯を食べてるのか心配になるくらいに軽いので、何も苦にならなかった。

「ふわぁ、助かったよぉ……。エルナちゃんってヒーローだったのー？　ひみ知らなかったよー」

　ひみちゃんは一息つきながら、子供のようにキラキラと瞳ひとみを輝かせて尊敬のまなざしを向けてくれる。

「そうだよ、お姫様……おひみ様を助けに来たヒーローだよ！　さあ、おいで。この部室で一緒に踊りましょう」

　もう一度ひみちゃんを抱え上げ、お姫様抱っこをして部室に連れ込もうとしてみた。

　するとその瞬間。




　ドッゴォォォォォォォォンッ!!

　爆音を放ちながら、密ひそかに限界を迎えた花袋ちゃんがついに大木から手を放してしまっていた。

　大木は床に倒れこみ、埃ほこりを巻き上げて廊下に鎮座している。

「手がぁ、手が取れちゃいましたー！　ふえーん！」

　花袋ちゃんが大木の上に乗りかかるように一緒になって倒れていて、両手をブラブラさせていた。

「花袋ちゃん、気をしっかりもって！　手は無事だよ、取れてないよ！　ちょっとおとねちゃん、なんでネジ持ってこっち来ようとしてるの!?　花袋ちゃんはロボじゃないよ!?　非ロボだよ？　ヒューマンだよ？　もしも手が取れたとしてもネジどめでどうにかなったりはしないよ!?」

　おとねちゃんは、うっかりしていた、それは盲点だったみたいな顔をしてそろそろと部室に戻っていった。

　なんだろう、私まだあの子のことがわからないよ……。




　私達たちが大騒ぎしている間にひっそりと説明書きを用意していたらしいビミィが、コピーした紙を二人に配って……花か袋たいちゃんは倒れているので頭の上に乗っけていた。

「ふむふむ、そーいうことね！　おっけ～、事情は把握したよん」

　ひみちゃんがふむふむと説明の紙を読んで、あっさりとビミィの変身を受け入れる。

　簡単だね!?

　もしかしてミカグラ学園だとこういうの日常茶飯事なんですかね!?

「うー、腕が千切れたかと思いました……。なんですかこの紙？　……って、ええええええええ────っ!?」

　よかった、花袋ちゃんは普通に驚いてくれた！

　紙を真っ二つに引き裂きながらというかなりのオーバーアクションを見せながら驚いてくれた。

　そうだよね、そのリアクションが正しいよねっ!?

　私間違ってないよね？

　そしてそのまま、「うーん……」とふらついて気を失ってしまう。

「えっ、そんなに!?　お化けを見たときのリアクションじゃないそれ!?」

「オイラはお化け扱いかよ……？」

　それでもショックだったものは仕方ない。

　みんなで協力して花袋ちゃんを部室の中まで運び込んで寝かせてあげる。

　単純に、大木を一人の力で抱えていたせいで疲れ切っていたのもあるのかもしれないな。

　そして、お次はでんと倒れこんでいる大木だ。

　このまま廊下に放置しておいたらまた生徒会に何を言われるかわかったもんじゃない。

「わっせ♪　わっせー♪　わいわーい♪」

　ひみちゃんの軽いノリの掛け声に合わせて、花袋ちゃんを除くみんなで運び込むことにした。

　何もなかった部室に、突然大木だけが設置されるという光景。

「なにこれ……？　材木置き場？　ここは材木置き場部の部室でしたっけ？」

　茫ぼう然ぜんと大木を眺めながら言う私に、

「ちっちっちっ、だよー！　のんのんのん、だよーっ！」

　ひみちゃんがかわいらしく指を一本立てて横に振り、否定してみせていた。




　きちんと思い出そう。

　記憶を紐ひも解といていこう。

　それは、今日きようのお昼休みの出来事だ。





　　　＊






「おとねちゃん、私ってば最高のアイディアマンだよ。んにゃ、アイディアレディだよ!!」

　休み時間はすっかり一緒に過ごすことの多くなった私とおとねちゃんは、今日きようも格差のある昼食をとっていた。

　私はおにぎり一個（具なし）とお水。

　おとねちゃんはフルコースのお料理。

「なんですか？　また前みたいに水道水をフレッシュフルーツジュースの味に変化させて飲む方法でも思いついたんですか？」

「違うよ！　あれは確かに大失敗に終わった！　認める、フルーツ味のガムを嚙かみながら水道水を飲んだら間違えてガムまで一緒に飲み込んじゃって死にかけたもんね。フレッシュどころか死の間ま際ぎわの明滅……フラッシュを見るハメになってたもんね」

　ひもじい思いをするあまり、破天荒な工夫をしておとねちゃんの前で披露するというのが定番になっていた。

　最後には同情してくれてなのか、いつもご飯を分けてくれるので味を占めているというのもある……。

「でも、今回のはご飯とは関係ないアイディアなの！　閃ひらめいちゃったよ、ロールプレイングゲームで必殺技を覚えるときってこんな感じかな!?　急に頭の中がピカーンってなってパーン！　ってなるの！　ボカーンってなるの!!」

「最後、完全に頭が爆発してますよ？」

　またおかしなことを言いだしたとでも考えているようで、おとねちゃんはなかなかまともに取り合ってくれない。

　けど……。

「ちょっと耳かしてっ！」

　耳元でコソコソと思いついたアイディアを披露すると、なるほどと納得してくれた。

　あと、耳に吐息がかかったのかちょっとくすぐったそうにしてた。

「藤ふじ白しろは全部自分の目で選んだものをと考えるタイプですが、皆さんへのお披ひ露ろ目めというかご挨あい拶さつの場を設ける意味でも良いかもしれませんね」

　おとねちゃんの賛成も得られたので、早速おにぎりを口の中に放ほうり込んで、もごもご食べながら元気いっぱいに言う。

「ふぁ！　ひんあおほほほひひっへふふお！（じゃ、みんなのところに行ってくるよ！）」

「なんて？　何て言ったんです……？　あっ！　エルナ、謎なぞの暗号を残して走り去るのはやめてくださいっ、気になりますよっ！」

　おにぎりを頰ほお張ったままなのでうまく伝わらなかったみたいだけど、思いついたことはとにかくすぐに実行に移さないと気が済まないタイプなのだ。

　その後、私は思いつく限りの知り合いに会って回ったのだった。





　　　＊






「放火後炎上部、創部おめでと──────だよーっ♪」

　ひみちゃんが、小さな両手をばーんと頭上に突き上げるようにしてお祝いの言葉を発してくれた。

「ひみちゃん！　そんな犯罪の匂においがぷんぷんする名前じゃないよ!?　っていうかその発想大丈夫!?」

「んん？　ちがったっけ？　あ、放火後大丈部だったっけ～？」

　てへっ、間違えちゃった♪　という顔をして言い直してくれたのに悪いんだけど、全然直ってなかった。

　放火の後が大丈夫なわけがなかった。

　ただの冗談のはずだけど、ひみちゃんのことだから天然で勘違いしている可能性もあるよね……。

　この部室に入ってきて、

「ここに放火して炎上させたらいいのかなぁ～？　じゃ、この大木を切って薪まきにしていってみよーっ！　きっとよく燃えちゃうよー！」

　と思っている可能性も無なきにしも非あらずだよね!?

　えっ、まさかこの大木ってそのために持ってきたのかな!?

　にこにこ笑えみを浮かべているひみちゃんが急に怖くなってきたよ……。

　恐ろしいよ、こんなに可愛かわいい女の子が心に闇やみを飼いならしているかもしれないよ……。

「エルナちゃん、急にぶるぶる震えてどうしたのぉ？　寒いの？　あったかくするー？」

　小首を傾かしげながら、ひみちゃんが心配してくれている……はずなんだけどどうしても私には、




「エルナちゃん、寒いならあったかくするために早く……燃やそっか？」




　と言っているようにしか聞こえなかった。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ!?　大丈夫です！　いやー、あっついなー？　なんだか汗ばむなー？」

　ヤンデレ化したひみちゃん、という妄想に囚とらわれた私は、それはそれで新しいひみちゃんの萌もえ要素が生まれてオイシイかも!?　と思う一方で、本能的にビビってしまっていた。

　けど、当然というか私の考えすぎというかなんというか、現実のひみちゃんは天てん真しん爛らん漫まんなただの天使なのだ。

「じゃーん！　ひみ達たち書道部からの放課後楽園部さんへの創部祝いはね、大きな観葉植物だよー！」

　そう、大木は薪まきにして燃やすためのモノなんかではもちろんなくて、創部祝いのプレゼントだった。

「わー、ありがとう！　今日きようのお昼休みに突然創部の報告をしにいったばっかりなのに、こんなビッグなものを！　こーんなに小さいひみちゃんが、こ──んなにでっかいものを！」

「ひみ、小さいという言葉とは無縁な女子だしっ！　大きさは東京ドーム約一〇個分程度はあるし！」

　噓うそのつき方が完全に小さな子供のそれだった。

　ムキになっているとはいえ、巨人すぎるでしょ……。

　私のアイディアとは、知り合いに創部の報告をして、お祝いをもらえるのなら部室を彩る家具やアイテムがいいな、とおねだりして回ることだった。

　みんな自分の事のように喜んでくれて、図ずう々ずうしいおねだりにも嫌な顔をする人は一人もいなかった。

　ひみちゃんと花か袋たいちゃんの書道部が第一陣として、これから次々にお祝いをもって駆けつけてくれるに違いない。

「か、観葉植物ですか。大きさからいって部室のど真ん中に飾るのがいいかもしれませんね。クリスマスには飾り付けをしてクリスマスツリーにしたいです」

　おとねちゃんが、夢が広がるというように瞳ひとみをキラキラさせていた。

　さっきまでは運び込んだ大木を怪け訝げんそうに見ていたのに、観葉植物という名目がついただけで凄すごい変わりようだった。

　例えジャングルに生息しているようなグロテスクな見た目の食虫植物をプレゼントされたとしても、観葉植物だと言われれば「部室の雰囲気が浄化されそうですね！」とか言い　出しそうな勢いだった。

　空気が浄化どころか、食虫植物の胃の中で虫が消化されるだけだと思うんだけど、〝観葉植物〟というオシャレワードの力は恐ろしい。

　私の頭には、おとねちゃんが食虫植物にがじがじと齧かじられながらにこにことジョウロで水をあげている姿しか思い浮かばなかった……。

「部室のど真ん中にこれってちょっと楽園感が出てきたね？　どうやって床の上に植えるかとか、そういう現実的な問題はあとで考えるとして！」

「園芸部に相談すればいいんじゃない？　オイラが言っておくよ」

　床をぶち抜いて植えるのかな？　とか考えるだけで頭が痛くなりそうだったので、ビミィに任せることにする。

　思い返せば、放課後楽園部がどんな活動をする部かっていうのはみんなに説明せずに帰ってきてしまったかもしれない……。

　伝えたのは創部が決まったという事、部の名称、そしてお祝いに何か欲しいな、というお願いだけだ。

　肝心な部分が何も伝わってなかった！　きっと、ひみちゃんも花か袋たいちゃんも〝放課後楽園部〟という名前からイメージしてこの木を選んでくれたに違いない。

　そんなつもりはないのに、難しいお題を出してしまっていたみたいだった。反省。

　こうなると、この後が急に不安になってくる。

　花袋ちゃんも無事に目を覚まして、おとねちゃんに挨あい拶さつなどしていた。

「花袋さん、藤ふじ白しろに挨拶するとは良い心がけですね？　……間違えました、今のはなかったことにしてくださいっ。こ、こんにちはです」

　おとねちゃんの性質は私の周りのみんなは既に知ってくれているので、笑って受け入れてくれている。

　人見知りはなかなか一朝一夕ではなおったりはしないみたいだけど、彼女なりにみんなと打ち解けようとしているのが微笑ほほえましかった。





　　　＊






「エルナのお友達とは、藤白も仲良くしたいですからっ」

　彼女が決意の表情でそう告げたのは、私の立ち上げる部におとねちゃんが入ってくれると言った日。寝袋にくるまって二人で語り合った時のことだった。

　その気持ちだけでとても嬉うれしいけど、正直なところミカグラ学園でできたお友達はみんな個性的だけど心優しい子ばかりで、そのままのおとねちゃんを受け入れて仲良くなっていく予感しかしない。

　人見知りが発動したからって仲間はずれにしてくるような人はいないって思うのだ。

　ただ、彼女がそう言うからには私としても協力しなくちゃならないだろう。

「おとねちゃんって、人見知りすると言葉がキツくなってしまうじゃない？　だからね、それを緩和したりわかりにくくするために、言葉の終わりに毎回こうつけ足して言えばいいと思うんだよ」

　私はほんのささやかなジョークのつもりで、こんなこと言ったら面白くない!?　という問いかけのつもりで、笑ってくれたらそれでいいと思って言っただけだった。

　それなのに。

「なるほどっ！　さすがエルナですね！　これから実践していこうと思いますっ」

　……おとねちゃんがやる気出しまくりで鵜う吞のみにしてしまっていた。

　まずい、冗談だとわかってもらわなくては！

　このままじゃおとねちゃんが変な子だと思われてしまう！

「あ、あとね。困った時とか空気が悪くなった時は、はいっ。これをあげるから、スイッチを押してみてね。その場に応じた効果音が鳴って場を平和にするという優れものアイテムだよ」

「素敵なアイテム！　藤ふじ白しろ、ずっと身に着けてますね！　お守り代わりにしますね！」

　……それも実際に一度押してみてもらえればただのジョークアイテムであって、便利アイテムなんかじゃないことはわかってもらえるはずなのに。

　なんですかコレ！　ぷっぷくぷー！　と笑って終わるだけのはずだったのに。

　どうやら大切に、いざという時のために温存しておくつもりらしかった。

　待って！　おとねちゃんがめっちゃ嬉うれしそうな顔してるから冗談だって言い出しにくくなったよ!?

「…………うれし……な」

「あっ、寝ちゃった……？」

　これは終わった。

　大事そうに抱えたまま寝てるし、もはや取り上げることもできない。

「まぁ、いっか!!　どうにかなるでしょー！」

　深く考えないと決めて、私も眠りにつくことにした。

　そして、起きた頃にはおとねちゃんに伝えた、

『喋しやべる時、最後に付け足した方がいい言葉』

『困った時や空気が悪くなった時に押すと助かるアイテム』

　その二つの存在をすっかりさっぱり忘れてしまっていて……。





　　　＊






　椅い子すも何もないからみんなで床に座り込む形になってしまったけど、和わ気き藹あい々あいとした雰囲気が部室を包み込んでいた。

「ま、ま、何のおもてなしもできませんが、お水でもどうぞ～！」

　ビミィが透明なプラスチックのコップにポットから水を注いでくれたので、それをみんなに配布していく。

「わぁ～！　透明度の高い綺き麗れいなお水だねぇ！　楽園部ってことは楽園で採れたお水ってことかなぁ？　おいしそ～」

　ひみちゃんが嬉うれしそうに受け取って、こくこくと喉のどを鳴らしながら一生懸命飲んでいる。

　もう子供みたいというより赤ん坊みたいだった。

「ううん、ただの水道水！　でも愛情だけはこもってるよ!?」

　楽園はまるで関係ないし、こもっている愛情は蛇口産のものだった。

　新設の部のポイント不足は深刻なのだ……。

　ウォーターサーバーを設置する余裕なんてあるわけがないのだ。

　ただの水道水だと聞いた瞬間、ひみちゃんは水を飲むのを即刻やめて「はい、重い木を運んで喉がたっくさんかわいたでしょ？　ひみのもあげるよ～！」と言って花か袋たいちゃんに残りを押し付けていた。

「ええっ……？　ひみ先輩、ありがとうございます……ううっ」

　ひみちゃんには逆らえないらしく、両手にコップを持ってオロオロしている花袋ちゃんがキュートだった。

　いじめてオーラが出まくっていた。

　その輪に加わろうと、花袋ちゃんに自分の分の水も渡そうかと迷った末に結局できなかったおとねちゃんの背中を、ビミィがぽんと叩たたいて慰めてあげている。

　もうこの段階で、部室はとても居い心地ごこちのいい場所になっていた。

　でかい木が置いてあって、みんなで座ってお水を飲んでいるだけなんだけどね。




　ビミィが来客用に飲み物を買ってくる、と言って部室を出ていったのと入れ替わるようにして次にやってきたのは、九く頭ず竜りゆう先輩と湊みなと川がわ先輩だった。

「今の男は誰だ？　見ない顔だが……エルナのとこの部員か？」

「……あの匂においはビミィさん。若干の獣臭がしたから、間違いない」

　湊川先輩、匂いで人を判断してるの!?

　普段花に接してるから嗅きゆう覚かくが鋭敏になってるみたいなことですかね!?

　そして、九頭竜先輩は謎なぞの男の正体がビミィだとわかると急に興味を失ったようにそっぽを向いて、偶然歩いてたらここについちゃいました、決してわざわざ足を運んだわけじゃないみたいな顔をして部室に入ってきた。

　もしあれがウチの部の男子部員だったらちょっと嫉しつ妬とというか心配してくれちゃったりしたのかなー？　と九頭竜先輩をいじってみようかと心が躍ったけど、それ以上に触れたい物が目に入ったのでそっちから片づけていくことにする。

「先輩方、来てくれたんですかー！　えのやん先輩、その手に持っている牛の特大ぬいぐるみは一体……？」

　物凄すごい握力でぬいぐるみの頭を鷲わし摑づかみにしているようで、暗いところで出会ったら〝牛殺しのヤンキーが出た〟とか都市伝説になりそうな姿だった。

　創部が決まったと伝えたときは、いつもこんな風に笑っていれば誤解されないのにな、と思うような素敵な笑え顔がおで祝福してくれていた。

　言葉は相変わらずぶっきらぼうだったけど、やっぱり本来優しい先輩なのだ。

「これは、あれだよ。俺からの……違うな、美術部一同からの創部祝いだ」

　九く頭ず竜りゆう先輩は後半言いにくそうにモゴモゴと喋しやべってから、牛のぬいぐるみをこちらへ見せつけてきた。

「わー、ありがとうございます！　なんで牛？　とかなんでぬいぐるみ？　とか色々疑問はあるけど！　美術部一同って、みんなで相談して決めてくれたんですか？」

　少しずつ、美術部の部員とも距離を縮めようとしているらしいという噂うわさは聞いていた。けど、その姿がまるで想像つかない。

　牛のぬいぐるみは、お乳の部分に飲み物を入れられるらしく、乳しぼりをするとそこからコップに注げるという仕組みらしい……。

　美術部の総意でこれに決まったとはとてもじゃないけれど考えにくかった。

　どういう集団なんだそれ。

「あ？　俺の発案だけど誰も反対しなかったぞ。これはな、牛乳を生み出してくれる牛への感謝を忘れないようにするためのヤツだ」

　九頭竜先輩はとても嬉うれしそうである。

　最高のプレゼントだと何の疑いもなく思っていそうだ。

　美術部員の人たちも、反対なんて言えるワケないよね……。

　頷うなずくことしかできないよねこれは。

「あの、例えばオレンジジュースを入れて絞ってもいいんですかね？」

　ぬいぐるみのお乳の部分は透明の容器になってるから、オレンジジュースを注ぎいれたらお乳がオレンジに染まった病気の牛みたいになってしまうけど、それは許される行為だろうか？

　私のセリフを受けて、先輩のこめかみがピクピクと動いているのがわかった。怒ってる……？　やっぱり怒ってますか？

　花か袋たいちゃんだけ怖がっているのかこっそりと離れていこうとしているけど、ひみちゃんがそれを摑つかまえていた。おとねちゃんはまるで動じていない。

「ちっ……。仕方ねーな、オレンジジュースでもいいわ。ただし、果汁１００パーセントのヤツ限定な！　変な成分が混ざってるのはダメだからな」

　堪こらえるように、それでも私の身体からだの事を気遣って言ってくれるのが、えのやん先輩らしかった。

　私が受け取ろうとしていると、自分も放課後楽園部の部員だから、ということなのかおとねちゃんが代わりに受け取るべく先輩に近づいていく。物もの怖おじせず、ちょっと挑発的な態度で。

　あっ、これはダメなやつだね？　おとねちゃんの人見知りモードが発動しちゃってるよね？　慌てて止めようとするけれど、

「先輩、ありがとうございましたぁ～！　とってもどうでもいい物……いえ、良い物を頂いたので、すぐに燃えるゴミの日を調べなきゃいけないですね♪」

　……手遅れだった。

　おとねちゃんは牛のぬいぐるみをどうでもよさそうに受け取って、小悪魔のような微笑ほほえみを浮かべている。

　心の中では今、「やっちゃったぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」と大後悔しているはずだった。

　わかっていても、口が勝手に動いてしまったんだろう。

　九く頭ず竜りゆう先輩は私の方を見て、「なんだコイツ？」という顔をしている。私と活動を共にする唯一の大切な部員、藤ふじ白しろおとねちゃんですっ……！

　あわわわわ、どうしよう!?　おとねちゃんが死んじゃう！　これからの子なのに！　共に放課後楽園部を盛り立てていくはずだったのに！

　おとねちゃんが、眉をへの字にして困ったような様子でこちらの様子を窺うかがっている。

　私にはどうしようもない、何か言えば逆に火に油を注ぎそうな予感がするし……。

　という思いを込めて、両手を合わせて拝むポーズをとった。

「（エルナ、藤白はまだ死んでませんよっ!?　あきらめないでくださいっ、成仏してねみたいな遠い目で見るのはやめてくださいよっ！）」

　唇を必死で動かしてメッセージを伝えようとしてくるけど、読み取れないフリをしておく。私にはスムーズな仲裁なんて不可能だと、九頭竜先輩とアスヒ君の出会いの場面を経て実感してしまったんだ……。

　ひみちゃんと湊みなと川がわ先輩に助けを求めようと視線を送るけど、二人は湊川先輩が持ち込んだらしい座ざ布団ぶとんに正座して湯ゆ吞のみでお茶を飲んでいた。

　なんなの、この同じ部室内での寒暖の差は!?　一方はぽかぽかとひなたぼっこしてるみたいな空気で、もう一方は遭難するレベルで吹ふ雪ぶいている。

　九頭竜先輩が何事か言おうとしたところで、彼女は……おとねちゃんは、よりによって今この瞬間に、以前私が言った事を頭に浮かべてしまったらしい。

　これで大丈夫だ、と安心しきったような弛し緩かんした表情を浮かべながら、九頭竜先輩に言い放つ。

「い、今のは藤白であって藤白ではない少女が言ったことなのです……。ｂｙ．こう見えて実は男」

　彼女がそれを口にした途端に、私も思い出した。




　や、やっちまった─────────あぁ!?




『おとねちゃんって、人見知りすると言葉がキツくなってしまうじゃない？　だからね、それを緩和したりわかりにくくするために、言葉の終わりに毎回こうつけ足して言えばいいと思うんだよ。……〝ｂｙ．こう見えて実は男〟って。そしたらさ、相手も混乱して失礼なこと言ってもそれどころじゃなくなりそうじゃない!?　私って天才じゃない～!?』




　……全然天才じゃない。

　まるで天才なんかじゃないぞ過去の私!!

　眠る前の、夜のおかしなテンションで言った冗談なのだ。

　本当に実行しちゃいけないヤツなのだ。

　九く頭ず竜りゆう先輩は言いかけていた言葉を飲み込んで、おとねちゃんの姿を凝視している。

　主に胸元を見ている気がするのは気のせいじゃないはずだった。

「……お、お前……男なのか。そうは見えないが」

　完全に困惑していた。

　こ、これはもしかして成功してる!?

　その前の失言がなかったことになってるの!?

「し、失礼です！　藤ふじ白しろはれっきとした少女ですよ！　見てくださいこの溢あふれんばかりの女子力！　こんな服を着た男がいると思いますか!?　ｂｙ．こう見えて実は男」

「お前何言ってるんだ!?　俺をバカにしてるのか!?　やっぱり男なんじゃねーか！」

　だ、だめだっ!?

　おとねちゃんは語尾にその言葉をくっつける意味を完かん璧ぺきに見失ってるよ!?

　そこ変に言い返したらおかしな感じになるでしょ!?

「えのやん先輩、冷静になってください！　おとねちゃんもちょっと考えて！」

　おとねちゃんはハッとした顔になって、うんうんと頷うなずいている。

　よかった、わかってくれたのね!?

「藤白の愛しているものは女子らしさ満点なんですよ？　例えばお洋服やスイーツ、小動物とか……あと、こう見えて実は男っ……」

「男好き宣言しちゃってるよ、おとねちゃん!?　考えた末につける言葉に変化をつけたみたいだけど、逆効果になってるよ!?」

　おとねちゃんも混乱の最中にいるようで、目がぐるぐるとまわってしまっていた。

　そして、混乱の末に彼女はある一つの光に辿たどり着つく。




『あ、あとね。困った時とか空気が悪くなった時は、はいっ。これをあげるから、スイッチを押してみてね。その場に応じた効果音が鳴って場を平和にするという優れものアイテムだよ』




　私がプレゼントとしたそれを、大事に肌身離さず持ち歩いていたのだ。

　おとねちゃんはそれをそっと取り出し、握りしめていた。

　だめっ、私の事を信じてくれてるから今それを持ち出したのはわかるの！　でもね、それはジョークアイテムなの！　この場は絶対切り抜けられないと思うの！

「信じてください、藤ふじ白しろが少女であると！　将来の夢はお嫁さんやケーキ屋さん、幼稚園の先生……あと……」

　言い終えるタイミングで、おとねちゃんは救いを求めるように力いっぱいスイッチを押していた。

「あと……こう見えて実は男っ!!」

　そう言い終えると同時に、




『ガ─────ン!!』




　という、アニメなどでショックを受けた時に鳴るような効果音が響き渡る。

　ああ、神よ……。あなたは残酷です。

「将来の夢は男か!?　男になりたいのかっ!?　一体なんの告白なんだ!?　そしてその音は!?　ガーンって衝撃を受けたのはこっちだぞオイ!?」

　九く頭ず竜りゆう先輩がツッコミマシーンみたいになっていた。

　ひみちゃんは離れた場所でケラケラと笑い転げている。

　もうなんなのこの状況……？　私の責任も多大にあるとはいえ、流石さすがに疲れてきたよ？

　今にも嚙かみつきそうな先輩をどうにか身体からだを張って押しとどめながら、おとねちゃんにアイコンタクトを送る。

　とりあえず謝って！　謝ってこの場をどうにかしよう！

　ちゃんと伝わっただろうか。私の願い、ちゃんと届いただろうか……？

「せ、先輩っ、失礼しました！　藤白が間違っていました。噓うそ偽りなく、新入生の女子です。ほら、エルナもっ……こう見えて実は男」

　言うと同時にスイッチを押したようで、『ドッカ────ン！』という爆発音が鳴り響く。ああ……。

「エ、エルナも男だったのか!?　……俺はもう何を信じていいのかわからなくなってきたぞ!?」

　エルナもなんとか言ってください、という意味のことをおとねちゃんは言おうとしたんだと思うんだけど、最後にそれをつけたら台無しだった。

　効果音も相まって、衝撃の事実！　みたいに演出されてしまってたよ。

「……まあまあ、一度外の空気でも吸って落ち着いた方がいい……。さあ、こちらへ」

　そう言いながら九く頭ず竜りゆう先輩をなだめて部室の外へ連れ出してくれたのは湊みなと川がわ先輩だった。

　正直助かった……。

「ちっ、エルナ！　あとで話があるから顔出せよ。男同士、きっちり話をしような」

　先輩は湊川先輩に連れ出されながら、聞き逃せないとんでもない捨すて台詞ぜりふを吐いていく。

「ちょっと!?　私はちゃんと女ですよ!?　そこ、きっちり話さないと信じてもらえないような感じです!?　えのやん先輩ってば！」

　追いすがるようにしてどうにか真実を伝えようとするけれど、その言葉にかぶせるようになぜかおとねちゃんが例のスイッチを押してくれていた。




『ブブ─────────ッ!!』




「不正解を告げるみたいな効果音が大音量で鳴っちゃってますけど!?　私が女だっていうのが不正解みたいな鳴り方しちゃってますけども!?　待って、待ってくださいえのやん先輩!!」

　その場に応じた効果音が鳴るという設定だったスイッチなのに。

　その場面で〝最悪の〟効果音が鳴るだなんて、酷ひどいよ─────っ!!




　おとねちゃんはすっかり憔しよう悴すいしきったようにぺたりと座り込んでいた。

　彼女なりに状況を打開しようとした結果だった。

　……私は悪くないよ？　私のせいなんかじゃないよ!?　た、多分。




「……九頭竜さんは、夢なら覚めろと呟つぶやきながらふらふらとどこかへ消えた……」

　湊川先輩が一人で戻ってきて、そう教えてくれた。

　なんかもうこの短い時間に色々な誤解が生じてしまった気がするよ。

　部室に残された牛のぬいぐるみが、悲しそうに「モ──────！」と鳴いた。

　ぬいぐるみとは思えないリアルな鳴き声だ。そこはデフォルメして欲しかった。

　可愛かわいらしくアレンジしていただきたかった。

　木の横に置かれていることもあって、牧場感が半端ない。

「えっ？　本当に鳴いた!?　泣きたいのはこっちなのに!?　あっ、時報みたいな機能ね？　定時に鳴くようになってる系ね!?」

　心の中で九く頭ず竜りゆう先輩と美術部の部員の人たちにお礼を言う。

　それと同時に、「放課後楽園部っていうよりは放課後酪農部みたいになってきた」と心の中で愚ぐ痴ちってみたりもする……。




「……お待ちかね、華道部……私からの創部のお祝いは……じゃじゃーん」

　それからしばらくすると、自分の順番が来るのを密ひそかに楽しみに待っていたようで、もう我慢しきれない、というように湊みなと川がわ先輩がプレゼントを出してくれた。

　おとねちゃんがまだダウンしているのにお構いなしなところを見ると、相当ワクワクしているらしい。

　射的の一件といい、湊川先輩は大人っぽい雰囲気なのにもかかわらず意外に子供っぽいというか、無邪気な一面があるみたいだった。

「わー！　湊川ちゃんは何持ってきたのぉー？　お菓子？　ねぇお菓子ぃ？」

　単純にお菓子が食べたくなっただけらしいひみちゃんが、湊川先輩の裾すそをぎゅっぎゅと引っ張っておねだりしていた。

　この無邪気な二人が揃そろうと、途端にゆるーい空気が流れてほのぼのしてしまう。

「ミカグラ学園の良心である湊川先輩には……ソファーやテーブル、電化製品とかの実用的なものを期待しちゃってます！」

「一宮いちのみやさん、湊川さんがそんな大型のものを持ってきているように見えるんですかっ？」

　期待に胸膨らませている私の心を打ち砕くように、花か袋たいちゃんがぐうの音も出ないほど冷静かつ的確な指摘をしてくれる。

　確かに、そんな大きなものを持っているようには見えない……っていうか、

「どう見ても手ブラかな？　あれれ？」

　小さな物さえ、どこにも持っていないように見えた。

　思わずジロジロとその和服姿を眺めてしまう。

「……私は手ブラじゃない。ブラジャーもしてない」

　湊川先輩は、なぜか頰ほおを赤らめて胸元を手で隠すようにしながら小声で囁ささやいていた。

　違うよ!?　手ブラってそっちのやつじゃないよ!?

　手に何も持っていない、の方だよ!?

　健全な部類のブラだよ!?

　え、健全な部類のブラってなに!?

　何言ってるの私!?

　危うく先輩の不思議空間に飲み込まれてしまいそうになる。

　でも、そうなると創部のお祝いはどこに……？

「あ、部室の外に置いてあるとかかなっ？　湊川先輩ってば、そんなサプライズとかカッコよすぎますよー！」

　ランラン♪　とスキップしながら部室の扉を開けて、ついてきたひみちゃんと一緒になって左右を確認する。

「あれぇ～？　何もないねっ！　あっ、あそこで頭を抱えて座り込んでるのって九く頭ず竜りゆうさんじゃない～？」

　ひみちゃんが指さす先を見ると、そこには九頭竜先輩が悪夢にうなされるように、

「エルナが男……。男だからなんだ!?　俺は何も困らない……関係性は変わらない……だが、男か……」

　ひたすら自問自答を繰り返していた。

「ひみちゃん、私たちは何も見なかった。それが、えのやん先輩のためになるの……いいね？」

「ふ～ん……？　そうなんだぁ……」

　ひみちゃんは不思議そうな顔をしながら、でも実際そんなに興味があるわけでもなかったのかあっさりと部室へと駆け戻っていってしまう。

　せっかく九頭竜先輩と仲良しになれてきた気がするのに、今後大丈夫だろうか……？

　後でゆっくりとお話しする必要性がありそうだった。

　男としてじゃなく、もちろん女の子としてね！




「……おかえり？　私は男の子なのでブラジャーはしていない、外にもブラは干してないよ？」

「まだその件やりますっ!?　別に部室の外に湊みなと川がわ先輩のブラを探しに行ったわけじゃないですよ!?」

　湊川先輩があんまりにもしつこくそれを言ってくるので、和服の下に本当にブラジャーしてるんじゃないかと不安になってくる……。

　今の時代は男の人用のブラジャーも存在するっていうけど、まさかね……？

　おかしな想像を振り払うように首を思いっきり振って、本題に戻ることにする。

「この度は創部のお祝いありがとーございまっす!!　さっ、どんなものでもありがたく頂戴しますよっ！」

　両手を重ねて差し出すようにして、そのままお辞儀する。

　一体どんなものがお祝いとして手のひらに置かれるのか、緊張してきたよ……。

「……その小さな手のひらには収まりきらないみたい。だから、見ていて」

　湊川先輩はそう告げると、部室の隅に向けて手を掲げていた。

　すると、なんということでしょう……！　たくさんの可か憐れんな花が、床から勢いよく咲き乱れてくるではありませんか！

「これが、私からのささやかなプレゼント。なんていう花だかわかる……？」

　見たことはあるけれど、花の名前にはまるで詳しくなかった。

　うーん、と悩んでも一向に思いつかない。

　ひみちゃんはわかる？　と聞こうとしたけれど、お菓子がプレゼントじゃなかった時点で完全に興味を喪失したらしく、まだへこんでいるおとねちゃんの頭をぺちぺちとリズミカルに叩たたいて遊んでいた。

「これは……ワスレナグサではないでしょうか？」

　花か袋たいちゃんが、自信なげに言う。

　それで正解だったようで、湊みなと川がわ先輩はこくりと小さく頷うなずく。

「ワスレナグサかぁー！　煮て食べると美お味いしそうで非常食として役立ちそう……じゃなくて綺き麗れいですねっ！　でも、なんでたくさんある花の中からこれを……？」

　きっと何か意味があるはずだと思った。

　……私がちゃんとお世話しなさそうだから、あんまり手間のかからない花を選んだ……とかありそうで聞くのが怖くもあるけど。

　私の疑問に、湊川先輩は俯うつむいてこの世の終わりのような顔をしてこう答えてくれた。

「……ワスレナグサの花言葉は、〝わたしをわすれないで〟」

「忘れないですよ!?　なんで唐突にそんなにネガティヴ!?　そんな花言葉聞いたら、部室に咲いてるワスレナグサを見る度に妙な罪悪感を感じてしまいそうなんですけど!?」

　確かに、自分たちの部活ができたら、他の部に遊びにいく機会が減るかもしれない。

　それを連想した先輩の、花言葉を通したメッセージなのかな……？

「……なんちゃって。おどろいた？　おどろいた？　本当はこの花ではなく、別の花をプレゼントするつもりでいた」

　俯きから戻った湊川先輩は、いつも通り無表情に近い……。

　それでも、その中に確かな微笑ほほえみをたたえてくれている。

　……冗談めかしてはいるけど、ほんの少しだけ本音も含まれているのかもしれないな、と思った。

　華道部は他の部員にまるでやる気がなくて、ほぼ先輩一人で活動しているような状態だと聞いた。

　華道部の部員みたいに、自分から距離をとっていくんじゃないかと、先輩は心のどこかで不安になったのかもしれなかった。

「……私はそんなこと、しないのになっ」

　これまで通り……ううん。

　今まで以上にたくさん、湊川先輩のところへ遊びに行こうと誓った。

　今度からはおとねちゃんも一緒に！

　そのおとねちゃんはというと、床の上に咲いた花を屈かがみながら興味津々に触れていた。

「このお花は小さくて可愛かわいらしいですね。あと、こう見えて実は男っ」

「もうそれやめよ!?　私が悪かったからぁ、ね!?　そのお花が実は男なの……？　なんかそう聞いたら途端にお花の匂においをかぐのが嫌になってきたね!?　汗臭そうだね!?」

　湊みなと川がわ先輩がナイーブになっている空気を察して、彼女はわざとふざけてみせたような気がした。

　それは、おとねちゃんなりの気遣いだろうか。

　そう思っていると、彼女が例のスイッチをぽちっと押す。

『ブブ─────────ッ!!』

　はずれかよ!?

　不正解の効果音、よくもまあこのタイミングで鳴ってくれるね!?

　私達たちがそんなじゃれ合いをしている間に、湊川先輩はもう一度花の咲く場所へと手をかざした。

　瞬く間にワスレナグサは床の下……土へと帰り、代わりにその場所には別の新しい花が咲き誇っていた。

「……これが、私からの本当のプレゼント。この花の名はルピナス。花言葉は……〝多くの仲間〟」

　初めて見る種類の花だった。

　けど、その花言葉を聞いてから見ると……なんだか勇気を、パワーを貰もらえるような気がしたんだ。

「湊川ちゃん、今のすっごく決まってたよ！　マネしていい？　ひみもマネしていーい!?　……花言葉は……〝おおくのなかま〟!!　ここで斜め四十五度に顔を傾けてキリッと!!　似てたぁ？　ねえねえ、似てたぁ～？」

　ひみちゃんがなぜか大はしゃぎでモノマネをはじめていた。

　それを見て湊川先輩が「いやぁ、お恥ずかしい」みたいに照れているのがなかなかに意味不明だったけど。

「……一宮いちのみやさんに、そして放課後楽園部さんに……。たくさんの素敵な仲間ができることを、私も微力ながらお祈りする」

　最初は私に、その次におとねちゃんに。順に握手を求めながらそう言ってくれた湊川先輩に、不覚にもじーんときてしまった。

　華道部にも、いつか活気が戻るといい。

　たくさんの仲間が戻ってくるといい。

　そのお手て伝つだいが私にできるなら、なんだって協力したいな。そう思った。

「ひみも微力ながら、お菓子食べながらお祈りするっ！」

　ひみちゃんがまた、湊みなと川がわ先輩の中途半端なモノマネをしてみんなを和なごませて笑わせてくれた。




　そしてそのまま、書道部の二人と湊川先輩は自分の部の用事があるからと部室を後にしてしまう。

　最後の最後まで、ひみちゃんはおめでとー、と繰り返し言ってくれていた。

　プレゼントより何より、やっぱりその気持ちが一番嬉うれしいのだった。





　　　＊






　それにしても、書道部からの創部祝いは観葉植物としての大木で、湊川先輩はお花。もちろんこれはこれで心の底からありがたいんだけど。

　放課後楽園部とだけ伝えて、音楽をやる部だと伝えなかったことはやっぱりマズかったかもしれないな、と思う。

　知らない生徒が入ってきて、「さてここはどういう活動をする部活でしょう？」というクイズを出題したら答えられる人はいないはずだ。

　むしろ私でも一瞬答えに詰まるかもしれない。

　そのくらい脈絡のない空間になりつつあった。

　予定では既にソファーや棚など、部室ライフが豊かになるアイテムが揃そろっているはずだった。

　なんなら楽器をプレゼントしてもらえるかもくらいに思っていた。

「こんなことなら、シグレにも声をかけておくんだったかなー？」

　シグレに創部したことを伝えるのはいいとして、部室ができた事を教えるのに抵抗があったのだ。

　なんせ、あれはずっと居座りかねない。




「プレゼントは、エルナちゃんとボクが一緒に寝るためのスペシャルなダブルベッドだよ！」




　とか言って住み込むつもりでやってきかねない……。

　──って、今の声はもしかして……？

「エルナ、もう勝手に入ってきていますよ？　一人でダブルベッドを運び込んだ挙句、ベッドの中でパジャマに着替えて……」

「さっ、おいで！　ベッドも心も、しっかりと暖めておいたよ？」

「とか戯たわ言ごとを言ってますよ……？」

　おとねちゃんが目の前で行われている不法侵入、そして従兄いとこによる奇行を事細かに実況解説してくれていた。

　やめて、もうわかったからそれ以上何も言わないで。

　見たくない、現実から目を背けていたい！

「シグレ先輩っ、そろそろ出てもいいでしょうか？　ボクも創部のお祝いを言いたいのですっ……」

　聞き覚えのある声に、思わずベッドの方を向いてしまう。

　……そこには、シグレがふわふわモコモコした猫耳フード付きの純白パジャマを着用して寝転がっていて……。

　そして妙にこんもりと膨らんだベッドの掛け布団がひとりでにめくれ上がったかと思うと、




「アスヒ君だ!?　なに？　変質者に軟禁されてたの!?　もう大丈夫だよ、おとねちゃんが風紀委員会に端末から通報してくれたからね！　アイツはそろそろ連れていかれるからね！」

　掛け布団の中から息苦しそうにけほけほと咳をして出てきたのは、射い水みずアスヒ君だった。

「はぁ～、空気がおいしいのです……。エルナさんに藤ふじ白しろさん、放課後楽園部の創部認定おめでとうございますですっ！　もっと早く来るつもりだったのですが、お店でお祝いを選んでいるときにシグレさんとお会いしまして……」

「誘拐されたのね？　無抵抗なアスヒ君を無む理り矢や理りに！　おとねちゃん、端末に風紀委員会への追加情報を打ち込んで！　不法侵入だけじゃなく男子生徒を誘拐していた、って」

「もう送っていました。犯人は変態顔だという有力情報も添えておきましたよ」




　苦しがるアスヒ君の背中をさすってあげながらそんなやり取りをしていると、仕事の早い風紀委員が数名やってきてシグレを羽交い絞めにして連れ去っていってくれる。

　おとねちゃんは風紀委員に対して、おまわりさんがするような敬礼をびしっとして見せる。相変わらず権力めいたものに対しての猫の被り方が凄すさまじいね……。

「あ、あれれ？　もしもーし!?　風紀委員さん達たち？　おかしいな？　ボクの顔を見た事あるでしょ。漫画研究会の二にの宮みやシグレ！　ヒ、ヒーロータイムだよ？」

　完全に犯罪者扱いで強制的に連れ去られながら、自分の能力名までアピールして逃れようとする様はとてつもなく格好悪かった。

「二宮さんの名前を騙かたるとはなんて図ずう々ずうしい変質者だっ！　確かに顔はよく似ているが、あの人は〝ヒーロータイム〟の異名の通りまさにヒーロー。こんな軽犯罪に手を染めたりしないんだよっ。しかもなんだそのパジャマは！　ど、どこで売ってるんだ！　さっ、おとなしくこっちへ来い！」

　あれ？　風紀委員の人、ちょっとふわふわモコモコの猫耳フード付きパジャマを欲しがってる……!?




　シグレは、生徒手帳で名前を見てくれとか、エルナちゃんの前ではたまに我を忘れてしまうだけだ、とか叫びながら引きずられるようにして部室から退場していった。




「待って、ホントにボクはこれで終わり!?　エルナちゅわぁ────ん！　創部おめでとうぅぅぅぅ!!　好きだ────────っ!!」

　投げキッスを連発するポーズをとりながら、騒がしく消えていった。

　……アスヒ君の件はあれとしても、本当に私に……従妹いとこに会いにきただけなんだし、どうせすぐに解放されるだろうけど。

　部室に、なんともいえない沈黙が訪れる。

　それはシグレの嵐のような、怒ど涛とうの入退場のせいもあるだろうけど……。

「（アスヒ君とおとねちゃん、やっぱりちょっと気まずい、よね？）」

　ルーキー戦トーナメントの決勝戦。

　倒れるアスヒ君を見下ろしているおとねちゃんの姿が、その光景が今でも目に焼き付いて離れない。

　そして、人見知り炸さく裂れつのヒーローインタビュー。

　何もなかったように語り合うだなんて、できるわけがないと思った。

　……それなのに、アスヒ君は。

「藤ふじ白しろさんですよね！　エルナさんの部に入られると聞いてビックリしましたっ。こうしてきちんとお話しするのは初めてで緊張してしまうのです！」

　まるで何のわだかまりも存在しないみたいに。話しにくくても、ぎこちなくなっても仕方ないと思うのに、いつも通りの笑え顔がおで。

　忘れてた。

　彼が厳しいのは自分にだけで。それ以外は他の誰に対してでも優しいのだった。




　……だから、天使なんだ。

　おとねちゃんが、アスヒ君から掛けられた言葉にハッとした表情を浮かべていた。すぐに言葉を返すことができずに、口ごもっている。

　私が助け舟を出すことは簡単だ。

　けど、ここはおとねちゃんが頑張るべき場面だと思った。

　友達を、仲間を信じたいと思った。

　おとねちゃんは、何度も口を開こうとしては思い留とどまって、というのを繰り返していた。

　一度は、私のあげたスイッチに手を伸ばそうとして、それはダメだ、というように首を横に振ったりもしていて。

　安易な逃げ道を選ぶつもりがないのが、よくわかった。

　自分の言葉で、自分の声で。おとねちゃんは、アスヒ君に……伝えたいんだ。

「あ、あの。藤ふじ白しろは、藤白は……ヒーローインタビューでっ……！」

　ゆっくりと、想おもいを絞り出すように。涙で目の前がかすんで見えなくなっても、しっかりと相手の方を向いて。

「思ってもいな……ううっ。ごめんなさぃ……。うわぁぁぁぁん」

　本当に言いたいこと、人見知りであるが故の思ってもいない発言だったことは充分に言えていなくて。けど、しっかりと謝っていた。




「今までは、人見知りが原因で暴言や失礼なことを言ってしまった相手は、避けてきたんです。む、向こうも避けてきますし……ね。ただ、それじゃいけないっていうのはわかっているつもりです」




　いつだったか、私と二人でいるときにそう言っていた。

　その時から、アスヒ君に謝ろうという決意を秘めていたのかもしれなかった。

　きっと何度も頭の中でシミュレーションして。何度も失敗して、やっぱり無理だとあきらめかけたりもしたかもしれない。

　それを思うと、眼前のおとねちゃんの行動は私まで感無量の思いだった。

　アスヒ君は、謝罪を受けて心配そうにハンカチを差し出してあげていた。

「わっ、泣かないでくださいです！　ボクが手も足も出ずに負けてしまったのは紛まぎれもない事実ですし、それにボクのお父さんがプロレスのテレビ番組が好きで一緒に見たことがありましたから、わかるのです！」

「プロレス……？　アスヒ君、それ何の話……？」

　突然話が思わぬ方向に飛んだので、我慢しきれずに口を挟んでしまう。




「その時に出ていたプロレスラーさんもヒーローインタビューで……ヒールというのでしょうか、悪役の方はわざと対戦相手を煽あおるような受け答えをしていたのです！　藤白さんも、プロレス好きだったのですよね!?」




　は、はあ……？

　天使の口からプロレスっていうワードが出てきただけで衝撃的だけど、そういう受け止め方をしていた事に驚きを隠しきれなかった。

　おとねちゃんもされるがままにハンカチで涙を拭ぬぐわれながら、一体何が起こっているの？　という混乱の最中にいる様子。

　そしてどういう反応を返すのかと見守っていたら、

「そ、そうなんですっ！　実は藤ふじ白しろはプロレス愛好家でして！　新聞部の記事にもなると思ってしまったもので、紙面のことを思ってついつい悪ぶってあんな刺激的な発言をっ！」

「えっ、受け入れたの!?　まさかプロレス好き設定を受け入れた上で今後アスヒ君と接していく道を選んだというの、おとねちゃん!?」

　二人はどこか照れたような表情で和解していた……。

　いや、それでいいならいいんですけどね？　私の心配は、仲間を信じようとか思ったあの真剣さはなんだったのかな……？

　アスヒ君はひとしきり挨あい拶さつができて満足して急に思い出したのか、べッドの掛け布団の中からもぞもぞと何か取り出しはじめた。

「つまらないものですが、ボクからの創部祝いのプレゼントなのです！　よかったら受け取ってくださいです！」

「ありがとーっ！　なんだろうこれ！　なんだか生暖かい布……？　っていうか、これってさ……」

　どう見てもベッドの中で着替えたシグレの制服だよね!?

　確かにつまらないものだけども！　えっ、プレゼントってこれなの……？

　パジャマ姿のまま連行されてしまったから、掛け布団の下にシグレの制服があるのはわかる。だけどその所有権はアスヒ君にはないはずだ。

　彼が人の物を勝手にプレゼントにあげる……？

　それはなかなか考えにくい事態だった。

　おとねちゃんはどういう反応をしているだろうなと横目で窺うかがうと、端末でプロレスについて検索しているみたいだった。

　今!?

　今から知識を仕入れて勉強するの!?

　どうしよう……おとねちゃんが本当にプロレスに目覚めてしまったりしたら……。

　ある日突然覆面をつけて現れたら、私は自然な対応ができるだろうか？　タッグマッチのために相方になって欲しいと頼まれたりしたら、私も覆面をつけなくてはならないだろうか……？　覆面はピンクが似合うだろうか……？　リングネームはエルナンデスでいいだろうか……？

　いやいや、そんな可能性を妄想するよりもまずは現実の問題に対処しなくちゃだよ！　アスヒ君からのプレゼントがシグレの脱ぎたてほやほやの制服であるところから解決していこう!?

「実はそれ、ボクの大切な人も使っているものなのですが……」

「!?!?」




　大切な人!?

　アスヒ君とシグレはいつの間にそんな関係になってたの!?

　ちっとも気づかなかったよ!?

　確かにアスヒ君は中等部のころからシグレに憧あこがれを抱いていたみたいだけど、それは対抗戦の実力のことじゃなかったの!?

　頭の中で、考えてはいけない二人の映像がとめどなく流れていた。

　シグレやめてっ！　天使を穢けがさないで！

「是非においを嗅かいでみてほしいのです！　とてもリラックスできるにおいで、これを近くに置いて寝ると安眠できるのですっ」

「!?!?!?」

　馬鹿な!?

　シグレの制服に染しみついた体臭にそんな効能が!?

　そしてその説明をしながら夢見心地って雰囲気のアスヒ君はどうしてしまったの!?

　おかしくなっちゃったの!?

「あっ、美お味いしそうと思うかもしれないですが、ボクもそう思って危なく口に入れそうになったのですが食べ物ではないのです！」




「アスヒ君どうしちゃったの!?　正気を取り戻して!!」




　シグレの制服を見て「あー、これ美お味いしそうだなぁ」とか思わないよ!?　どんなに寝ぼけていたとしてもそんなことにはならないと思うよ!?　そんでアスヒ君は食べそうになったの!?　どんだけなの!?

　あわわわわ……と、どうしたらいいのかわからなくなってくる。




　流石さすがにその様子にぎょっとしたのか、おとねちゃんが何かを思いついたようにベッドの掛け布団の下に手を入れてゴソゴソとまさぐっていた。

「あ、ありましたっ！　もしかしてプレゼントってそのゴミではなくこっちではないですか？」

　シグレの制服をあっさりとゴミと言い捨てながら彼女が取り出したのは、布状の包みに入ったプレゼントで。

「うああああ！　それです、間違えましたですっ！　女性にプレゼントを渡すことなんてないので、緊張してしまっていたみたいです……。ごめんなさいです」

　改めてその包みを受け取ると、確かに布の触り心地が制服の生地と似ているような気もしないでもなかった。なんて紛まぎらわしいの？

「本当によかった、よかったよ……。ありがとね、開けてもいいかなっ？」

　アスヒ君の了解をもらって、包みを開封してみる。

　これは……なんだろ？

「アロマテラピーのアロマポットとオイルの入った複数の瓶、ですね。とてもカラフルでいいにおいがしますよ」

　おとねちゃんがそう教えてくれて、へー、と感心する。

　確かにオイルはきれいな色で美お味いしそうに見えてしまうかもしれない。

「ボクの父も好きで使っているものなのです！　このにおいはとてもリラックスできますです！」

　プロレスを見てたっていうアスヒ君のお父さん、アロマも好きなのか……。

　なんだかキャラがブレブレで姿が想像しにくいね？

　がっちりマッチョ体型のお父さんなのか、それともアスヒ君似で女子力高めのお父さんなのか……。

　ありがたく部室で使わせてもらうね、とお礼を言って、シグレの制服はベッドの中へ戻しておいた。

「それにしても、このベッドの中色々な物ありすぎじゃない？　アスヒ君も隠れてたし、まだ何かありそうで怖いんだけど……」

　掛け布団はまだこんもりと膨らんでいるのだ。

　何が出てくるか恐ろしいので、あまり触れずにそのまま置いておくことにした。

「それでは、ボクはそろそろお暇いとましますです！　またよろしければ藤ふじ白しろさんもご一緒に天文部にも遊びに来てくださいですっ。プロレス好きの先輩がいますので、プロレス雑誌も置いてありますので！」

　プロレス、随分と人気だね……？

　おとねちゃんはいつかプロレス雑誌を読みに行く羽は目めになるんだろうか……？

　アスヒ君が名な残ごり惜しそうに部室を後にすると、おとねちゃんは前途を憂いてなのか、深い深い溜ため息いきを吐ついていたのだった。




「このダブルベッドどうしようか……？　立派だし心惹ひかれるけど、これってどう見てもシグレのさ」

「し、使用済みの中古ですよね……？　だって見てください。ヘッドボードにこんな落書きまで残っていますよ」

　おとねちゃんに言われて、ベッドの頭側にある枠を見てみる。

　──そこには、私の名前とシグレの名前で相合傘が落書きされていた。

「落書きっていうか、これ彫ってあるよね？　まるで芸術作品かのように堂々と鎮座しているね……」

　本当に気持ち悪かった。

　このベッドで寝ると、夢に必ずシグレが出てくる呪のろいとかかかってそうだった。

　百歩譲って私はそれでもいいとしても、おとねちゃんは嫌だろう……。眠ったらよく知らない、今までに会った印象から変質者だと思っているかもしれない男が毎回夢に出てくるなんて。

　不眠症になってもおかしくなかった。

「このベッドは返そう……？　なんか念みたいなものが宿っていそうで捨てるのも怖いから、シグレに引き取ってもらおう……？」

「そ、それがいいです。藤ふじ白しろはこのベッドよりも寝袋を選びます」

　酷ひどい言われようだった。

「わっせ、わっせ」と二人で掛け声を出し合いながらベッドを部室の外に運び出す。

　これがあるとせっかくの部室なのにリラックスできない、なんだかゾワゾワする、というおとねちゃんの意見を汲くんでの行動だった。

　シグレが聞いたら衝撃を受けるかもしれない。

「よっと！　この辺でいいかなー？　シグレの制服も一緒に置いておこうっと」

「部室の前に使用感のあるダブルベッドと脱ぎ捨てられた男子の制服が置いてあるって……。ただでさえ放課後楽園部って名前から活動内容が予想できないのに、さらなる混乱を招きそうですね」

　おとねちゃんがブルーな語り口で凹へこみながら呟つぶやいていた。

　ベッドがあって楽園って、確かになにやらよろしくない妄想をされてしまいそうではある。薄い本の執筆が捗はかどりそうなシチュエーションである。




「はーっ！　微妙な姿だった先生がある日突然変身してステキに！　そんなアニメみたいな展開があっていいっスか!?　ぼくも変身したいっス！」

「変身したら、その影響で今の友達関係が崩れたりするかもしれないっつって！　いいことばかりではないっつって！」

「く────っ！　それも青春っスよ！　揺れ動く気持ちが奏かなでるアンサンブル！　ハーモニー！　えーと、後は……あっ、メタル!!」




　うさ丸まるが、知っている音楽用語を無理に使おうとして失敗していた。

　メタルは唐突すぎるでしょ……？　それまで少女漫画的なイメージの音楽用語を選んでたのに、最後だけ熱すぎるでしょう……？

　案内してもらってきたのか、人間の姿のビミィに先導されて演劇部のみんながこちらへと歩いてくるところだった。

　まだ遠くにいるのに、うさ丸はうるさいからすぐにわかってしまう。

　熊くま野のさん先輩は声が可愛かわいいからすぐにわかる……って、本人に聞かれたら泣かれそうだから内緒にしておこう。

　私たちが部室の外にいるのに気づいて、うさ丸が「おーい、っス！」と両手をブンブン元気に振ってくれた。




「んー、部員二名にしては広くていい部室だねって褒めたいけど……この大木を目の前にすると何も言えなくなる的な感じがあるね？」

　赤あか間まくんが木の幹をポンポンと叩たたきながらぼやいている。

　買ってきた飲み物を配布しているビミィを見てニヤニヤして、

「先生の正体がまさかこんな姿だったとはね。いつもは微妙な生き物を演じてたい的なことなんだ？」

　ミネラルウォーターのペットボトルを受け取りながら気安く話しかけていた。

　先生という立場ではあるけど、ビミィは人間の姿になっても威厳という言葉とは程遠い印象があった。

　友達感覚で話しかけてしまうのは、赤間くんに限ったことではないようだった。

「演じていたわけではないさ。なんだろうな、モードが切り替わるとでもいうか」

　ビミィも怒るわけでもなく、自然な調子で言い返していた。

　その間もずっと、「可愛くなくなった……」と言ってビミィの頭を叩き続けて元に戻らないかと試しているのは熊野さん先輩だ。

　されるがままになっているビミィを見ていると、コイツ本当に先生だったんだね！　大人だったんだね!?　と感心してしまう。

　微妙な姿形をしているからビミィと名付けたはずなのに、今の見た目だとその名前すらもカッコよく思えてしまう。

　マイナスな意味なんてまるでない、ハーフの子の名前みたいになってる。

「そうだ、遊ゆう兎とっ。わたしたち演劇部からのお祝いのこと、説明しないとでしょ～？」

　にゃみりん先輩がお姉さんらしい発言をしている……けど眠いのか、部室の外に置いたシグレのベッドで寝ようとふらふらと引き寄せられそうになる度にトンきゅんに無言で止められていた。

　しっかりしているのかダメなのかわからない。

　……多分ダメな側のお姉さんだ。これでも飲んでおとなしくしていてください、とトンきゅんから甘い飲み物を与えられてようやく落ち着いたようだった。

「ウチからのお祝いな……。わかってるけどさ、一宮いちのみやちゃんに上う手まく伝えるのって難しいんだよ。内容が内容だけにさー」

　髪の毛をかきあげながら、赤あか間まくんはトンきゅんに同意を求めるように言う。

「伝え方によっては、残念な使い方をされてしまいそうではありますが。でも、赤間代表から言うべきですよ」

　残念な使い方？　ってなんだろう……。なんかトンきゅんにバカにされてるような気がするのは気のせい？

「お祝いって結局何になったんスか!?　ぼくはなんで会議に呼ばれなかったんスかね？」

「だってぇ、うさ丸まるの意見を聞いちゃったら、青春っぽいモノっていうよくわからないプレゼントを考えなきゃいけなくなりそうかなって～」

　にゃみりん先輩が笑え顔がおで残酷なことを告げていた。

　つまりみんなで決める会議に一人だけ呼ばれなかったらしい。

「熊くま野のさんは生肉がいいと提案したんだっつって！　熊くまらしい野性味あふれるプレゼントだっつって！」

　そう誇らしげに言いながら、トンきゅんに「小熊ちゃんのイラストが描かれたカーテンはどうかなぁ？　って言ってましたよね」と可愛かわいらしい本性をバレされていた。

　でも、そんな風にみんなで相談してくれただけで嬉うれしい！

　そりゃ、いい物を貰もらえるのにこしたことはないけどさっ。

　いったいどんなものが貰えるんだろう!?




「──で、話し合った結果、あげないことになったんだ」




　赤間くんは、ニヤリと意味深っぽくはにかんで言った。

　ふむふむ、そりゃあありがたい……ってありがたくないよ!?

　あげないって何さ!?

「一宮ちゃんは考えてる的なことがすぐに顔に出て面白いよね？　話は最後まで聞いた方がいいよ」




　まだ続きがあったのか、いっけね！　てへぺろ！

　……と考えていたのも顔に出ていたらしく、しかもてへぺろは実際にやってしまっていたらしかった。

　それを見て、みんなに笑われてしまう。

「なんだよー！　おとねちゃんまで一緒になって笑うことないじゃん！」

「笑ってませんよ？　藤ふじ白しろは生まれてから一度も笑ったことがない少女です」

　物凄すごい噓うそのつき方だった。

　ここまでくるとなんだか妙な説得力がある……。

　いや、実際はたくさん笑ってるけどね!?

「あげないことになったんだ。……今は、ね」

「今はくれないって、一体いつになったらくれるの!?　何時何分何秒!?　地球が何回まわったとき!?　ねえねえ！」

　我ながら必死だった。

　みんなちょっと引き気味なのは気のせいではあるまい。

　嬉うれしそうなのはうさ丸まるだけである。

「それ懐かしいっスね！　去年くらいまで使ってたっスよ！　三日に一回は必ずっス」

「うんうん、小さい頃よく言ったよね……って去年まで言ってたの!?　つい最近までだね、しかも三日に一度はかなり頻繁だね!?」

　高校生になってまで使ってしまった私が言うのもアレだけど！

「うさ丸、俺からこれをプレゼントしよう」

　そう言ってうさ丸にマスクを渡したのはトンきゅんだった。

「え？　なんでっスか？　さんきゅーっス！　……もしかしてコレ、ぼくは黙ってろって意味っスかね？　にゃみりん先輩、どう思うっスか……？」

　トンきゅん本人に直接は聞きづらかったらしく、座り込んで花を愛めでていたにゃみりん先輩を頼っている。

「えぇー？　うさ丸のお口が臭い……とかかもよぉ～？　ふふっ、知ーらないもんっ」

　うさ丸はその予想を耳にして愕がく然ぜんとしたらしく、肩を落としておとなしくマスクを装着していた。

　だ、大丈夫だよ臭くなんてないよ!?

　うさ丸はちゃんとうさぎっぽい匂においだよ？

　などとフォローになっていない事を考えながら、赤あか間まくんの言葉を待つ。




「今は、あげない。これからさ、一宮いちのみやちゃんが新しい部を創り上げていく上で困る事がたくさん出てくると思う。集団ができるっていうのはそういうことだよ。ミカグラ学園では特にね。その時、俺を含めた演劇部が……一度だけ、なんでも助ける権をあげようって話になったんだ。それとは関係なくても、迷ったときは頼ってくれていいけどさ！」

　今はあげない、っていうのはそういうことだったの……。

　赤あか間まくんが語っている途中からとても真剣な声色になっていることに気付いた。

　いつだってどこか摑つかみどころがない赤間くんが、ストレートに。

　にゃみりん先輩が……熊くま野のさん先輩が……そしてうさ丸まるとトンきゅんも。みんなが赤間くんに同意するように、力強く頷うなずいてくれる。




「最っ高の創部祝いのプレゼントだよ、みんなっ！」




　テンションＭＡＸ状態な私は、一人一人にハグしてまわった。

「うさ丸、口、臭くないからねっ!?」

「そ、その言葉が今のぼくには一番うれしいっスっ！　もう泣きそうっスよ！」

　うさ丸はマスクを外してトンきゅんの方向へと放ほうり投げながらハグを返してくれた。

　女子に免疫がないのか、恐る恐るのハグなのが可愛かわいらしい。

「トンきゅん、放課後楽園部の部室ってどうかな？　居い心地ごこちいいと思わない？　たくさん遊びに来てよねっ」

「部室にあるのがまだ木と花だけで牧場っぽいから、豚を連想したわけではないですよね？　そこ重要なので確認したいです」

　実は全くもってその通りなんだけど、頷くわけにもいかないので力強くハグしてごましておいた。

「熊野さん先輩、さっき言ってた小熊ちゃんのイラスト入りカーテン……欲しいですよ？」

「本当!?　あのね、実は部へ屋やで使ってるの！　お揃そろいの欲しいかなっ？　わーいっ、今度もってくるよー！」

　相当嬉うれしかったみたいで、語尾を忘れた素の状態で向こうからぎゅっぎゅと抱きしめてきてくれた。至福のひとときだったよ……。

「にゃみりん先輩ッッ!!　うあああああああっ!!　ふおおおおおおんっ!!」

「エルナちゃんってば、そんなに甘えてきてどうしたのぉ？　赤ちゃんみたいだねぇ！　……赤ちゃんゴリラみたいだね！」

　先輩の胸元に顔を押し付けながらハグをさせてもらった。頭の中で、ぱふぱふという効果音が柔らかく鳴り響いていた。至福。でも、私をどうしてもゴリラにしたかったんだね!?　まだゴリナちゃんって呼ぶチャンスを伺っていますよね!?

「赤間くん。早速だけど一度だけ助ける権、使用させてもらうよ！」

「……嫌な予感がするな？　トンきゅんが危き惧ぐしてた〝残念な使われ方〟が着実に現実化しつつあったりしない？　ねぇ一宮いちのみやちゃん、ハグする的なのはいいんだけどさ、お願いを聞いてくれるまで逃がさないみたいな感じで抱きしめる力が強すぎない？　俺だからいいけど、アスヒだったら折れてるよこれ？」

　なんでアスヒ君を例えに使うのかはイマイチわからなかったけど、逃がさないという気持ちがハグの強さに出てしまっていたのかもと反省する。

　彼らの心配している残念な使い方に分類されるようなこともたくさん頭をよぎった。

　ただ、それは冗談でも口にできなかった。

　一度だけという制限つきとはいえ、『なんでも助ける』だなんてよっぽどの決意がないと言えないことだ。だから、それに背いちゃいけないと思った。

「もしかしたら、助けるっていうのとはちょっと違うのかもだけど。私たち放課後楽園部と、赤あか間まくん達たちの演劇部。この二つの部を、姉妹校ならぬ……〝姉妹部〟にしてもらえませんかっ……!?」

　それは、ずっとずっと考えていたこと。

　おとねちゃんにも、一度相談したことがあった。

　私は自分の部を創りたい。だから演劇部には入部することができない。ただ、だからって長い期間を過ごさせてもらったんだ。繫つながりを持っていたい。

　ただ友達というだけじゃなくて、部としても。

　……これは、私のワガママだろうか。

　困らせて、しまうかな？

　らしくもなく、弱気の波が押し寄せてくる。

　赤間くんは、しばらく考える素振りを見せてから言った。

「だめだね、そのお願いは」

　言いにくそう……といった風でもなく、極めて冷静に淡々と。

　そうだよね、迷惑だよね、と赤間くんから目をそらして地面を見つめてしまう。

「そんなのはさ、当たり前すぎて助けるだとかお願いのうちには入らないよ。急ぐ必要はない。また別のお願いを考えて来てくれるかな？」

　……聞こえてきた声に耳を疑って、地面から赤間くんへと視線を戻す。

　そこには、彼らしいちょっと意地悪そうな笑えみが浮かんでいた。

「そういう姉妹部みたいなシステムはこのミカグラ学園にはないけどねっ。ただ、これは演劇部に持ち帰ってみんなに相談するまでもない話だと思うよぉ。断りたいなんていう子、一人だっていないもんね～」

　にゃみりん先輩。

「わざわざ言葉にしなくても、部同志で仲良くするつもりだったっつって！　何のお願いをするかと思ったら、肩すかしだっつって！」

　熊くま野のさん先輩。

「残念な使われ方をするんじゃないかなんて疑ったりしてすいませんでした。残念なのは俺の方でしたね」

　トンきゅん。

「くーっ！　な、泣いてないっスよ!?　青春すぎて涙がとまらないなんてことは断じてないっスから！」

　うさ丸まる。

「それじゃ、改めて演劇部代表の赤あか間ま遊ゆう兎ととして言おうか。よろしく、放課後逆転部の部長さん」

　赤間くん。

「放課後逆転部じゃなくて、放課後楽園部ですけどねっ!?　大事なところで間違えるのやめてもらっていいですかね!?」

　きっと、その間違いも私を笑わせるためにわざとしてくれたんだろう。

　このみんなの事が、元放課後シックスが……大好きだ。




　みんなでジュースを飲みながら、これからのことについてゆるーく話し合った。

　対抗戦に向けての合同練習のことなどいろいろ。

　赤間くんは私の性格を熟知しているようで、「細かいことは今じゃなくていいからその場その場で決めよう！」と私が考えすぎて知恵熱になる前に助け舟を出してくれる。

「でも、音楽系の部だったとは初耳っス！　ちゃんとしてるじゃないっスか。いやここだけの話、一宮いちのみやさんが可愛かわいい女の子をひたすらにナンパする部だと思い込んでいたっス……。姉妹部になるって話になったとき、ぼくも一緒にナンパしにいくのか……こりゃ青春がはじまるぞと思っていたっス」

「あの良いシーンでそんなこと考えてたの!?　しかもあの時ってうさ丸泣いてたよね？　ナンパのこと考えて泣いてたの……？　もう台無しだよ!?」

　せっかくの感動が早くも薄れてきてしまった。なんということ……。

「一宮ちゃんが音楽なんて意外性的なのがあるよね。ちょっと楽器を弾いてみせてよ？　……部室には何の楽器も見当たらないみたいだけど、どこかに預けてあるとか？」

　赤間くんが部室内を見渡しながら言う。

「まだないけど？」

「えっ？　ないって？」

「楽器は、私の分もおとねちゃんの分も……この部には、ひとつも存在しないけど……？」

　それを聞いて半笑いになったのは赤間くんだけじゃなかった。

　演劇部のみんなが、顔を見合わせあって「大丈夫、まだ想定内だ！　最悪、楽器は自分の声だとかなんとか言っていきなり歌いだすところまでイメージしてたよ」とかコソコソ言い合っていた。

　だって仕方ないじゃん！　まだ創部したばっかりだし、部費だって全然ないんだから！　でも、待てよ……？　ふと突然に思い至る。

　私達たちは自前の楽器がないどころか、どんな楽器もまるで弾けやしない初心者だっていう、当たり前すぎる現実に……。




「対抗戦の事も大事だけど、それ以前に部活動だという大前提が崩れちまうから。先に楽器からなんとかするべきだな」




　そう言って場をまとめてくれたのはビミィだった。

　語尾が〝りゅい〟じゃないだけでこんなにも頼れる雰囲気になるなんて。

　悔しいけどかっこいいじゃないか！　まるで本当の先生みたいじゃないか！（※本当の先生です）

　でも、熊くま野のさん先輩がぼーっと熱でもあるみたいにビミィに熱い視線を注いでいるのは許し難かった。

「バンド形式でやりたいんだろ？　人数が足りないうちはオイラもメンバーとして演奏を手て伝つだうからさ。楽器は何をやりたいの？」

「あ、それは助かるかも！　ビミィがマスコット気取りの姿の時だったら、メンバーに入ったら一気にコミックバンドみたいになるからどうにか傷つけずに断る理由を考えなきゃいけなかったけど！」

「そうですね、ビミィ先生自体を楽器にするしかなかったです。サビの直前とかで尻尾しつぽを引っ張って鳴き声を出してもらい勢いをつけるという役目です。重要性の低い、いてもいなくてもいいパートです」

　私とおとねちゃんとでビミィのパートをあれやこれやと勝手に相談しはじめる。

　タンバリンなんてどうだろうか。このショタショタしい、可愛かわいい見た目で一生懸命叩たたいている姿は特定の層に非常にウケそうだった。

「オイラに自分で選択する権利はないのかりゅい……？」

　とても悲しそうだった。それでも任されたら叩く気満々なのか、早速エアタンバリンをしている。なんだか涙ぐましいね……。

「じゃあ、なんの楽器がいいのー？　好きに選んでいいよ！」

　せっかく参加してもらうんなら、ビミィにも楽しんでもらいたい。手伝ってくれることに感謝してるし、何かを強制しようとかそんなことは本当は考えてもいないのだ。

「そう？　ならオイラはギターを希望するよ！　こう見えても若い頃にやってたんだ」

　ビミィが、ギターを？　しかも若い頃って、今も十分過ぎるくらい若くみえるよ……？

　頭の中でハテナマークがこれでもかというくらいに大量に乱舞している。

　ビジュアル系とかやってたりしたのかな……？　なんかギターを弾いてる姿もビジュアルメイクをしている顔も、想像するとマスコット気取りのビミィの姿でイメージしちゃうんだけど？

「あ、私もギターがいい！　バンドやるなら絶対ギターだって生まれた瞬間から決めてたんだよ。産声はバブーと泣かずに、〝あたちはギターを弾くぜ、サンキュー！〟って宣言したらしいよ」

「ふ、藤ふじ白しろもギターがいいですっ。実は前世からギタリストでしたので。ノーベル賞ギタリストでした」

　私が手をあげると、負けじとおとねちゃんもギターを希望して挙手していた。……私の産声の捏ねつ造ぞうも我ながら酷ひどいけど、ノーベル賞ギターリストってなんだろ……？

　二人で対抗し合うように手を挙げていたら、なぜかにゃみりん先輩も参加したくなったらしく一緒になって手を挙げてきた。

「はいはいはぁーい！　じゃあわたしもギターがいいなぁー！」

　熊くま野のさん先輩は「ぎゅいん！」と可愛かわいらしい声でギターを弾く真ま似ねをしてから、ぴょんぴょんと飛び跳ねて手を挙げる。

「ギターなら任せろっつって！　豪快にパワフルに弾きこなしてみせるっつって！」

　こういう時に乗ってこないワケがない男、うさ丸まるも慌てて両手を挙げる。












「ぼくもギターがいいっス！　一番モテるパートだと聞いたことがあるっスからね！」

　こうなったら全員が参加しないと場の空気を阻害するとでも思ったのか、トンきゅんも仕方なさそうに手を挙げていた。

「ギター以外は弾きません。あ、うさ丸まるの恋愛への必死さには引きますが」

　最初にギターを希望すると言い出したビミィをのぞくと、部室の中で手を挙げていないのは赤あか間まくんだけだった。

　マジかよという顔でしばし考えた後に、溜ため息いき混じりに、いかにも仕方なくといった様子でおずおずと手を挙げながら言った。

「じゃあ俺は……ギターはいいや。ボーカル的なパートでもやろ……」

「「「「「「どうぞどうぞ──────!!」」」」」」

　赤間くんが最後まで言い終える前に、他の全員が手を下げて赤間くんに譲る。

「お前ら、俺で遊ぶな──────っ!!　歌わないからなっ！　俺はマイクなんて持たないからなっ！」

「俺が持つのは、演劇部に対しての責任だけだからなっ！　つって！」

「熊くま野のさん先輩、今のちょっと似てる～！　言いそう言いそう！」

　からかわれてキレた赤間くんが、目では捉とらえられないスピードで熊野さん先輩の前に移動してデコピンをした。

「い、いたいよぉ!!　暴力はんたいっ！　女の子に触るときは、やさしくしないとダメなんだよっ！」

　また語尾を忘れて、熊くまっぽく頑張るということさえも忘れて涙目になっている熊野さん先輩に、みんなが笑って。

　演劇部に入ることはできなかったのに、こうしてみんなが集まってきてくれることを幸せに思う。

「全員ギターっていうのも斬ざん新しんじゃない!?　アリなんじゃない!?」

「絶対ナシだろ……。放課後楽園部の先が思いやられるな……」

　赤間くんが呆あきれたように言いながら、他のみんなには気づかれないようにか、後ろ手で密ひそかに何か渡してくれた。

　それは……鍵かぎだった。見覚えのある、小さな鍵。

　そうだ、これは……演劇部の部室の鍵だ。姉妹部にもなるわけだし、いつでも来てくれていい、というメッセージが込められているような気がした。

　赤間くんにアイコンタクトで『騒ぐな、今は喜ぶな！』と釘くぎを刺されてしまったので、仕方なく自分だけでギュッと拳こぶしを握って喜びを嚙かみしめる。

　あれっ？　でもみんなに知られて困ることでもなくない？　赤間くんが照れくさいだけじゃない!?　むしろみんなで分かち合えた方がどう考えてもいいよね!?

「みんな─────！　見て見て、赤あか間まくんがこれくれたの───!!」

「うおいっ、一宮いちのみやちゃん!?」

　わーっと盛り上がって、赤間くんが演劇部のみんなに揉もみくちゃにされていた。

　ちょっと気になっておとねちゃんの方を見ると、一緒になって笑ってくれている。私の前でしか見せてくれないと思っていた、心からの笑え顔がおで。

　それは嬉うれしいような、惜しいような……形容しがたい複雑な気分だった。





　　　＊






　ミカグラ学園の敷地内には、ありとあらゆる施設やお店が取とり揃そろえられている。

　基本的には卒業生がお店を開いていて、欲しいと思ったものが売ってない、ということはない程度に充実しきっていた。

　お店は商店街のように一か所に集まっているわけではなく、バラバラに点在しているのでショッピングをする時には移動の時間さえも楽しむという気持ちが必要だ。

「はあああ……移動中の会話を楽しむっていっても、限度があったよね……。遠すぎて、途中で会話が尽きてテクニカルなしりとりなんてしちゃったもんね……」

　私たちが向かっているのは、ミカグラ学園にある唯一の楽器屋さんだった。

「答えるごとに一文字ずつ増えていくしりとりなんて、藤ふじ白しろは初体験でしたよ。最後はなんと二十一文字までいきましたね。熱戦でした」

　最初は一文字からはじめて、次に答える人は二文字、その次は三文字と、毎回一文字ずつ増えていくというしりとりだった。

「七文字目のさ、〝やんのかよコラ！〟からの八文字目〝ラブアンドピース〟の流れは衝撃的だったよね！　愛と平和が一番だってなってたよね!!」

　序盤から単語じゃなく話し言葉もアリになっていたのは、二人とも全然答えられなくて沈黙の時間が多すぎたからだった。

　移動のための乗り物を使えばこんなに苦労せず到着したんだろうけど、今はそのポイントさえ惜しい。

　楽器を購入するのなんて小学生の頃のリコーダー以来で、いったいいくらするものなのか想像もつかなかったのだ。

「最悪、リコーダーでいいかな？　まだ家に残ってると思うし」

「リコーダーのいるバンドってどんなのですか……？　ライブ中のメンバー紹介がとんでもないことになりますよ」

　次はリコーダー！　一宮エルナァァァァァァァ!!

　そう紹介を受けた私は、待ってましたとばかりに超絶リコーダーソロを吹くのだ。

『ピロピロピロピロピフィ!!　ピッヒョオオオオオオオオオッ！！！』

　なるかな？　お客さんはちゃんと「イェ──────イ!!」ってなってくれるかな!?

　……絶対ならないよね、うん。




　ようやく楽器屋さんに到着して驚いたのは、その規模だった。

「何これすっごーい！　東京ドーム何個分？　ねぇ、何個分あるかな!?」

「東京ドームよりはどう見ても確実に狭いですし、広さを例えるときの定番だからって無理に東京ドームを出さなくてもいいですよっ」

　テレビや雑誌を見ていると面積を説明するときには必ずそうやって例えられていたので、私の中で強迫観念めいたものがあるのだった。友達の家のお風呂が広かったので、「ひろいね！　東京ドーム０・００００００１個分はあるよ絶対!!」と言ってしまって褒めたつもりなのにキレられるという悲しい経験の持ち主でもある。

　そんな私の辛つらい過去話はどうでもいいとして、楽器屋さんの店内を見て歩くことにする。

　その中で最初に気づいてしまったのは、

「ねえ、おとねちゃん見て……？　ここのお店直通の無料送迎バスが走ってるよ……？　バス停から、一切疲れることなくたくさんの生徒がショッピングを楽しみに店内へと入ってくるよ……？」

　自分たちの苦労の無意味っぷりだった。あのしりとりってなんだったんだろ……。ラブアンドピースが出た時の無駄な一体感、なんだったんだろう……。

　最上級に脱力しながら、でもせっかく来たんだから、と無理やりにテンションを上げて楽器を見ていくことにする。

「店内はいくつもの区画に分かれているみたいですね。ここはヴァイオリンのコーナーですか。藤ふじ白しろに実にお似合いの楽器だと思います」

　おとねちゃんが優雅なスタイルの高価なヴァイオリンを眺めながら、恍こう惚こつとした表情で一人納得するように頷うなずいていた。

「おとねちゃんはヴァイオリンかぁー。私は？　私にはどんな楽器が似合うって思う？」

　バンドで弾く楽器とは無関係な話だけど、せっかく来たんだから色々な楽器を見てみたいと思っていた。

「エルナは、そうですね……」

　うーむ、と迷っている様子で、まずはシンバルのコーナーへ。真剣な面持ちで、私の顔とシンバルとを見比べていた。

「ねっねっ、まさかとは思うけどさ、猿がシンバルを狂ったように叩たたき続けるおもちゃを想像したりしてないよね？」

「そ、そんなことはないですよ？　藤白はそんな冷血な少女ではありませんからっ」

　そう言いつつも、完全にあせりまくっていた。図星なの……？

　こんなにたくさんの楽器の中から、まず連想したのが猿がシンバルをシャンシャンと叩たたくおもちゃ……。やっぱり私は人間というよりは猿系なの？　一宮いちのみやゴリナなの……？

「さっ、余興も終わりましたしギターのコーナーを探しましょう」

「終わってたの!?　私に似合う楽器はやっぱりシンバルで決定!?」

　おとねちゃんは気まずさに耳を塞ふさぎながら、早足で逃げていってしまった。

　──ッシャアアアアアアアアン!!

　私は展示してあったシンバルを手に持って思いっきり重ね合わせ、おとねちゃんへの感情を音で表現してみた。

　いくら耳を塞ごうと、鼓膜まできっちりと届いたはずだ。自分の耳もじんじんしているけれど、すたすたとおとねちゃんが歩いて戻ってくる音は聞こえる。

「そこのお客様!!　展示品で遊ばないでくださいねっ!!」

　……歩いて来ていたのはおとねちゃんではなく、音に驚いて注意しにきた店員さんだった。平謝りしつつ、

「ち、違うんです！　ちょっと猿のおもちゃを思い出したもので!!　つい!!」

　と自虐的な言い訳をしながら、私もダッシュで逃げることにした。どうにかおとねちゃんがいるところまで追いついて、ジト目で睨にらみつける。

　……はずがなぜだか先に、逆に軽く睨まれてしまっていた。

「もう！　恥ずかしいことはやめてくださいっ。藤ふじ白しろに恥をかかせるなんて！　かかせるのは入部届だけにしてくださいよっ」

　上う手まいこと言ったった、みたいにおとねちゃんが〝褒めて褒めてっ〟というオーラを醸かもし出してるんだけど、私はどうしたらいいのかな……？

「藤白に恥をかかせるなんて！　かかせるのは入部届だけにしてくださいよっ!!」

　反応せずにいたらもう一回言ってきたよ!?　聞こえてたから！　ちゃんと聞こえてましたから!!

「……ふふっ、今のは９５点はいってましたね、メモっておきます」

　小声でおとねちゃんがそんな風に呟つぶやいていたのも、あえて聞かなかったことにする。藤白おとね、まだまだミステリアスで謎なぞの多い娘……!!




　ギター、ベース。ドラム、キーボード。バンド向けの楽器コーナーは、なぜか隔離するように地下に設けられていた。

　清潔感があり、照明や壁紙も白を基調に上品に仕上げられていたさっきまでの場所と違い、ディスプレイは乱雑だし値札の文字は汚いしで、バンドというものへのお店側のイメージが著しく偏っていることに慄おののく。

「〝ロックンロールとはこういうことだぜ！〟って書かれた謎なぞのポスターが貼はってありますけど、こういうことなんですか……？」

　おとねちゃんが怯おびえたように言う。

　しかもそのポスターに写っているモデルはどうみても星せい鎖さ先輩だった。レザーの派手な服を着て、ギターを構えてシャウトしている。

「入学案内のパンフレットだけじゃなくて、色々なところでモデルやってるんだぁ……。これは女神というよりは堕天使だけど。剝はがして持って帰りたいよー！」

　楽器を買うときにおまけで付けてもらえないか聞こう、絶対に聞くぞと決意して、ギターのコーナーへ向かう。

　初心者向けからヴィンテージ物の高価なギターまで、学園内のショップとは思えないくらいに品しな揃ぞろえが豊富だった。試奏している……中等部の生徒だろうか、そんな女子もいたりして、気分が高揚してくる。

　ただ、そんな高まりは一瞬でしょんぼりと萎しぼむことになった。

「ギターって……随分とお高いものだね？　おとねちゃんに協力してもらった部費は、部室を借りるのと最低限のあれこれを揃えるので簡単に底を尽きちゃったし……」

　初心者向けのセットでさえ、とてもじゃないけど手が出せそうにはなかった。どう計算しても、私の数カ月分の食費と同等のポイントが必要だ。

　しかも、私が欲しいものはここに並んでいるようなギターじゃなかった。

　自分なりにデザインをカスタマイズしたいと、ずっと思っていた。それを実現するのは、一体どれだけのポイントが必要になるんだろう？

　冷や汗をかきながら、貯金の計画を立ててみる……。これまで通りでは卒業までかかっても貯たまる気がしない。でも、放課後楽園部として対抗戦で……中間試戦で、結果を残せさえすれば。

「あの、藤ふじ白しろが買いましょうか……？　ポイントなら、まだたくさんありますから」

　私のプライドを傷つけてしまうかもと心配してくれたんだろうな。

　おとねちゃんは言いにくそうに、控えめに言ってくれた。

　部室の時は甘えてしまった。おとねちゃんも使う場所だし、いつか部費が貯まったら返そうと思っているから。

　でも、今回は甘えちゃだめなんだ。

　自分が使うギターは、自分の力で手に入れないと意味がない。

「いつになるかわからないけど……ちゃんと、自分だけのギターをデザインして手に入れてみせるよ！　だからごめんね、今日きようはおとねちゃんの楽器を選ぼう？」

「ふ、藤白は一足お先に買ってしまいますがっ！　自分の楽器から音を出して感動する瞬間は、エルナと同時に……一緒に迎えたいですっ。だから、その日まで大切にしまっておきますね」

　おとねちゃんは今日きようからだって練習をはじめることができるはずなのに、申し訳なかった。でも、そんなこと言わずに先に練習してて、と言っても聞いてはくれないだろう。

「そっか、ありがと！　じゃあ、おとねちゃんっぽいギターを探してこー！　まず、色は黒だよねっ」

「黒ですか!?　藤ふじ白しろといえば純白のはずです！　もう、ドス黒い美少女みたいな言い方はやめてくださいよ！」

　……美少女だなんて一言も言った覚えはないんだけど、おとねちゃんが楽しそうだからいいや。

　音やブランドには囚とらわれずに、楽器の見た目から入りたいというおとねちゃんの希望に沿って、探していくことにした。

　値札を見ずに次々と候補を絞っていくやり方に、ポイント貧乏の私としては羨うらやましさしか感じない。

「なんかすごいね……。高級ブランドの服を大人買いする富豪の人みたいにさ、この棚のここからここまで全部ちょうだい！　とかやりはじめそうだよね……」

「そんなことしないですよ？　あ、このピックを箱ごとくださいっ」

「やってるじゃん!?　速攻で大人買いしてるじゃん!?」

　……そんなこんなで結局、おとねちゃんのギターが決まったのは閉店間ま際ぎわのこと。たっぷりと時間をかけてじっくり選んだギターは、薄いピンク色をしたハート型のモデル。

　可愛かわいいおとねちゃんに、とてもよく似合っていた。




　その日の夜から、私は寝る前の日課ができた。

　私の、私だけのギターをデザインする。

　紙に描いては消し、また考えて描いては消しの繰り返し。

　おとねちゃんと、ビミィと演奏することを想像するだけで、いくらだってアイデアが湧わいてきた。眠るのが大好きだった私が、寝る時間を削っても全然苦じゃない。

　でも、頭にあるものを具現化するのは、私一人ではとても無理だ。

　だから、あの人の力を借りたい！





　　　＊






「なんで俺がエルナのギターデザインを手て伝つだうんだよ？　ああっ？　……で、どういうのを作りたいんだ？　言ってみろ」

　九く頭ず竜りゆう先輩は、あっさりと引き受けてくれた。文句を言ったのは一瞬だけで、その後はなんなら私より積極的である。

「九く頭ず竜りゆうモデルのギターか。悪くねぇな」

　むしろノリノリだった。元々、絵やデザインが好きなのは間違いないのだ。放課後に時間を空けてくれて、嫌がることなく力を貸してくれた。

「ちょっとちょっと、エルナモデルですよ!?　えのやん先輩の名前だけモデル名に入るのはおかしいですよ！」

「冗談だよ、つまんねーやつだな。でもせっかく手て伝つだうんだ。俺の名前もちょっとは入れてくれてもバチは当たらねぇだろ？」

　それはそうだけど……。なんだか嫌な予感がしていた。

「クズ・エルナモデルっていうのはどうだ？　九頭竜の頭の〝クズ〟だけ使って」

「それじゃあ私がクズみたいですからねっ!?　絶対わざとやってますよね!?」

　ギターのデザインに関かかわるのは初めてらしいが、先輩曰いわく、音に干渉せずにデザインをカスタマイズするのは簡単じゃないという。

　長い期間がかかるかもしれないと言われてしまったけど、それでもよかった。元となるギターは必要になってくるし、そのためにはどうせポイントを貯ためながらなのだ。

　それに、こうして九頭竜先輩と遊ぶ……じゃないや、共同作業する時間も楽しかった。

「先輩っ！　私ギターからレーザービームが出るようにカスタマイズしたいんですけどっ」

「エルナが作りたいのって本当にギターでいいんだよな……？　俺の知ってるギターからビームは出ないんだが……？」

　前途多難なギター作りは、九頭竜先輩の部室でやることもあれば、放課後楽園部まで来てもらうこともあって。

　先輩も暇なわけではないはずなのに、約束の時間には必ず遅刻せずにきてくれた。

「むしろ私が遅刻しがちで、すいません……」

「お前と……エルナといると、創作意欲が湧わいてくるからな。気にするなとは言わないから、いつか俺の役に立てよ」

　そう言って、私が睡眠時間を削って書いてきたデザイン案を次々にボツにして破やぶり捨てていく作業に入る。

　役に立てって、どうすればいいんだろう。あ、早起きして新鮮な牛乳を配達でもしようかな？　絶対起きれないけども！

　急に忙しくなったけど、それ以上に充実感があった。背負うものが、自分の部があるっていいな。

　対抗戦も、音楽も、ちょこっとだけ勉強も！　あと、いつかは恋も……？

　全部全部、楽しんでやっていくぜいー！
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　学園長がビミィを人間型に戻したのは、私の才能を引き出して鍛えるためだ。

　ここは部室近くの、シークレット・トレーニングルーム。

　外部からの視線が全くない特別な環境だった。

「これからは基本的に二人とも部室に泊まり込みだな。授業以外の時間は基本的に訓練に充あてよう。なにしろ時間がないんだよ、中間試戦までさ」

　トレーニングのメニューを空中投影させながら、ビミィが言う。

　結果が出なければすぐにあの姿に戻すと学園長から警告があったらしく、なり振り構わず必死である。そのくらいの方が、こっちとしては張り合いがあるってもんだけどね！

「藤ふじ白しろの練習メニューがないようなのですが」

　ちょっとだけ不満そうに、おとねちゃんが発言した。

　確かに、投影されているのは一宮いちのみやエルナ用……私のためのメニューと書かれている。

　ビミィはそれを聞いて、表情を変えないままで準備運動をはじめていた。

「ん、これからおとねちゃんの実力を測らせてもらうよ。実戦でね。こっちの準備はもうＯＫ。さぁ、オイラと模擬戦をしようか」

　軽く屈伸運動をして、首を回した程度。

　それだけで、ビミィはルーキー戦の覇者であるおとねちゃんと戦うという。

　おとねちゃんは呆あつ気けにとられてしまったようで、何も言えずにいる。バカにされたと思ったのかもしれない。

「あぁ、オイラは能力は使わないから、安心してかかってくるといい、りゅい」

　今度は明確にわかりやすく煽あおるように、例の語尾をつけて。

　今まで改めて考えたこともなかったけど、ビミィは強いのだろうか。講師ということは対抗戦を監督する立場。弱くては務まらないのかも、と今更ながらに思う。

　おとねちゃんは流石さすがにムッとした様子で、準備運動をしようとして……すぐにやめてしまった。

「どうしたの？　やらなきゃ実力が測れないからさ、ほら。かかっておいでよ」

「……安い挑発には乗らないです。わざわざ瞬殺されなくても、先生との差はわかりますよ。藤白はまだ未熟だと実感しました、エルナと同じメニューでやらせてください」

「ふーん。それならそれで構わないけどな」

　つまらなそうに、ビミィはチューインガムを膨らませた。

　私には、ただ挑発されて……突然戦意を喪失してしまったようにしか見えない。

「おとねちゃん、やるだけやってみればいいのに！　こんな姿になってたって所詮はビミィだよ？　微妙のビミィだよ!?」

「うるさいな！　微妙って言わないで欲しいりゅい！　……あ。いっ、今の語尾もわざとだからなっ」

　そんなやり取りで、硬化していた雰囲気が和らいだ気がした。窓ひとつない密室なだけに、空気だけでなく感情もこもってしまいやすいのかな、と思う。

「私はルーキー最強の座を得て、散々持ち上げられて。そんなつもりはなかったのですが、少々天てん狗ぐになっていたのかもしれないです。その伸びていた鼻を、手合せする前からぽっきりと叩たたき折られてしまいました。……この先生は強いですよ。もしかしたら、エルナの自慢の従兄いとこよりも」

　少しだけしゅんとした様子で。

　でも、それ以上に燃え上がるような熱意に満ち満ちた声で、おとねちゃんは言った。

　……自慢の従兄って、もしかしてシグレのことかな？　自慢したことあったっけかな。

　とにかくおとねちゃんは、戦わずしてビミィの強さを肌で感じてしまったらしい。

　私には、その感覚がまだ理解できずにいた。

　二人が立っているステージよりも大分下にいるという証左だろう。

　悔しいけど、私はまだ圧倒的に力不足だ。レベルが違うんだ。

「もう少し広い場所でなら、藤ふじ白しろの能力も十全に出せるのでやっても良かったんですけどねっ。いずれ機会もあるでしょう」

「ふーん……。そいつは楽しそうだ」

　食くってかかるおとねちゃんも、それを受けて立つビミィも、二人ともカッコよかった。私もああいうの言いたい！　キメ顔で言ってみたいよ！

　期末試戦までに考えておこう、と内心でメモっておく。でも、その前にやることがたくさんありそうだった。

「オイラ流のトレーニングは厳しいよ。だけど、最後までついてくることができたら……。その時は、星せい鎖さが見ているのと同じ景け色しきが見えるようになっているかもね」

　それを聞いて、余計にやる気が出てきた！　体力には自信がある。やられてもやられても立ち上げる根性もある、つもりだ。もう、負けて悔しい思いはしたくない。

　放課後楽園部という看板を背負うんだから、余計にだ。
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　連日、平日も休日も無関係にトレーニングに明け暮れる。

　ビミィの宣言した通り厳しくはあったけど、私の表情は険しくなるどころか、ずっと笑え顔がおで教えを受けていられた。

　今まで、スポーツや運動に関してはなんでも簡単にこなせてしまっていた。

　ちょっとやるだけで、コツを飲み込んである程度までのレベルに到達できてしまう。だからだろうか、どんな事でもそこまで本気になって打ち込んでみたことはなかった。

　……けど、今回は違った。

　やればやるほど身についていくのが楽しくて、しかも果てが見えない。

　おとねちゃんが、ビミィの力量を計り知れないと言っていたけど、それも今なら少しだけ理解できる。

　相手の強さがわかるということは、自分もレベルアップできている証拠だと思った。

　ビミィにもおとねちゃんにも、まるで勝てる気がしない。……今はまだ。

　でも、未来は違う。そのために、誰よりも頑張ったと言えるくらいに体を動かしていたかった。そうじゃないと、絶対後悔する。

　せっかく文化系の部活しかないっていうミカグラ学園なのに、私の戦闘スタイルでは体力勝負になるのかぁ、と思わず笑ってしまう。

「本日の日替わりゲストは、シグレにお願いしたよ。エルナは不満もあるかもしれないけど、このミカグラ学園で有数の実力者であることは間違いないんだ。学ぶことはいくらだってある」

　ビミィがそう言って、シグレをトレーニングルームに招き入れた。

　より効果的に経験値を積むために、赤あか間まくんやひみちゃん……それに九く頭ず竜りゆう先輩にも時間のある時に日替わりでゲスト講師として来てもらっているのだ。

　彼らとしても、ビミィを相手に実践的な訓練ができるということで引き受けることに否いや応おうはないらしかった。

「エルナちゃん！　今日きようは将来のお嫁さんとして扱うんじゃなく、一人の生徒として扱っていくからね！」

「押忍！　よろしくお願いします、先輩！」

　いつも私の事を将来の嫁として扱ってたのか……と絶望に眩暈めまいがしそうになったけど、今日のシグレはゲスト講師だ。

　先輩として敬いながら、礼をもって教えを受けるつもりだった。おとねちゃんも私と同じように「押忍です！」とポーズをとっていた。〝押忍です！〟って言われると〝オスです！〟に聞こえてしまい、おとねちゃんの『ｂｙ．こう見えて実は男』ネタがしつこく頭に浮かんでくるのでやめていただきたい……。もう忘れたいよ……。

　いかんいかん、と首を振って集中モードに入る。

「なるほど。短い期間で随分成長した……気になってるみたいだね、エルナちゃん」

　私がレベルアップできているという実感を、思い込みとして。慢心として、叩たたき潰つぶすように。

　いつものシグレじゃなかった。これが、みんなが憧あこがれだと語ってやまない、二にの宮みやシグレの普段の姿なの……？

　息を吞のむ私とおとねちゃんに、シグレはアイテムであるペンを左手に取り出し……それを右手に持ち替えたと思った瞬間、ペンは巨大化して剣のような形状に変わっていた。

「二人同時にかかっておいで。頑張っているご褒美と、そして新たな試練……壁を、一緒にあげよう。〝ヒーロータイム〟……見せてあげるよ」

　構えた姿は、ただ立っているだけのはずなのにどこか流麗でさえあった。

　それは……それこそが、私が何より慕っていた頃の、頼れる従兄いとこの姿。

「……藤ふじ白しろが動きを抑えます。エルナは自由に遊撃してくださいっ」

「お、燃えてるねー？　おとねちゃん！　おっけー、やったろーじゃん！」

　日替わりゲストやビミィを相手に、おとねちゃんとのコンビ戦は嫌という程に経験しているのだ。

　阿あ吽うんの呼吸というか、相手の動きが感覚でわかるようになってきている。

　ビミィの端末から告げられる開始の合図を待って、一気に飛び出していった。




　私、現在進行形で……成長してます！






第三楽章　中間試戦









　目まぐるしく過ぎ去った、約一か月。季節はいつの間にか夏に差し掛かろうとしていた。

　これまでの人生の中で最も濃厚で、密度の高い期間だったと言い切れる。

　それでも、ビミィから受けるトレーニングは完結にはまるで至っていなかった。星せい鎖さ先輩は、それ程の高みに存在している。

「エルナには……学園長が言っていた通り、とんでもない何かが眠っていて、それは明らかに目を覚まし始めていますよ。才能の塊、陳腐な言葉を用いるならチート級です」

　共に歩みを進めてきたおとねちゃんが、誇るように言ってくれた。

「ううん、まだおとねちゃんのクリスタルを一度も壊せたことはないんだもん。すぐに結果が出るだなんて甘えは持ってないつもりだったけど……落ち込むよ」

　そして、そのおとねちゃんはビミィや日替わりゲストの先輩たちに手も足も出なかった。

　ルーキー戦の圧倒的覇者を、まるで子供扱い。私が今まで片手間に……半ばゲーム感覚でやっていたようなスポーツとはわけが違う。

　このゲームミカグラ学園は、簡単じゃない。

　中間試戦のトーナメント発表は、ルーキー戦のそれを極限まで大規模に昇華させたような一大イベントとしてスタートしていた。

　なにせ、今回は新入生だけじゃない。全すべての部の代表が一堂に会する、いわばオールスターによるトーナメントなのだ。

　毎回、新星が出現しては学園の勢力図が塗り替えられる。全生徒が熱狂の中見守っていて、開催期間中は盛り上がりすぎて校内の温度が上がるとまで言われる始末だった。

「ルーキー戦の時も各部活による露店が出店されていましたけど、今回は方向性が違うようですね？　興味深いですっ」

　おとねちゃんも興奮した様子で、跳ねるようにきょろきょろしながら歩いていた。

「そうだねー、今回はそれぞれの部の代表をアピールする露店ばっかり！　ほら見て、放送部は早くも代表になった遠と石いし遥はる架かちゃんの写真がプリントされたサイリウムを配布してるよ！　貰もらってくる!!」

　勢いよく乗り込んで、鼻息荒く「も、持てるだけください！」と言ったら一本しかくれなかったよ……？　応援のためのグッズなので、変なコトには使用しないでくださいね、とも注意された。変なコトって何!?　私が何に使うと思ったの!?

　放送部のように無料で配布しているところばかりじゃないけれど、どこも利益は度外視で自分の部を推すためにやっているみたいだった。

「放課後楽園部も、次の期末本戦には出店したいねっ。今回は人数的に不可能だったけどさ……。あー、私のとっておきのおとねちゃん秘蔵写真コレクションが火を吹くのに！」

「秘蔵写真ってなんですか!?　そんなものは一枚も存在しませんっ！」

　ふっふっふ。部室で毎日一緒に寝泊まりしているのに、私がチャンスを逃すワケがないでしょ！　起きている時は端末を向けるとすぐに高速で顔を背けられてしまうけど、寝てる時ならちょろいもんだよ？　端末を取り出して、恍こう惚こつの笑えみを浮かべながらコレクションを確認していく……つもりが、

「あっれえええええええええ!?　ちゃんと撮ったはずなのに、どの写真もブレてるよ!?　なんで？」

　激しく動いている被写体を撮影したかのように、どれもこれも不思議とブレブレでまともに見れる写真が一枚も残されていなかった。

「藤ふじ白しろは幼女の頃から、寝ている間にカメラを向けられるとシャッターを押した瞬間だけ激しく顔を振動させる、という癖があるんですよっ。割とポピュラーな癖だと思いますが」

　全然ポピュラーじゃないでしょ!?　なにその個性的すぎる癖？　こわっ！　どんな幼少期を過ごしたらそんなことになるんだろう……。




　……トーナメント発表の前夜。

　その日が各部の代表登録の最終日に設定されていた。

　どの部も、ターゲットを絞られて対策を練られないように代表登録をできる限りギリギリまで遅らせる傾向にあった。

　けど、放課後楽園部はそれとはまた違った理由で登録ができていない。

「藤ふじ白しろは、代表として今回のトーナメントに出たくありません。あなたが、エルナが出てください」

　おとねちゃんが、そう言い張って譲ろうとしなかった。

　実力的には、どちらが上かは比べるまでもなく明らかで。周囲が出場を期待しているのも、ルーキー戦で番狂わせ的な優勝というインパクト大の結果を残したおとねちゃんの方のはず。それなのに。

「……実は、少し怖くなってしまったんです。大勢の人の前に出て頭の中が真っ白になって、またおかしなことを口走ってしまったらどうしようって。今の藤白は無所属ではありませんから。エルナにも迷惑がかかってしまいます」

「そんなの……私が気にするって思う？　怒るよ、おとねちゃん」

　そう答えつつも、おとねちゃんが本当に怯おびえているのが伝わってきていた。対抗戦は楽しいものであるべきで、決して無理に出るようなものではないと思う。

　実力差からいって、私が代表になるのは腑ふに落ちないものがあった。恥ずかしくさえある。けど、小動物のように怯えた目で見つめてくるおとねちゃんに無理強いすることなんてできるわけがなかった。

　長い長い沈黙の後、ふぅっと大きく息を吐く。

「わかったよ！　じゃあ今回は暫定代表として私が出場するね！　でも、次はちゃんと代表を決める模擬戦をして、勝った方が出よう。約束してくれる？」

「……し、します。約束できますっ」

　そう言ってくれはしたけど、まだ彼女の表情は強こわ張ばっている。

「じゃあ指切りしようよ！　指切ーりげんまーん、噓うそついたーら……私の望む通りの服をおとねちゃんが着て一日デレまくってくれーる♪　指切ったっ!!」

　一方的に指を絡からめとるようにして、指切りの約束を交わした。おとねちゃんは「えっ？　へっ？」と何が何だかわかっていない様子だった。

「もう！　……藤白的には、もういつもデレてるつもりなんですけどっ」

　そう小さく囁ささやいた声からは、もう憂ゆう鬱うつさなんて簡単に消えてなくなっていて。

「えっ？　なんて言ったの？　聞こえなかったよー！」

　鈍感キャラな主人公風に、そんな風に反応してみたりする。





　　　〝放課後楽園部代表　一年生　一宮いちのみやエルナ〟






　登録のボタンを二人一緒に押したのは、舞台に立つのは私だけど、魂は共に戦うという決意表明だ。逃げ場はどこにもない。進むべき道は、もう前にしか存在していなかった。
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　トーナメントの発表は、ルーキー戦のそれよりも格段にショーアップされていた。

　まず生徒が主になって運営していたルーキー戦と違って、卒業生らしい専門のＭＣや解説者が存在する番組が制作されている。

　ミカグラ学園の敷地内にだけ流されるテレビ番組のような扱いで、トーナメント発表前から事前特番が毎夜放送されていた。最近の各部の対抗戦実績を元にトーナメントが構築されるということもあって、運の要素が介在する余地が少ない。

　それだけに有力な部はこれでもかというくらいの取材攻勢を受けるようで、シグレや赤あか間まくんのインタビューを毎日のように見ることができた。

「結局私のところへは一件の取材もなしだよ！　ぷんぷんだよ!!　〝ルーキー戦優勝者は出ないんですか？　あ、ならいいです〟っていう失礼な問い合わせはあったけどっ」

「まあ、新設の部だからな。それが妥当だろ」

　部室に集まっての発表待ちの時間。私は文句を言うが、ビミィは取材なんてこなくて当然といった態度だった。

　小規模な部まで合わせたら相当な数の部活が存在するので、全すべてがクローズアップされないのも仕方ない。けど、生来の目立ちたがり屋である私としては納得いかなかった。

「しっ、静かに！　いよいよトーナメント表が出ますよっ」

　おとねちゃんが女の子座りで祈るように映像に見入っている。

　星せい鎖さ先輩が代表を務める帰宅部と、できるだけ早い段階で対戦できる組み合わせであって欲しい。……もちろん、当たれるまではどこまででも勝ち残るつもりだけども！

　年越しかと思うくらいの大げさなカウントダウンの後に、フラワーシャワーの中でトーナメント表が一挙に発表された。それと同時に、

「わっ、期待値ランキングが凄すごい勢いで動き出してるよ!?」

　システム的に投票が可能になった瞬間からアクセスが殺到しているようだった。

「放課後楽園部はっ？　シードはありますかっ!?」

「んー、やっぱりノーシードだ。何回勝てば星鎖と当たれるやら……途方もないぜこりゃ」

　両手で目をすっぽりと覆ってしまい、指の隙すき間まから映像を見ようとしているおとねちゃんの問いに、ビミィが答えてあげていた。

「実戦でしか経験できないこともあると思うし、星鎖先輩とあたるまでに成長できるって思うことにしようよ！」

　……そうは言ってみたものの疲労も蓄積するだろうし、マイナス点もたくさんある。

　創部したばかりの部で、対抗戦実績がないとはいえ、ルーキー戦優勝者の所属する部だ。淡い期待をもっていた部分もあった。

「現時点の期待値ランキングトップは、っと。え、漫画研究会って……シグレ!?」

　暫定トップの位置にいるのは、あのシグレだ。映像でもランキングが紹介されているけど、トーナメント発表直後の初動の動きというのは、優勝予想というよりは人気投票の色合いが強いらしい。

　いかにシグレが支持されているかというのが浮き彫りになっている。

　ぐぬぬ、なんか悔しいぞ……！

　じゃあ帰宅部は？　星せい鎖さ先輩は……？

「人気にはなっていないね。あの子の場合は、まず中間試戦自体をボイコットするんじゃないかと疑われているんだろう。なにしろ、単発以外の公式戦には、ここ一年程まともに出場していないから……」

「藤ふじ白しろもそれは特番放送で目にしましたよ。なんでも、この試合には必ず出ないと部の存続を認めない、と学園側から強制されない限りは全すべて病欠してるんだとか……」

　そこまでだったとは初耳だった。なんでそんなことになってしまったんだろう……？　過去の対抗戦で、何かがあったとか……？

　思えば、最近ずっと星鎖先輩の様子がおかしかった。

　直接尋ねてみても、なかなか会ってくれない。創部祝いも結局直接渡されることはなく、クルミ先生が代わりに届けてくれたのだった。

「今回の中間試戦にも、出ないつもりなのかな……？」

　どんなに頑張って勝ち上がっても、星鎖先輩と同じステージには立てない？

　ぐるぐるとした思考が頭の中で回りはじめた。どんなに悩んだところで、答えは一向に出そうにはなかった。
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　シードがないということは、連日連戦を強いられるということに他ならない。

　上位シードを与えられた漫画研究会や演劇部よりも数倍多い試合数をこなして、ようやく有力な部と対戦することが叶かなうのだ。

　けど、実戦の舞台に立ってみてわかる。

「また勝ちましたねっ、影ひとつ踏ませない余裕がありましたよ！」

「ん、おとねちゃんありがと！　あのね、私……どうやら確実に強くなってるっぽいよ？」

　そうなのだ。ビミィのトレーニングを経て、ルーキー戦の時よりも格段にレベルアップしているのがわかる。まだ数戦目で相手がそんなに強くないとはいえ、能力を発動させなくても負けるイメージがさっぱり湧わかなかった。

　ビミィは審判に駆り出されているから試合をリアルタイムで見てくれてはいないけど、今すぐ報告したい気分だった。

　まるで魔法にかけられたように、バトルフィールドで考える前に体が勝手に動く感覚。反復練習によって身体からだに染しみついたそれは、地力の向上と呼べるものかもしれなかった。

　トーナメントは順調に消化され、上位シードで有力とみられていた部の対戦がいよいよスタートする。

　注目のカード第一戦は、ルーキー戦で活躍した放送部の遠と石いし遥はる架かちゃんと……帰宅部代表の御み神楽かぐら星せい鎖さ先輩という組み合わせ。

　けれど、投影映像で流される特番ではＭＣの女性がしきりにこう繰り返していた。

「帰宅部の御神楽星鎖さんは、今回の中間試戦は急病のため残念ながら不参加が伝えられています……」




　注目のカードは、優先的に大きな試合会場を割り当てられているようだった。

　もちろん、帰宅部ＶＳ放送部の試合も大勢の生徒を観客として収容できる野球場での開催が設定されていた。

　……私の対戦カードの時は、殆ほとんど人が見に来れないような僻へき地ちばかり。この差はなかなかに悔しいものがあるよね。

　でも、あれだけ声高に星鎖先輩の不参加が告げられているのに、満員御礼とはいかないまでもほぼほぼ客席が埋まっている。段違いの注目度なのが伺い知れた。

　大勢詰めかけている中には、もちろん放送部を応援している生徒……遠石遥架ちゃんのファンもいる。けれど、大多数は私と同じく、もしかしたら星鎖先輩が現れるかもと期待して訪れた人ばかりのようだった。

　私とは直接関係ないことなのに、なぜだか誇らしい気分になる。

「私の女神が！　こんなにも衆人を魅了して!!」

「もしこのまま来なかったら大ブーイングだろうけどな。不参加って言ってるのに期待して見にきておいて勝手だけど、そういうもんさ」

　ビミィが吐き捨てるように……けれど、星鎖先輩の事を語るときの彼の目はどこまでも優しくなるのを、私は知ってる。

　ステージでは既に放送部代表の遠石遥架ちゃんが待機していた。観衆に愛あい嬌きようを振りまきながら、カメラを見つければちゃんとその都度視線を投げてサービスしていた。私と同じ新入生のはずなのに、この手慣れ方は尋常じゃない……。

「ごきげんよう、皆さん。一年生が代表になってまだトーナメントを勝ち残っている部はもう残り少なくなりました。放送部と天文部、えーと……後どこか一ヶか所しよありましたね。ミカグラ学園に新しい風を吹き込むべく、一戦でも多く勝ち上がってみせますっ」

　観衆が退屈してはいけないという放送部としてのサービス精神なのか、アイドル性と好感度の高そうなトークを繰り広げていた。

「ちょっと、あと一ヶ所って私たちの放課後楽園部のことでしょ!?　名前忘れられてるしー！　くやし─────!!」

「遠と石いしさんは、根はとてもいい子だからきっと悪気はないんですよっ。ルーキー戦で藤ふじ白しろと対戦した時も、次も頑張ってくださいねって優しく声をかけてくれましたしっ」

　おとねちゃんが慌てて庇かばうように言う。そういえば遠石遥はる架かちゃんと準決勝で対戦してたんだっけ。

　わざとじゃないにしても、私ともベスト８の時に対戦してたんだから名前くらい憶おぼえておいてくれても……と、まだ愚ぐ痴ちっぽく思ってしまう。

　あ、もしかしたら私たちの名前は覚えてるけど、部の名前を知らないだけかも……？

　それなら、もっと頑張って知名度を上げなきゃいけないよね！

「開始まで残り一分か。残念だけど今回は……」

　ビミィが肩を落としてそう言いかけたところで、観客席からざわめきが発生した。

　野球場の選手入場口が視認できるであろう席から、徐々に波のようにそのざわめきは拡散していく。やがて、全体を包み込む大音量の声援になって、皆が待っていた少女を包み込んだ。

「来た……女神……！　星せい鎖さ先輩っ……！　私は信じてましたよーっ!!」

「一人じゃなくて二人で入場してきていますね？　先輩の手を引いているあの人は……クルミ先生ですっ」

　おとねちゃんが指さした先には、確かにクルミ先生がいた。

　……というより、全く歩こうとしない星鎖先輩を無理やり引きずってない……？

　会場内はまだざわめきが収まらないのでその音で聞こえないけど、クルミ先生が腰に手をあてて怒っているようにみえる。

「……保護者代わりみたいな人だから、ワガママを言いすぎて逆げき鱗りんに触れたのかもね。オイラが星鎖の担当をしてた時もたまにあったよ」

　その光景を見て、会場がさらにざわつく。どう見ても星鎖先輩が首を振って「やだやだやだ!!」ってしてるけど、どんな会話が繰り広げられてるの……？

　普段なかなかお目にかかれない星鎖先輩の新たな一面に激しく萌もえると共に、減りゆく残り時間にあせってしまう。

「あっ、クルミ先生が走り去っていきましたよっ。先輩はちゃんと残ってますね！」

　きっと、半ば無む理り矢や理りに戦闘開始位置につかせたに違いない。クルミ先生は女神に甘々だと思ってたけど、ちゃんと厳しくする時もあるんだなと感心する。

　思えば、こんなにじっくりと星せい鎖さ先輩の姿を見るのは、学園長の下へ案内してもらった時以来のことだった。

　身体からだが先輩を欲していたのがよくわかる。

「今、私は凄すごく興奮している!!」

「何の宣言だよ……？　あ、始まるぜ」

　ビミィに冷たくツッコまれながら、開始の音声案内を見守った。

　既に遥はる架かちゃんは先輩から距離をとって戦闘態勢に入っている。

　私と同じルーキーがどこまで戦えるのか、試金石的な意味合いを持った興味深い一戦になりそうだった。




　開始の合図が鳴った。星鎖先輩は以前と同様に、その場から一歩も動かない……と思ったらマイペースに遥架ちゃんへ向かって歩き出した。

　対抗戦の試合中だとは俄にわかに信しんじ難がたい、何の気迫も殺気も感じ取れない歩みで。

「うっ……！」

　それでも距離を詰められることに危機感は感じるようで、遥架ちゃんは一定の距離を保ちながら旋回している。

「あら……早く見せて欲しいのだけど。あなたの能力を。そうね、クリスタルは壊せなくてもいい。たった一度でも私に攻撃をかすらせる事ができたら、降参してあげるわ」

　きっと、星鎖先輩に悪意などないし、挑発しているわけでもない。

　ただ……純粋に、力量の差をわかってしまっていて……その上で、たくさんの観客のためにこの対戦を成り立たせるか……。

　それを考えているのだと思った。そうでもしないと、

「そうでもしないと、見てる人もつまらないでしょうから」

　……というわけだ。私の考えていることは当たっていた。

　そして、こうなるとこの後の展開もなんとなく予想がついてしまう。

「し、新入生だと思って下に見ているんですかっ!?　こんな私でも放送部を背負って出てきているんですっ。一矢報いてみせますからっ」

「下に見ているんじゃないの。ふふっ、わからない？　……下なの」

　星鎖先輩が口元だけで笑ってそう言い終えると、遥架ちゃんが可愛かわいらしい顔を渋面に変えて、後方に数回ステップする。その最中にアイテムであるヘッドセットタイプのマイクをＯＮにしていた。

「その〝下〟から思いっきり突き上げてみせますからねっ！　響けっ!!　〝サウザンド・ボイス〟!!」

　妖精が歌うような可愛かわいらしい声色で遥はる架かちゃんが叫ぶと、マイクを通じて音速の散弾が放たれる。

　その名の通り、１０００を軽く越えるであろう散弾は雨のように、斜めから叩たたきつけるように降り注いだ。

　この速度なら、例えスピード自慢の赤あか間まくんでさえ完全回避は不可能なんじゃないかと思えてしまう。

　けれど……星せい鎖さ先輩は、避けない。避けようという気がない。

「まさか、わ、わざと負けようという気ではないですよねっ……？」

　おとねちゃんが、ハッとしたように呟つぶやいた。

　一度でも攻撃がかすったら、先輩の負けでいいという宣言。

　クルミ先生に連れられて嫌々出場しているという状況。

　どれも、最初から負ける気だったのだとすれば合点がいく。

「……そんなんじゃないよ。星鎖は負けない。誰にもな」

　ビミィが、既に方程式の解法を知っているというように自信ありげに言った。その意味が、直後にわかることになる。

　音速の散弾が、無数に星鎖先輩に直撃する……と誰もが確信したであろうその瞬間。

「遥架ちゃんの攻撃が……〝消えた？〟」

　まるで、何もなかったかのように。音もなく。吸い込まれたわけでもなく、見えない壁に阻まれたというようでもなく。

　そう、それは例えるなら〝攻撃のあった空間ごと書き換えられてしまった〟みたいに。

　もちろん、星鎖先輩には攻撃がかすりさえしていない。能力を発動させるきっかけさえ見えなかった。

　これが……星鎖先輩の〝キリングアート〟なの……？

「下から突き上げる……？　どこへ？　あなたなりに牙きばをむいたつもりでしょうけど、どうやら牙なんてはじめからどこにもなかったみたいね？」

　言いながら、星鎖先輩が観客席をゆっくりと見渡していく。歓声はない。けれど、沈黙があるわけでもない。「うっ」という観客の呻うめき声ごえめいた音の集合体が、不気味なハーモニーを作り上げていた。

「……い、一度防いだくらいで、勝ち誇ってもらっては困りますっ！　もう一度、今度は倍音で響いて！　〝サウザンド・ボ……〟」

　遥架ちゃんがヘッドセットに手を当てて、叫びかける途中で。

「みんなもういいみたいだから。はい、そろそろお家に帰りましょうね」

　対戦相手の方になど目を向けずに。観客席の反応だけを見て、そのまま遥架ちゃんに背を向けた。

　そして一歩目を踏み出した瞬間、遥はる架かちゃんの頭上に〝サウザンド・ボイスに似た何か〟が降り注ぐ。

「なっ……!?」

　持前の反射神経とボディバランスで身体からだへの直撃は咄とつ嗟さに防いだものの、クリスタルは全すべて為なす術すべもなく割られてしまっていた。

　遥架ちゃんの攻撃を跳ね返したわけでもなければ、能力を盗んだわけでもない。

〝キリングアート殺戮芸術〟とは、空間を思うがままに書き換える能力……？　しかもアイテムを必要とせずに？　まさか、ね。もしそうなら、なんでもありだ。そんなの、誰も敵かなうわけないじゃない……。

「言ったろ？　星せい鎖さは負けない、誰にもだ。……今のところはね」

　ビミィは、自らの能力に〝似た〟散弾にやられて倒れ伏す遥架ちゃんに憐みの視線を向けながら言った。
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　衝撃に言葉もないまま、次の試合会場へと移動する。おとねちゃんは私にかける言葉を探してくれているようだったけど、何も言えずにただ後をついてきてくれた。

　あの星鎖先輩が対抗戦に熱意のない理由がよくわかった。

　つまらないのだ、圧倒的すぎて。

　どんな厳しいトレーニングを積んだところで、先輩と同じステージに上がって対抗戦の楽しさとを思い出してもらうだなんて、できっこないと思った。

「あのさ、エルナが何を考えているかは大体わかるよ。でも、それは違うんだ。星鎖の能力は決して万能じゃない……それだけは言える。あれを見たくらいでやる気を失ってたんじゃ、おしまいだぜ」

　ビミィが優しく諭すように、まるで子供に言い聞かせるように話かけてくれた。

「エルナには可能性があると思っているりゅい。ムダだと思いながら生徒に教える先生なんて、いないんだりゅい」

　真剣になるがあまり、語尾に意識がいかないほどに。

　気け圧おされてしまっていた。けど、あきらめかけていた自分を叱しつ咤たしたい気持ちが、すぐに生まれつつあった。

「ごめんね、ビミィ……おとねちゃんも。私は大丈夫!!」

　今はまだ空元気かもしれない。でも、すぐに本物を取り戻してみせる。

　そのために、次の試合を目に焼き付けたかった。




　次の試合会場には、観客席が存在しない。だから、すぐ外に投影された巨大スクリーンを観みるというスタイルになっていた。

　それでも、それぞれの私室や部室で見るよりも空気感を近くに感じたいのか大勢の生徒が集まっている。

「試合会場は竹林、ですか。あのお二人にはぴったりの場所かもしれないですねっ」

　おとねちゃんが、スクリーンを見上げながら言った。

　そこに映し出されているのは、書道部代表の八坂ひみちゃん。対するは、華道部代表の湊みなと川がわ貞さだ松まつ先輩だった。




　この組み合わせになるとわかった時には、正直複雑だった。どちらを応援したらいいかわからないし、どちらか一方が勝って、もう一方が負ける姿を見たくないとさえ思った。

　けど、二人は声を揃そろえて「見に来て欲しい」と言ってくれた。見てくれたら、きっとそう言った意味もわかるだろう、と。

　ひみちゃんが、スクリーンに映るメインカメラに向かって手を振っていた。

「やっほほーい！　みんな、見ってるー？」

　湊川先輩もそのすぐ背後に立って、同じように……こちらは無表情ではあるけれど、手を振っている。

　試合前だというのに、この雰囲気はなんだろう。さっきの星せい鎖さ先輩の試合とは、まるで異なっていた。

　試合開始へのカウントダウンがはじまっても、空気感が変わる様子はない。

「湊川ちゃん、負けた方が露店で好きなものをたくさん奢おごるってどうかな～？　ひみ、今とってもわたあめが食べたい気分なんだぁ」

「……私はりんごあめ。あ、ヨダレが……」

　……緊張感がないわけでは決してない。間合いは双方確かめあっている。その上でステージになっている竹林で地の利を得ようと、どこに竹が生えているか、どこに立てば有利かを探っているのがわかった。

　軽く交わす言葉でさえも、牽けん制せいの意味が込められているのかもしれなかった。

　開始の合図が鳴る。と、同時に、湊川先輩が自らを覆うほどの、すっぽりと包み込んでしまえるような大きさの花を咲かせた。

　それをシールドとして利用するのかと思いきや、そうではなかった。同じような花を、周囲にいくつも咲かせていく。

　これでひみちゃんの位置からは、湊川先輩の姿は視認できていないはずだった。

「まーたかくれんぼ～？　ひみ、こんなの多いなぁ、っと!!」

　最初に咲かせた花へとダッシュして、そのまま大筆を一いつ閃せん。手応えはないようだった。












　既に湊みなと川がわ先輩は別の花の裏側へと移動している。

　その間にも、花は大小問わず増殖し続けていた。

　花は無音で成長して伸びていくわけではないので、小さな足音など搔かき消けしてしまう。

「……鬼さんこちら。手の鳴る方へ……」

　まるで花が囁ささやくかのように、湊川先輩の声が聞こえてきた。けれどこうしてカメラ越しの視点からみても、音の出どころ……湊川先輩の姿は確認できない。

「むー、こうなったらまとめていくよっ！　ラブリーインク、ＧＯ!!」

　ひみちゃんはその場で大筆を振り、文字を描く……のを待っていたのだろう、文字を象かたどった黒いシルエットが具現化する前に、その背後から花の種が音もなく飛んできていた。

　狙ねらっているのは、クリスタルのみ。

　種は大粒でもなければ重さもない。

　けれど、それはクリスタルを射抜けてしまうであろう速度を伴っていた。

　パリィン……！　という音を切っ掛けに、ひみちゃんは自分の置かれた状況に気が付く。

　ふたつめのクリスタルに花の種が到達する寸前、即座に側転してクリスタルを弾道から離すことに成功していた。

「……そこに来るのを待っていた」

「なっ……。なにここぉっ……！　足元が……!?」

　その時には、もう湊みなと川がわ先輩は花の裏から姿を見せてしまっていた。

　場所が割れるリスクよりも、ひみちゃんの位置をしっかりと確認して狙ねらいをつけられるメリットを選んだようだった。

　ひみちゃんのが着地した足元には、蔦つたが複雑に絡からみ合って足を取るワナのように仕掛けられていた。

　がっちりハマっているわけではないから力をこめれば抜くことはできるし、蔦は固いものでもないのでちぎって脱出することは可能だ。

　けれど、そのどちらも数瞬の時間を要する。

　湊川先輩が、周囲の花から一斉にひみちゃんのクリスタルへ向けて種を飛ばした。

　その数は、両手でも足りない。

　湊川先輩がじっくり見てコントロールできているだけに、寸分の狂いもなくクリスタル目がけて飛び込んでいった。

「ここで一気にくる……よね、やっぱしぃ!!　とりゃあっっっ!!」

　ひみちゃんが気合の声と共に、両手で大筆をぐるんぐるんと振り回して花の種を弾はじき飛とばす。狙いが正確すぎたせいで、逆に撃ち落としやすくなっていたようだ。

　それでも足元をとられているジレンマがあり、防ぎきれずにもうひとつのクリスタルが割れる音がした。

　その間かん隙げきを縫うようにして、どうにかツタを力任せに蹴破やぶって窮地から脱出する。




　……ここまでが、まるで口をはさむ余地もなく目まぐるしい速度で展開していった。

「ひみちゃんのクリスタルは残り一つ。湊川先輩のクリスタルは三つフルで残ってる。でも、ここからどう転ぶかはわからないね！」

　そう考えているのは中で戦っているひみちゃんも同じようで、にんまりと笑え顔がおを浮かべながら大筆を力いっぱいに振るっていた。

「ラブリーインク、侍……そして忍！　飛んでけーっっ!!」

〝侍〟の文字が具現化すると、花や蔦をまっぷたつに切り裂きながら進んでいった。けれど、その速度は決して早いとはいえない。

　湊川先輩のクリスタルを狙うためというより、視界を遮るものを切断するために描いたようだった。

　その文字を追うようにして、ひみちゃんは突き進んでいく。〝忍〟の文字は薄く、すぐに竹林に紛まぎれて見えなくなってしまった。

　防御型の湊川先輩、そして常に自らの一撃でクリスタルを破壊しようとする攻撃型のひみちゃんという印象だった。

　でも、群雄割拠の中間試戦でここまで勝ち残っているのだ。

　それ一辺倒しかできないわけがない。

　湊みなと川がわ先輩は、忍の文字を竹林の中に見つけていた。

　……けれど、常に気にしていなくてはすぐにまた見失ってしまう。

　ひみちゃんも見ていなくてはいけないし、忍の文字の位置も疎おろそかにするわけにはいかない。そのための視点移動は意外に大きく、ある瞬間に綻びを生じさせた。

　忍の文字が、隠れようとする動きをやめて同じ場所に留とどまるようになった。これまでとは違う行動パターンに湊川先輩が注視していると、これまでクリスタルを狙ねらう素振りを一切見せていなかった侍の文字がスピードアップしてクリスタルを一薙なぎした。

「……早い。ふむ、一定の速度以上は伸びてこないと思い込んでいた……」

　湊川先輩のクリスタルが、一つ割れる。

　残りはふたつ。

　再び、湊川先輩は当初の通りに大きな花の裏へ移動してかく乱する作戦に入っていた。

　侍が蔦つたを切り裂きながら、忍が自在の動きで花をひとつずつ潰していくけれどなかなか見つけることはできない。

「んー、これはちょびっとまずいことになったかもぉ……？」

　ひみちゃんのターンにも見えるのに、その彼女の額にはあせりの汗が浮いて流れはじめていた。

　花は増殖し続け、捜索がまるで追いつかない。

　早い展開で流れていたはずの時間が、急にスローになった。

「この状態、ちょっと長くないですか……？　残り時間を見てくださいっ」

　おとねちゃんがそう言って、端末を示してくれた。対抗戦の制限時間一時間のうち、いつの間にか既に残り二〇分を切っている。

　時間が経過するにつれ、ひみちゃんは警戒さえも怠りながら捜索を優先させて急いでいるように思えた。

　どこに隠れているかわからないし、不意を打たれたら残りクリスタル一つのひみちゃんがやられちゃうのに、なんで……？

「この勝負は、もう湊川くんを早く見つけられるかどうかというものに変わったんだよ」

　ビミィが、残り時間を確認しながら言った。

　そして、そのまま。

「ジ・エンドだ。この勝負、湊川くんの勝ちだな」

　まだ残り時間はあるのに、ビミィが確信を持って宣言した。

　その宣言を聞いて、ということはありえないけれど、ビミィが言い終えると同時に湊川先輩の声が聞こえた。

　ひみちゃんがそれに反応して、全力で声の下へと飛びかかる。




「……咲いて。〝セルフィッシュフラワー〟」




　必殺技の名前を口にすると同時に、今まで出現したのとは違う、分厚い壁のような花びらが湊みなと川がわ先輩の周囲を高速で旋回するように出現した。

　これまでの花はどれも地面から伸び、離れることはないようだった。

　けれどこの花びらだけは異質で、飛びかかってくるひみちゃんも、侍の鋭い斬ざん撃げきも忍でさえも全すべて跳ね除けて悠々と存在していた。花びらには傷ひとつついていない。

「これが湊川くんの能力、〝セルフィッシュフラワー〟だ。絶対防御の盾。十五分前後しか保てないという制限はあるけれどね。これが出てしまったら、どんな攻撃も通じないよ」

　ビミィが終戦を宣言したのは、その能力の特性を知っていたからということらしかった。

「つまり、このまま時間切れで湊川先輩の判定勝利ってこと……？」

　ひみちゃんはあきらめることなく、大筆を力いっぱい振り回しては湊川先輩のクリスタルを狙ねらっている。

　けれどどれだけやっても花びらの盾に防がれてしまい、届きそうにはなかった。

　途中で制限時間での勝利を狙うことに切り替えた湊川先輩の作戦勝ち。ひみちゃんはそれに気づいて必死で捜索したものの、ついに間に合わなかったということだ。

　あとはただ、漫然と時間が過ぎるのを待つだけだった。




「……りんごあめ、よろしくお願いします」




　湊川先輩は、ブンブンと振るわれる大筆を意に介すこともなく、大きな葉を出してその上に正座してしまっていた。

「う!!　くーやーしーいーよぉぉぉぉ!!」

　ひみちゃんは半泣き状態だった。しかし、試合終了の合図が鳴る、その最後まで勝負を投げ出すことはしなかった。

　……竹林というステージも、湊川先輩に味方したのかもしれない。




　ひみちゃんと湊川先輩が出てくるのを、ビミィとおとねちゃんと試合について語り合いながら待っている。

「ただクリスタルを全て壊せば勝ちという決着ばかり見てきましたけど、こういう試合もあるんですね。奥が深い」

　おとねちゃんが感心したように言う。私も同じ感想だった。力任せに勝負を決めに行くだけが対抗戦じゃない。

　相手の能力を把握し、研究し、会場に合わせた戦術を繰り出す。どれも絶対的に苦手だなぁ……。まだまだ勉強しなきゃいけないことは多いみたいだった。

　それに何より印象的だったのは、

「うおおお───い、エルナちゃ────ん!!　負けちゃったぁぁぁぁ……」

　ひみちゃんが駆けてきて、ぎゅむ～っと強く抱き着いてきたことだ。

「……りんごあめ。みんなの分も、いいのかな？」

　湊みなと川がわ先輩もそれに続いて戻ってくる。

「湊川ちゃんの分だけだもん～!!　ひみ、そんなにお小遣いないんだからねっ」

　と、私に甘えるみたいに抱き着きながら言うひみちゃんが天使すぎて感無量だ。

　二人が試合を見に来てほしいと言ってくれた理由はなんとなくわかった。それはきっと戦術的な知識を教えてくれる意味があったんだろう。

　けど、私はそれよりも。最後まで……勝敗が決した今でさえも、対抗戦に楽しそうに参加していた二人にこそ、感じ入るものがあった。




「うん、やっぱり対抗戦って楽しいものだもんね！　ワクワクしてハラハラできちゃう、笑え顔がおになれるものだもんね！」




　そのことを、星せい鎖さ先輩にも伝えたかった。

　そういう試合を、先輩と一緒にしたいと思った。

　……だから。





　　　＊






　星鎖先輩は、やけにすんなりと呼び出しに応じてくれた。

　それは私のメッセージの文面がいつになく真剣だったからかもしれないし、ただの気まぐれだったのかもしれない。

「中間試戦のトーナメントで、私と先輩があたるためには決勝まで勝ち進まないといけません。……もしそこまでいけて……決勝戦で私が勝ったらっ」

　先輩は動じることなく私の言葉に……想おもいに、耳を傾けてくれていた。




「星鎖先輩に勝って優勝することができたら!!　その時は帰宅部を辞めて私の部に……放課後楽園部に入ってくださいっ!!」




　──その瞬間から私にとっての中間試戦は、より大きな意味を持つ試合になった。












あとがき







　Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．です。なんと、このミカグラ学園組曲のアニメ化が決まったそうです！　……ただ、まだ信用していません。噓うその確率が高いと思っています。僕はとても騙だまされやすい性質なのです。

　アニメ化が決定したと聞き、アニメスタッフさんとの顔合わせをさせていただきました。著名な作品も担当されてきた素晴らしい方々です。でも、それも壮大なドッキリかもしれません。声優さんのオーディションにも参加しました。僕でもお名前を知っている豪華な声優さんが大勢いました。でも、僕はテンションを上げつつも心の片隅で「隠しカメラはどこだ!?　いつネタバラしをして僕を嘲あざ笑わらう気だ!?」と疑っていました。

　ただ、本当にアニメ化が噓だとしたらドッキリの期間があまりにも長すぎます。

　これで噓でしたと言われたら良いリアクションをとれる自信がまるでありません。

　大人が泣いてジタバタする、という映像が撮れるだけです。そんなの誰も得しません。

　……もしかして、マジなんですか……？　このミカグラ学園組曲がアニメ化……？

　イエ────イ！　やった───────!!

　放送を楽しみにしています！　録画して百回くらい見ようと思います!!（はしゃぎすぎ）
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